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　カムヤマトイワレヒコは、天てん孫そん降こう臨りんによりアマテラス大御神オオミカミより高たか天まが原はらから日向ひうが（現在の宮崎県）に遣つかわされたホノニニギの曾ひ孫まごにあたる人物である。

　イワレヒコは兄達とともに、産まれ育った日向を旅立ち東の地へとむかう。

　途中、太陽を背に負う陣形を取るため、南にむかい熊くま野の（現在の和歌山県）の地に入るが、そのとき荒ぶる神が姿を変えた巨大な熊の毒どつ気けにあてられ気を失ってしまう。

　この危き急きゆうにタカクラジという名の者が一振りの剣をもって献けん上じようしたところ、霊剣の力によりイワレヒコはたちまち正気に復かえり「ああ、長い間眠ったことだ」と言った。

　その後、イワレヒコは八や咫た烏がらすの導きにより熊野を抜けて大和やまと（現在の奈良県）の地に入り、白か橿し原はらに宮殿を造り、初代神じん武む天てん皇のうとして天下を治めた。

　これがのちにつづく大和政権、皇こう統とう譜ふのはじまりである。


（古こ事じ記き「神じん武む東とう征せい」より）
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　熊くま野の川がわ沿いに山道を下っていくと、途中いくつかの滝を見ることができる。

　常盤ときわ樹ぎの多い熊野の山は、師走しわすという季節に入っても緑で埋うめ尽つくされている。

　ゆっくりと馬を下らせているうちに、地面は次第になだらかになり、手た綱づなを引く回数も自然と少なくなる。極端な下り坂や長い坂がつづくときは、馬を扱うのにもいつもより神経を使うものだ。家か人じんは舟を出そうかと言ったのだが、水量が少なくて帰りが大変だからと橘たちばなの貴たか哉なりは断っていた。

　やがて道がほぼ平へい坦たんになり、先に朱しゆ塗ぬりの社しや殿でん・速はや玉たま大たい社しやが見えてきたころだった。

　むこうから、まだ子供といってよい年ごろの僧そう侶りよが歩いてきていることに、貴哉は気がついた。それがこのあたりの神じん宮ぐう寺じ（神しん仏ぶつ習しゆう合ごうの思想に基もとづき、神社に付属して建てられた寺）の少年僧だと思い出したとき、むこうがぴょんとまるで兎うさぎのように飛びあがり小走りに近づいてきた。

「お久しぶりです、宮ぐう司じ様。皆様、もうお待ちですよ」

　息を切らしながらの少年僧の言葉に、馬上で貴哉は少しばかりたじろぐ。

「皆様って、もう全員集まっているの？」

「ええ、那な智ちの長老様におかれては、今け朝さ早くにもうお着きでしたよ」

　いったいいつ邸やしきを出たら、那智から速玉までそんなに早く着けるのか？　いや、そもそも約束の刻こくにはまだなっていないだろう。だいたい人様の宅を訪問するときは、予定の時刻より先に着くのは作法にかなっていないはず。それに熊野の寺社の中でも大おお斎ゆの原はらは極きわめて高所にあるわけだから。等々貴哉にも言い分はあったのだが、飛び抜けて若じやく輩はい者ものがいちばん遅ち参さんではさすがに体てい裁さいが悪い。

「ありがとう、悪いけど先に行くよ」

　少年僧に礼を言うと、貴哉はそれまでゆっくりと進めていた馬を駆った。

　朱塗りの社殿から会かい所しよとなる邸までは、ほんのわずかなものだった。

　家人に案内されて室へやに入った貴哉は、簀すの子この際で軽く身み動じろぐ。

　少年僧の言ったことは本当だった。母おも屋やから廂ひさしにかけて、高位神官に高僧という、熊野で宗しゆう務むに関わるお偉えら方がたが雁がん首くびを揃そろえて待機していたのだ。

「お、遅くなりました………」

　自分は刻こく限げん通りに来たはずなのに、どうしてこんなに肩かた身みの狭せまい思いをしなければいけないのかと、微び妙みように理り不ふ尽じんを覚えつつ貴哉はこそこそと末まつ席せきに加わろうとした。

　しかしあることに気づき、首を傾かしげる。

（あれ、範のり康やすは？）

　見回すまでもなく居ないことは分かっている。

　なにしろ彼は六ろく尺しやくをゆうに超す大男なのだ。居るのなら室に入った瞬間、目につくだろう。そもそもむこうが貴哉を見て、声もかけずにおとなしくしているはずがない。

　貴哉は円わろう座だに腰を下ろさず、片かた膝ひざをついた姿勢で隣となりの僧侶に尋たずねる。

「あの、別べつ当とうはおいでになっていないのですか？」

「呼んどらん」

　子供が駄だ々だをこねるような物言いに、一瞬耳を疑った。

　赤の法ほう衣いに五ご條じようの袈け裟さという、まずまずあらたまった装よそおいのこの僧侶は、たしか先日還かん暦れきを迎えたばかりである。

　よもや遅参がそれほど機き嫌げんを損そこねたのかと思いはしたが、他の者が異い様ように早く集まりすぎているだけで、自分はけして約束の刻限を損なってはいない。

「あの、どうしてお呼びに───」

「まあ、とにかく座りなされ。貴哉殿どの」

　貴哉の問いを遮さえぎったのは、家主である速玉神社の宮司だった。彼にかぎらずこの場にいる者の様子は、怒ったふうではないようだ。

　ひとまず安心した貴哉が円座に腰を下ろすと、即そく座ざに宮司が切り出した。

「全員集まったところであらためて言うが、次期帝みかどに内定となった斎さい院いんの宮みや様こと縋すが子こ内ない親しん王のう様が、熊野への行ぎよう啓けいを予定されておられるそうだ」

　誰一人驚いた表か情おをしないあたりから、自分が着く前にその話題になっていたようである。貴哉自身は塔とう子こからの文ふみで、三日ほど前に知っていたのだが。

「ご存じでしたか、貴哉殿？」

　先ほど思いっきり大人げない態度を取った僧侶が意外そうに尋ねる。

　この調子なら、少なくとも貴哉の遅参に臍へそを曲げていたわけではなさそうだ。

「はい、姪めいから文が届きましたので。彼女もこのたびの宮様の行啓に同行させていただくことになったようです」

「おお、そういえば塔子姫は斎さい王おうを辞じされたあと、尚ないしの侍かみになられたとか」

「伊い勢せ斎王の任期を終えられたら、こちらにお戻りになられると思うておりましたが」

　長老達は口々に噂うわさをする。もちろん彼等らもある程度のことは知っているだろうが、さすがに怨おん霊りよう騒そう動どうに巻きこまれて都に滞在を余よ儀ぎなくされた、とは遠えん慮りよして口にはできないようだ。とはいえこの熊野に流れる噂が、どれほど都の実情を正確に現わしているのかは不明である。

「本人もそのつもりではいたようですが………」

　そこまで言って貴哉は言葉を濁にごす。

　三年ぶりに再会した塔子の内うちのわずかな変化に、貴哉はもちろん気がついていた。

　だが確証があるわけではなかったし、それをいまここで口にしたところでなんの意味もないので、ひとまず話題を変えることにした。

「姪の文によりますと、御一行は都から伊勢、そのあと海路を取って熊野に参られるとのことでした。あるいは今ごろ、懐なつかしい思いで神宮に参っているかもしれません」

　かもしれぬな、と宮司があいづちを打つ。

　とうぜんといえばとうぜんだが、斎院宮達が伊勢経由で来るという報しらせはすでに彼等の元にも届いているようだった。

「しかし伊勢に参られてからのご訪問とあれば、あちらに見み劣おとりするようなことがあってはわれらの名な折おれであろう」

　厳いかめしい面おも持もちで言ったのは神宮寺の法ほつ橋きよう（僧の位のひとつ）である。

　どうやら伊勢への対抗意識が、無きにしも非あらずのようだ。気持ちは分からないでもないが、両者の聖せい地ち参りの地としての立場や様式はずいぶんとちがっているのに。

「ともかく次期帝たる斎院宮様に加え、東とう宮ぐう様まで御同行なさるのだから、万が一にでも粗そ相そうがあってはならぬ」

　眉み間けんに皺しわをよせ神経質な表情で宮司が言うと、神官も僧侶もいっせいにうなずく。

　もっともな懸け念ねんではあるが、実はその東宮様がつい二カ月ほど前、一士官に身をやつしてやってきて、川を越えたすぐ先の神社で大立ち回りを演じてみせたと言ったら、ここに集まっている面々はどんな顔をするだろうか。

　それにしてもこんな短い間に、都と熊野を二往復もすることになるとはご苦労なことである。塔子との再会の喜びとは別に、貴哉は二人にひっそりと同情していた。

「どうするべきかとお思いか、貴哉殿」

　いきなり振られて、貴哉は目を瞬しばたたかせた。気がつくと長老方の視線が自分に集中している。なぜここで、飛び抜けて若輩の自分を指名するのか？　どう反応することを求められているのか分からず、苦しまぎれに貴哉は答えた。

「たしか二年前にも、法ほう皇おう様が東宮様をお連れになって御ご幸こうなされました。そのときはとくに問題なく過ごしていただけましたし、今回も同じようにお迎えすれば───」

「できるか！」

　だんっと床を叩たたいたのは、隣りん席せきの僧侶である。

　貴哉はびくりと肩を揺らす。

「え？　なぜですか？」

「別当はあの熊野悪あく太た郎ろう・範康ですぞ！」

「………」

　指摘を受け貴哉は自分の迂う闊かつさに口くち許もとを押さえた。

　そうだった。二年前は先代が健けん在ざいだった。しかし現在の熊野別当は、あの範康なのだ。

　ちなみに別当とは朝廷から任命された職のひとつで、神仏習合が特に顕けん著ちよな熊野ではあらゆる宗務職を統とう括かつする立場にある。僧侶なのになぜか妻さい帯たい世せ襲しゆう制せいで、別当職は代々当家の男子が受け継いでいた。

「ですがいくら別当でも、年長の皆様のご意見には聞く耳を持つかと───」

「持つわけがないだろう！」

　貴哉の言葉を遮ったのは、隣席の僧侶ではなく別の神官だった。

「あんな暴あばれ熊ぐまのような男を、わしら年寄りに抑えられるものか！」

　彼の絶ぜつ叫きようを皮切りに、世間の尊そん崇すうを集める高位の神官や僧侶達が、飢うえた野犬のような勢いでいっせいにがなりたてはじめた。

「だいたい子供のころから、大人の言うことは一から十まで逆さからうような悪ガキだった」

「十四のとき、うちの寺の腕うで自じ慢まんの僧兵三人を一人でのしたときは、こいつはまさしくスサノオ命ノミコトの生まれ代わりだと思うたわ」

「うちの寺は渡と来らいの仏像の指を三本も折られましたぞ。あのときは箱はこ詰づめにして、補ふ陀だ洛らくの海に流してやろうかと考えましたわい」

「それだけではないぞ！　あのガキ、罰ばち当あたりにもうちの神輿みこしに矢を放ちおった。あのときこそ、本気で那智の御み滝たきから突き落とそうと考えたわ」

　その前の段階として、銚ちよう子し口ぐち（滝水が流れ落ちるところ）にあの巨体を抱えて登るだけでも大おお事ごとだから。などとひそかに突っこみながら、次から次へと挙あげられる範康の悪あく行ぎように貴哉はそっと額ひたいを押さえた。

　なにしろ全部覚えがある。つまり彼等の訴うつたえることは、すべて真実なのだ。

　人望および良りよう識しきのある先代が平ひら謝あやまりをして回ったおかげでなんとか事無きを得たが、結果として先代の株かぶがあがっただけで、後継ぎ息子に対する世間の評価は悪くなるいっぽうだった。ひっそりとつけられたはずの異い名みよう・熊野悪太郎は、もはや彼の代名詞になっている。

　とはいえそれらはすべて彼が十代だったころの話で、さすがに二十四歳にもなったいまでは、そのような力任せの悪行はしていないはずだが───。

（うん、多た分ぶん………）

　幼おさな馴な染じみをかばいきることができないのは、貴哉の心が狭いからではない。

　単に範康の行動が、こちらの常識で測りきれないからだ。

　ようするに長老方は、新別当として行啓の接待にあたる範康が、やんごとなき方々に粗相することを心配しているのだ。

「それで、どうなさるのです？」

　過去の悪行に怒りを再燃させている長老方に、貴哉は冷静に尋ねた。

　まさか本気で箱詰めにして補陀落の海に流すわけにも、那智の御滝から突き落とすわけにもいくまい。

　長老方はぴたりと押し黙り、やがて家主の宮司がこほんとひとつ咳せき払ばらいをした。

「貴哉殿、あなたは悪太、もとい別当殿と幼馴染でしたな」

「………ええ、年と齢しも近いので」

　なんとなく嫌いやな予感がしたが、周しゆう知ちの事実に噓うそをついても意味がないので不ふ承しよう不ぶ承しよう認めた。

　どういうわけか範康は、貴哉の父である先代宮司に懐なついていた。

　常識的な実父より、豪ごう胆たんで大おお雑ざつ把ぱな貴哉の父のほうと気があっていたのだろう。

　貴哉の父は、範康の悪行に大笑いをしていた唯ゆい一いつの人だ。もちろんしょせん他人の子供という無責任な部分が、たいがいに大きかったのだが。実の子供の悪行に笑っているだけでは、単なる非常識かつ無責任な親でしかない。

　そんなわけで貴哉は、この自分と真逆な性格の青年と昔馴染だったのだ。

　人間としては嫌いではないし、この場にいる僧侶や神官達のように、直接迷めい惑わくをかけられたわけではないのでこう思うのもなんだが、性格がちがいすぎて腹ふく心しんの友にだけはなれないだろうというのが範康に対する貴哉の評価だった。

　気がつくと、全員の視線が貴哉一人に集中している。

「あ、あの？」

　とつぜん家主の宮司が床に頭ず突つきを喰くらわすような勢いで平ひれ伏ふした。貴哉はびくりと身動ぎをする。切せつ羽ぱ詰つまってというよりもはや鬼き気き迫せまった雰ふん囲い気きに、恐きよう縮しゆくよりも恐怖を感じてしまったからだ。

「ぐ、宮司様？」

「われら熊野宗務職一同、謹つつしんでお頼みする。今回の行啓にあたり、なにとぞ悪太、もとい範康殿の暴走を止めてくだされ」
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　新にい嘗なめ祭さいから豊明節会とよあかりのせちえという大きな儀ぎ式しきが終わったあとの宮きゆう中ちゆうは、つかの間の静けさを取り戻していた。

　霜しも月つきも終わりがけの、冬とう至じ・次じ候こう～鹿しか角つの解おつる～のころ。

　ひと月後に大晦日おおみそか、正月を控ひかえながらも比ひ較かく的てき落ち着いたこの時季、内だい裏りの中で唯ゆい一いつあわただしい場所が、東とう宮ぐう御ご所しよのある昭しよう陽よう舎しや（梨なし壺つぼ）であった。

　そろそろ亥いの刻こくにもなろうというのに、いまだ舎しや殿でんの空気はあわただしい。

「そりゃ、五カ月も宮中を留る守すにしていれば、仕事もたまるわよ」

　嫌いや味みたっぷりな口く調ちようで応じながら、塔とう子こは大おお殿との油あぶらの下で竹たけ行こう李りの中身を確認する。

　明日からの行ぎよう啓けいのための準備であるが、ざっと見たかぎり忘れ物はなさそうだ。

　衣装等をはじめとした大おお掛がかりな物は随ずい行こう者しやに預けているので、女によ王おうにて尚ないしの侍かみの身分にある塔子が持参するものは身の回りの品だけである。荷物になるのでどうしようかと悩なやんだが、結局古こ事じ記きの冊そう子しと写しや本ほん用の料りよう紙しと硯すずり箱ばこもしまいこんでしまった。

「五カ月もいらっしゃらなかったのですね。長いとは思っておりましたが、そんなに吉よし野のにおいででしたか」

　荷物の整理を手伝っていた女によう官かんが、呆あきれ半分感心半分といったふうにつぶやく。

　本当は長なが月つきには戻っていたんだけどね。などと正直に告白するわけにもいかず、心の中でそっと塔子は不満を漏もらす。

　年明けの正月に新しん帝ていとして即そく位いすることが決まっている先の賀か茂もの斎さい院いん・縋すが子こ内ない親しん王のうが、とつぜんの熊くま野の行きを言いだした直後から関係者一同は準備に大わらわとなった。しかも猶ゆう子しである東とう宮ぐう明あか槻つき親しん王のうにまで供ともを命めいじたものだから、あわただしさはさらに極まった。

　なにしろあと数日で師走しわすとなるのだ。

　大晦日と正月には、新帝縋子と東宮明槻にはなにがあっても宮中に居てもらわなくてはならない。大晦日の『追つい儺な』からはじまって、元旦の『四し方ほう拝はい』等、年末から正月にかけて帝みかどが執とり行う行事が目め白じろ押おしなのだ。もちろんそれらの儀式には、東宮も出席しなければならない。

　新帝の縋子にぶっつけ本番で儀式に臨のぞんでもらうわけにはいかず、事前の練習が必要となる。となると熊野に行くにしても、晦日の前日には戻ってきてもらうことが条件となるのである。

　実は熊野に行って戻るだけなら半月もあれば十分なのだが、縋子がとつぜん「ついでだから、伊勢を回ってから行こう」などと言いだした。なにがついでなのかまったく分からないのだが、駄だ目めだと言えば〝即位を辞やめる〟と言われかねないので、不ふ承しよう不ぶ承しよう周りは納得した。

　そんなわけで急きゆう遽きよ繰くりあがった明日の出発を控ひかえ、東宮御所は大おお忙いそがしとなっているのである。きっと縋子の住まいである東ひがし三さん条じよう院いんも同じような状態だろう。

　とりわけ五カ月近くも不在（実際には宮中に居たが）にしていた明槻は多た忙ぼうを極きわめており、いままで滞とどこおっていた政せい務むの処理で朝から晩まで忙ぼう殺さつされていた。

　そのことを昭陽舎の女官達が「お忙しそう」と述のべたので、五カ月もいなかったのだからあたりまえだと塔子が答えたわけである。

　つっけんどんな態度をどう思ったのか、なだめるように女官は言った。

「お察さつしいたしますわ。せっかく東宮様がお戻りになられたのに、これでは斎さい王おう尚ないしの侍かみとゆっくりお話しなさる間もございませんものね」

　なにを誤ご解かいしたのか、塔子が明槻と会えないことを拗すねていると解かい釈しやくしたらしい。

　まったく、以前であれば考えられない言葉である。

　豊明節会のさい、明槻と塔子はすでに知りあいだということがあきらかになった。しかもかなり親密な雰囲気だったことも、あっという間に後こう宮きゆう中に広まった。

　加えて猶ゆう母ぼ（後こう見けん人にん）で次期帝に内定している縋子のお気に入りということで、それまで奇き矯きようなふるまいで女官達から遠巻きにされていた塔子は一転、東とう宮ぐう妃ひ候こう補ほとして世間から一いち目もく置かれる存在になったのである。

「べ、別に話すことなんかない、から………」

　すかさず塔子は反論しかけたが、自然と語ご尾びがしぼんでしまう。

　あたりまえだ。なにしろ話したいことは山のようにある。

　だというのに多忙を理由に暁あかつき、いや、明槻親王の足はずっと遠のいている。塔子がふてくされているという女官の推すい測そくは、あながち見けん当とう違いでもなかった。

「そうですわね。東宮様は斎王尚侍をずいぶんとお気に召めしておられるようですから、いまさらやきもきするようなこともございませんわね」

「え、そ、そういう意味では………」

「愛される者の余裕というやつですわね」

「まあ、お若い方は羨うらやましいこと」

　否ひ定ていしようとする塔子を無視して、中ちゆう堅けんの女官二人は一方的に盛りあがっている。

「あの、女によ人にんに無む関かん心しんだった東宮様が、斎王尚侍に対してだけはことのほかご執しゆう心しんで」

「いまがお忙しいぶん、伊勢熊野行きをさぞ楽しみにしていらっしゃるでしょうね」

「そうそう。なにしろ明日からはずーっと一緒に居られるのですから」

「今ごろ、明日からのことを考えて、浮かれているかもしれませんわよ」

　いや、多分縋子の気まぐれに切れかかっていると思う。そんなふうに心ひそかに突っこみながら、ずーっと一緒だという明日からの行啓のことを考えて気が重くなった。

　左さ衛え門もんの府ふ少しよう尉じようを名な乗のっていた平たいらの暁あかつきが、実は東宮明槻親王だと知ったのは、豊明節会の日のことだった。その後、明槻は名と身分を偽いつわっていたことを謝しや罪ざいはした。塔子自身も、過ぎたことをぐちぐち言ってもしかたがないと思っているし、どのみち東宮様相手に「絶対に赦ゆるさない」などと言えるはずもない。

　長い物には巻かれろ───意に添そわない伊勢斎王就しゆう任にんを強制され、あげくなりゆきで東宮妃候補となった塔子は、そのことをここ数年来痛つう感かんしていた。

　とはいえいまだもやもやは残っているし、そんな相手とこれからひと月近く一緒に旅をしなければならないというのは気が重い。

　塔子としては旅立つ前にきちんと話をして屈くつ託たくを解消してしまいたいのだが、いかんせん明槻が多忙すぎて御お目め通どおりもかなわない状態なのだ。同じ昭陽舎に居るというのに、ここ三日ほど呼び出しも室へやを訪ねてくることもない。五カ月分のつけは自じ業ごう自じ得とくだが、縋子が伊勢行きを主張したことが大きな要因であることは言うまでもない。

（身体からだを壊こわさなきゃ、いいけど）

　ふとそんなことを思ってしまった自分に、なぜか敗北感を覚える。

　だからといって政務を放り出させてまで、時間を作ってほしいとは言えない。この刻になってもなんの音おと沙さ汰たもないということは、結局このまま旅立つことになりそうだ。

（ああ、気が重い）

　竹行李の蓋ふたを閉じるのと同時に、どっと憂ゆう鬱うつになる。そんな塔子の憂鬱など、好き勝手に盛りあがっている女官二人はとうぜん気づかない。

「それにしても尚侍。久しぶりの御お里さと帰がえりが叶かなって、よろしゅうございましたわね」

「入じゆ内だいしてしまえば、気軽に宿下がりというわけにもいかなくなりますゆえ、ここは思いっきり羽根を伸ばしていらっしゃいませ」

　実は熊野には二カ月前に帰ったばかりなのだが、つい最近まで『奇矯な姫』として遠回しにしてきた相手のことなど、その程度の認識なのだろう。

「本当ね。いっそのことそのまま熊野に帰ってしまおうかしら」

　なかばやけくそになった塔子が、聞こえよがしに声をあげたときだ。

「斎王尚侍」

　御み簾すのむこう、廂ひさしに控ひかえていた別の女官が呼びかけた。

「東宮様がお帰りになられました」

　にわかに室がざわつきだす。あたふたと立ちあがった女官達の間で、塔子は愕がく然ぜんとしていた。さっさと話をつけてしまいたいと思ってはいたが、いくらなんでも不意打ちすぎるだろう。こっちだって心の準備というものがあるのに。

（馬ば鹿か馬鹿！　どこまで自分勝手なの！）

　ひとしきり罵ば倒とうしているうちに、御簾むこうに明槻が姿を見せた。

　文字どおりあっという間である。もちろん心の準備はできていない。あるいは女官が来訪を告げたときは、すでに廂に入っていたのではないのだろうか？

（ひ～～～、来ちゃった）

　まさか逃げ出すこともできず、塔子は身を硬こう直ちよくさせる。

（な、なんなの、この人！　普通は来る前に言こと伝づてなりするのが作法でしょう？）

　いまさら宮中の礼れい儀ぎにこだわるなど、他人が聞いたら〝お前が言うな〟と突っこまれそうだが、焦あせりと動揺から、日ごろの自分の行いを棚にあげて塔子は心の中で罵倒した。

　廂に用意した茵しとねに腰を下ろすと、明槻は内と外の女官双そう方ほうに席を外すように告げた。

　御おま座しど所ころの茵の上で、塔子は落ち着くように自みずからに言い聞かせる。

　考えてみれば、ずっと待ちわびていた話しあいの機会ではないか。でも、だからこそ心の準備を万ばん端たんにして臨みたかったのだ。

（ああ、まだ混乱している！）

　胸元にこぶしをあて、落ち着くように言い聞かせる。

　とにかく自分の言いたいことはなんなのか？　そしてどうしたいのか───。

「とつぜん訪ねてきて、すみません」

　御簾のむこうで明槻が言った。思考を遮さえぎられたうえに、腹が立つくらい落ち着いた声こわ音ねに〝本当よ〟と言い返したくなった。

「いえ………」

「これから会う予定だった者が道中で穢けがれに遭そう遇ぐうしたとかで来られなくなって、半刻ほど時間が空あいたものですから」

「はあ………」

　ひたすら歯は切ぎれ悪く返答する塔子に、明槻の戸と惑まどいが御簾を通して伝わってくる。

　申し訳ないとは少し思うが、こちらもどう答えてよいのか分からないのだからしかたがない。確かに半刻しか時間がないのなら、いちいち使いの者を出したり、文を書いたりする暇ひまなどはなかっただろうと理解はできるのだが。

「忙しいのね、い、いえ………お忙しいのですね」

「………ええ」

　うっかり以前のように口を利ききかけて、あわててあらたまった物言いに直す。

　明槻の返答が一いつ拍ぱく遅れたことに、塔子は冷ひや汗あせをかきそうになる。

（馬鹿！　東宮様相手に、なんて口の利き方をしているのよ）

　不ふ快かいに感じたのか、そこまでいかなくとも呆あきれてはいるだろう。

　気をつけなくては。この人は正しよう七しち位いの平少尉ではなく、東宮明槻親王なのだから。そう自分に言い聞かせ、気を取り直す。

　御簾を挟んで、室にぎこちない空気がただよう。

　半刻しか時間はないというのになにを黙だまっているのかと塔子は自分に腹立たしくなる。

　確かに彼の訪れは不意打ちで、心の準備をする間もなかった。それでもずっと話したいと思っていたのだから、その思いの丈たけを告つげればよいだけではないか。

　───一年経たったら、熊野に帰っていい。

　あの言葉の真意を質ただして、もやもやしたこの思いに決着をつけたい。

　熊野に帰りたいという気持ちと、都に残りたいという矛む盾じゆんした気持ちが、自分の中で混在している。

　だけど明槻の真意を知ることができれば、決断できる気がするのだ。

（ほら、思いきって訊きかなきゃ！）

　自みずからを叱しつ咤たして、塔子は口を開きかけた。

「あの………」

「まだ、きちんと説明していませんでした」

　問いかけを遮られ、塔子は口ごもる。

「呪じゆ詛そ事件のとき私が名を偽って自ら動き回っていた理由は、あの事件が摂せつ関かん家によるものだと思っていたからです。彼等が関わっているとなれば、下へ手たな者に頼んではどこでつながっているのか分からないので。結果としてあなたを騙だますことになってしまったことは申し訳なく思っています」

　一度も途と切ぎれることなく明槻は語ったが、流りゆう暢ちようすぎて朗ろう読どくを聞いているような気持ちになった。もしかしたら、あらかじめ告げる言葉を準備していたのかもしれない。先ほど塔子がなにか言いかけたことにはまったく気づいていないようで、相手の反応も見ずに語るさまを見ると、あるいは彼もいっぱいいっぱいなのかという気にもなった。

　語り終えると謝罪の意なのか、明槻は一度頭を下げた。

　しかし塔子は、すぐに応じることができなかった。身分や名を偽っていたことを、彼が心から申し訳なく思っていることは分かっているし伝わっている。だけど塔子が訊きたいのは、そんなことではないのだ。

「それは、もういい………です」

　辛かろうじて言葉を絞しぼり出すと、御簾のむこうで明槻がはっとしたように顔をあげた。

　大殿油に照らされた端たん整せいな面おも差ざしを、御簾のせいではっきりと見ることができない。その距こ離とをあらためて突きつけられ、塔子はやるせない気持ちになる。

（ちがう───）

　こんなふうに御簾越しに、しかも言葉を選んで話すなんて暁じゃない。

　塔子が知っている暁少尉はもっと気さくに話せる人だったのに。───それとも彼は最初から存在しない人だったのだろうか？

　そんなふうに考えると、喪そう失しつ感かんと失望で胸に穴が空あいたような気持ちになる。この人が暁でないのなら、熊野に帰ってもいいというあの言葉の真意など、もはやどうでもよい。

「どうぞこれ以上、御み心こころをお煩わずらわせくださりませぬよう………」

　舌したを嚙かみそうなよそよそしい言葉遣づかいで、流暢に答えた自分に呆れてしまう。先ほどまでは何度か言い損ない、ずっとぎこちなくしか言えなかったくせに。

　でもこれで少しは汚お名めい返上ができたかもしれないと、塔子は気を取り直した。東宮に対してきちんとした言葉も使えない娘だと思われるのは、母をはじめとした熊野の家族の躾しつけを疑われているようで不本意だ。

　対して明槻はしばし無言だった。どんな表情をしているのか、御簾越しではやっぱりよく分からない。

　揺れる灯あかりの下、明槻の口許がわずかに揺らいだように見えた。

「熊野への帰き郷きようの件ですが───」

　塔子は表情を硬くした。つい先ほどまで、その件について彼の真意を訊きたいと思っていた。しかし相手が暁でないのならもはやどうでもよいことだと、なかば自じ嘲ちよう気ぎ味みに思い直したところだった。

「先ほど〝いっそそのまま熊野に〟と言っていましたが───」

　塔子はぎくりとする。

　それは女官にむかって、やけになって告げた言葉だった。確かにかなり大きな声で叫さけんだが、やはり外にいた明槻にまで聞こえてしまっていたようだ。

　あの間合いで現れたことを考えれば、すでに廂にあがっていた可能性は高いから、聞こえていても不ふ思し議ぎではないのだが。

「あなたには、あと一年居てもらわなくてはなりません」

　これまで何度か聞いたことのある言葉を、念押しするように明槻は再度告げた。

　一年は居なければならない───つまりそれは〝一年経ったら帰ってもいい〟ということだ。

「分かっています」

　強こわ張ばった声で塔子は答えた。打うち袴ばかまの上に乗せた手が、ぎゅっとこぶしを握にぎりしめる。

　なんだろう、このもやもやとしたいらだちは。これでいいはずなのに、彼が暁でないのなら、これこそ望ましいことであるはずなのに。

　大殿油の灯が揺れ、じりじりと芯しんの焦こげる音が伝わってくる。

「東宮様、そろそろ刻限が───」

　廂に控えていた女官が告げる。その瞬間、塔子と明槻は同時に顔をあげた。

　御簾を挟んではっきりとは見えない明槻の顔が、ほっとしたように感じたのは気のせいだろうか？

「分かった」

　短く言うと、明槻は立ちあがった。そして静かな足音をたてて、廂を歩いていく。

　やがて、ぱたりと妻つま戸どを閉ざす音がした。

　塔子は唇くちびるを嚙んだ。失望を覚えると同時に、どこかで安あん堵どしている自分がいた。
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　船は穏おだやかな内海の伊い勢せ湾わんを抜け、いくぶん波の荒い熊くま野の灘なだに出た。

　驚くほど濃こい青色の水面を眺ながめながら、明あか槻つきは出立前の夜のことを思い出していた。

　よかれと思って訪ねたのに、結果として気まずさにいっそう拍はく車しやをかけて都を旅立つことになってしまった。そうしてなんの進展もないまま、伊い勢せ参りを終えて熊野にむかうことになった。

　師走しわすだけあって風は肌はだを切るように冷たい。表おもて中なか赤あかに裏うら紺こん青じようの狩かり衣ぎぬは地も厚く身体からだが凍こごえることはないが、手や頰ほおなどの冷たさはどうにもならない。

（だというのに………）

　胡座あぐら（折りたたみ式の椅い子す）に座っていた明槻は、怒りを通り越してげんなりした表情で、甲かん板ぱんから身を乗り出す実の叔お母ばで猶ゆう母ぼの縋すが子こ内ない親しん王のうを見た。

　紫むらさきの薄うす様よう（一の衣きぬから五の衣まで、白から濃き色へとぼかしてゆく配色）の五いつつ衣ぎぬの上に羽は織おった氷（白色）の小こ袿うちぎが豊かな黒髪とともに潮しお風かぜになびいている。

　師走でそれでなくとも忙しくなるこの時期に、いきなり熊野まで行くと言いだした張ちよう本ほん人にんである。

　それだけでも大迷惑なのに、どうせだから伊勢を回ってから熊野入りをすると言われたときは、芯しんから同行を拒きよ否ひしようと思った。しかし縋子にはなかば無理やり帝てい位いを任まかせてしまった負おい目めがあるので、それもできなかった。

「おお、さすがは熊野の海じゃ。なんとも見事な紫な青だ色ではないか」

　都から伊勢、そして船旅で熊野へとすでに十日近い日数が経たっているのに、縋子に疲れた様子はまったくない。それどころかぐらんぐらん揺れる甲板の上でも、船ふな酔よいをしそうな気配すらない。お付きの女によう官かん達は熊野灘に入った途端、早々に気分を悪くして屋形の中でみな横たわっているというのに。

　内親王に宣せん下げされ、賀か茂もの斎さい院いんとして三十年近い日々を過ごした箱入りの女によ人にん。しかも年齢はすでに四よ十そ路じに入っているはずなのだが。

（いったいこの人の身体からだはどうなっているんだ）

　精神構造はこれまで何度も疑ったが、いまあらためて身しん体たい構造にまで疑いが生じる。

　被衣かずきをかぶってはいるが、その下にある顔かんばせが大輪の花のように艶あでやかであることを明槻は知っていた。四十路と言われればなるほどという貫かん禄ろくがあるが、二十代と言われればそれで納得してしまうほどの華やかさと若々しさが彼女にはあった。そういう意味でも、本気で物ものの怪けでも取りついているのではとくだらないことを思ってしまう。

「この海を見ていると、補ふ陀だ洛らくに行き着くというのもあながち伝説ではないように思えてくるのう」

　船の進行方向を眺めつつ楽しげに語る縋子に、補陀洛は南方だから逆方向だと、内心で突っこみながら明槻は憂うさを晴はらしていた。ちなみに補陀洛とは、仏教思想で観かん世ぜ音おん菩ぼ薩さつがおわすとされる山で、いつのころからか南にむけて広がる熊野の海は、補陀洛につながっているといわれるようになっていたのだ。

「しかしそなたの叔お父じに言わせると、この先にあるのは補陀洛でも常とこ世よでもなく、ちがう言葉を語り、ちがう価値観を持つ遠とおつ国くにらしいな」

「斎院宮様、それ熊野に着いたら、他の人には絶っ対に言わないでくださいね」

　からかうような物言いの縋子にあわてて懇こん願がんしたのは、付き添いの女官達の中で唯ゆい一いつ船酔いをしていない塔とう子こだった。

　こちらは多少の徒か歩ちに備えてか、単ひとえの上は五つ衣を省略して表うわ衣ぎを襲かさね、被衣用に綿入れ仕立ての衵あこめを羽は織おっている。衵は表おもて蘇す芳おう裏うら赤あかの椿つばき重がさねで、立ち歩くときは壺つぼ折おりにする。袴は切きり袴ばかまを着用していて、十六歳という年齢にふさわしい可か憐れんで潑はつ剌らつとした装よそおいだ。

「なんでじゃ。妾わらわは面白いことを言う男だと思うぞ」

「斎院宮様はそう思ってくださっても、熊野の宗しゆう務む職しよくの方々や、真しん剣けんな気持ちで参さん詣けいに来る人達に聞かれたらまずいんですよ。実際補陀洛渡海と称しての捨しや身しん行ぎようもありますし、叔父様も話が分かる人にしか話したことはないくらいですから。それを私が酔った勢いで口を滑すべらせてしまったんです」

　東ひがし三さん条じよう院いんで飲み明かした夜か、あるいは豊明節会とよあかりのせちえの席でのことだろうか。ともかく酒の結果でやらかした自分の失しつ言げんなのだと、塔子は必ひつ至しで弁べん明めいする。彼女が恋い慕したう叔父のために───。

　塔子も一応被衣をかぶってはいたが、波風で半分以上めくれあがっている。本人に高貴な女性としての自覚が皆かい無むで、体てい裁さい上着けているだけなので、顔をさらしてしまってもあわてる気配すらない。

　円まるい大きな目とふっくらとした唇くちびる。見慣れたはずのその顔に、明槻はついつい魅み入いられてしまう。

　今回都を離れてから、特にそれが顕けん著ちよだ。惚ほれた弱みというだけではないだろう。

　こちらも気まずい。むこうも二人になることを避さけている。そんな双方の思いや行動が重なった結果だ。

　結局まともに顔をあわせることができないから、こうして隠れるように盗ぬすみ見てしまうのだ。

　今回の熊野行きの前までに、騙だましていたことを詫わびて事情を説明しようと思っていた。

　しかし五カ月不在のつけは大きく、思った以上に雑ざつ事じに忙ぼう殺さつされた。ようやく時間を見つけて訪ねてみれば、塔子は「このまま熊野に帰ってしまおう」と言い放っていた。

　最初から承しよう知ちしていたことなのに、けっこう落ちこんだ。おまけに塔子が別人のようによそよそしい態度を取るので、今度はかなり傷ついた。自分がしたことを考えれば、そんなことを思う資格などないと分かっているのに。

　それでついあんな意地の悪いことを言ってしまったのだ。

　───あと一年、都に居てもらわなくてはならない。

　なにゆえ縋子が熊野行きを言いだしたのかは不明だが、故こ郷きように帰ることを切せつ望ぼうしている塔子には嬉うれしい里帰りになることだろう。もちろん今回は帰京してもらわなければならないが、いずれは彼女をこの地に戻してやらなければと思っている。

　そのことをはっきりと伝えて安心させたいと考えているのに、いざ塔子を目の前にすると喉のどがふさがったようになって言葉が出てこなくなってしまう。そして馬ば鹿かのひとつ覚えのように、一年という期限を繰り返すのだ。

　結局伊勢では、なにも切り出せなかった。いくらなんでも熊野では言ってあげなければ可か哀わい想そうだ。きっと言えるだろう。熊野で塔子が、彼女の慕う叔父に寄り添っている姿を見れば、嫌でも言わざるをえなくなるはずだ。

　自じ嘲ちようだか自じ虐ぎやくだか分からぬ思いに明槻がひたっていると、少し先の手すり付近ではしゃいだ声があがった。

「しかしやはり遷せん宮ぐう直後だけあって、伊勢のお社やしろは美しかったのう」

「私が斎さい王おうとしてお仕つかえした年に、遷せん御ぎよをはじめとした儀ぎ式しきがありましたからね。まだ造りたてですよ」

　きゃあきゃあはしゃぐ塔子と縋子に、明槻ははあっとため息をついた。なんだか深刻に悩んでいる自分が馬鹿のように思えてくる。

　額を押さえてうつむいていると、足許にとつぜん影が差した。顔をあげると、すぐ前に乳ち兄きよう弟だいの平たいらの直なお霧ぎりが立っていた。

　先ほどまで帆ほ柱ばしらの付近で船せん頭どうと話をしていたはずだが、いつの間に近づいてきたのだろう。忍しのぶ摺ずりの直ひた垂たれを着たこの青年は、一応正しよう七しち位いの身分があるれっきとした武ぶ官かんなのだが、事実上東宮専属の護ご衛えいかつ侍じ従じゆうのようなものだった。そういえば官かん服ぷくである褐衣かちえ姿すがたを見た記き憶おくがずいぶんとない。ちなみに明槻が塔子に偽っていた左さ衛え門もんの府ふ少しよう尉じようという官かん位いは、実は直霧のものである。

「どうした？」

「船頭の話では、風が追い風なので、港まであと一刻もあれば着くだろうとのことです」

　直霧は用件を簡かん潔けつに述のべた。愛あい想そうのなさはいつものことであるが、今日は珍めずらしくそのあとにも言葉がつづいた。

「実は私わたくし事ごとで、お願いがございます」

「願い？」

　珍しいこともあるものだと、明槻はついつい空を見あげた。

「明槻様？」

「いや、雨でも降るのかと思って。それでなんだ？」

　一瞬なんとも複ふく雑ざつな表情をしたあと、直霧はあらためて用向きを切り出した。

　縁えん者じやの墓はか参まいりに行き、そのあと法ほう要ようを営いとなみたいので、熊野に着いたら少々時間をもらえないかという内容だった。

　なんでも父親の後ご妻さい、すなわち直霧の義ぎ母ぼにあたる女性が熊野の名めい士しの娘で、その父親が昨年亡なくなったのだという。しかし彼女は諸もろ々もろの事情が重なり、いまだ父親の墓参りを果たせずにいる。今回義理の息子むすこである直霧の熊野行きを聞き、せめて自分の代わりに参ってくれまいかと頼まれたのだという。

「そういえばお前の父親は、いま肥ひ後ごの守かみ（現在の熊本県）として赴ふ任にんしていたな」

　明槻の確認に直霧はうなずいた。

　確かにあんな場所から熊野まで、やすやすと来ることはできないだろう。

　もとより縋子の物もの見み遊ゆ山さんに付き合っての旅なのだから、明槻にも特に予定があるわけではない。直霧に一日や二日暇ひまを与えてもなんの不都合もなかった。

「ああ、かまわない。時間は気にしないで行っておいで」

「恐れ入ります」

　快こころよく許した明槻に、直霧は淡たん々たんと礼を述べる。

　それにしても直霧の父親が再婚していたなんて、はじめて聞いた。

　明槻の乳う母ばであった前妻はずいぶん前に亡くなっていたから、再婚していないほうが不思議なのだが、それにしても父親が結婚したなどと直霧は一言も語らなかった。

　基本彼は必要以上、いや必要なことでも喋しやべらない恐ろしく無口な青年だ。

　そのくせ、なぜあんなことを縋子に告つげたのか理由が分からない。

　───直霧が断だん言げんしておった。明槻親王は、間違いなく塔子女によ王おうに惚ほれておるとな。

　ひと月前の縋子の言葉を思い出し、つい恨うらみがましい目つきになる明槻に、さすがに直霧の鉄てつ面めん皮ぴも少しばかり崩くずれる。

「なにか？」

「お前、どうしてあんなことを猶は母は様に言ったんだ？」

　なんのことを言われているのか、本気で分からないような表か情おをする直霧に、明槻は真剣にむっとした。あんな重大かつ無責任（？）なことを、よりによって縋子に告げておいてそのしらばっくれぶりはないだろう。いや、しらばっくれているわけではなく、本気で思いつかないだけかもしれないが。

「私が女によ王おうのことをどう思っているのかと、猶母様に言ったのだろう」

「ちがうんですか？」

「………」

「でしたら思いこみで物を言いまして、失礼しました。いまから斎院宮様に直接訂てい正せいしてまいります」

　潔いさぎよく言い切ると、容よう赦しやなく直霧は踵きびすを返した。

　いまから訂正───それは縋子を前に「東宮は塔子女王を好きなわけではない」と言うつもりなのだろうか？　しかも塔子がいる目の前で。

「ま、待て！」

　明槻が立ちあがりかけたとき、がたんと大きな音をたてて船が揺れた。

　危うく転びそうになったが、明槻も直霧も辛かろうじて踏ふん張ばった。見ると塔子と縋子も手すりにしがみついて目を円くしている。それでも屋形の中で悲ひ鳴めいをあげている女官達とは肝きもの太さがちがっているようだ。

「な、なんだ？」

　明槻がつぶやいたとき、帆柱に上っていた見張りが大きな声をあげた。

「海かい賊ぞくだあ!!」

　とたん船内は騒そう然ぜんとなった。つづけざまに風を切る音がして、船体に数本の矢が刺ささった。先ほどの衝しよう撃げきも同じ攻撃を受けてのものだったらしい。

「女王！　猶母様！　危ないから屋形に入ってください！」

　いまだ手すりにしがみついて離れない塔子と縋子に、明槻はなかば怒ったような声を出す。すくんでしまって足が動かないのか、あるいは好こう奇き心しんにわくわくしているのか、おそらく後者だと思うから腹立たしい。

　あんのじょう二人の元もと巫み女こ達は、自分の足でしっかりと戻ってきた。

「なんじゃ、つまらん。滅めつ多たに見られるものではないというのに」

「猶母様っ！」

「あなたもですよ。東宮様」

　ふざけたことをのたまう縋子に明槻は声を大きくしたが、逆に自分のほうが直霧に叱しかられた。日ごろは明槻様と名前で呼ぶ直霧が、東宮と呼ぶときはわりと本気で怒っているときだ。確かに東宮たる自分の身に、流れ矢でもあたってなにかあれば直霧の立場がない。こちらも数名の兵は同乗しているが、たとえ千人対十人でもあたるのが流れ矢だ。

「分かった」

　明槻は素直に反省し、直霧がいまだ海賊船を眺めている塔子を急せかす。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ、お早く」

「あの船、おかしいわ」

　眉まゆ根ねをよせながら、塔子はつぶやいた。

「おかしいって？」

「ああ、とにかくいいからお二人とも、早く屋形に入ってください！」

　追つい及きゆうしようとした明槻と塔子を、直霧がいらついた様子で追い立てた。

　しぶしぶ明槻は入り口の際で腰をかがめつつ、ふと振り返って東南方向からやってくる海賊船を見つめた。

　───風が追い風ですから。

　ふいに先ほどの直霧の言葉を思い出す。確かにおかしい。

「ね、気がついた？」

「わ！」

　とつぜん顔を突きつけられ、明槻は悲鳴をあげた。先に中に入ったはずの塔子が、両手を床についた姿勢で下から明槻の顔をのぞきこんでいた。

「び、びっくりした」

　明槻は胸を押さえた。まだ心臓がどきどきしている。

　そんな反応に気がついているのかいないのか、もっと外をのぞこうとして塔子はぐいっと身体を押しつけてくる。入り口をふさいだ形で明槻がいるので、そうでもしないと外を見ることができないのだ。
















　彼女の肩が胸に触れた瞬間、潮の匂においに交じって甘あま酸ずっぱい香りが鼻をつく。

　金きん木もく犀せいを思わせる香りは、かつて自分が塔子にあげた香こうだった。

（まだ、つけていたんだ………）

　てっきり腹を立てて、自分があげた香など捨ててしまっていると思っていたのだが。

　こんな状況ながら少し感動したが、同時に京からここに至るまで気がつかなかった事実にがっくりもする。

　つまりそれだけ避けられていたというわけだ。まあ自分も避けていたのだから、とうぜんといえばとうぜんなのだが。

「どうしたの？」

　悶もん々もんと一人で考えこんでいる明槻に、塔子はきょとんとして尋ねる。

　そこでさっと口許を押さえ「いかがなさいましたか？」とぎこちない口調で言い直された。

　寂さびしくないといえば噓うそになるし、先日はそれで落ちこんだ。しかし、いまならしかたがないと納得もできる。東宮という身分が判明したうえで、これまでのような口を利くほど塔子は不ぶ躾しつけな人間ではない。

「ええ、やはりおかしいですよね」

「東宮様！　さっさと屋形に入ってください！　斎王尚侍もひょいひょい顔を出さない！」

　塔子が返事をする前に、直霧が容よう赦しやなく叱しつ責せきした。しかたなく二人はそそくさと屋形内に入る。具ぐ合あいの悪いうえに恐怖が重なって、女官達は泣いているのか怒っているのか分からぬ嘆なげき声をあげていた。

　その奥で一人、縋子だけがはっきりと立りつ腹ぷくしていた。

「いったいどういうことじゃ？　この船が妾わらわ達のものだと知ったうえでの狼ろう藉ぜきか？」

「それはすごく重要な点ですね」

　未み練れんがましく外をのぞきながら、明槻は答えた。

　弓ゆみをつがえ臨りん戦せん態たい勢せいの武ぶ官かん達を前に、直霧が見張りにむかって声をあげる。

「相手の規き模ぼはどうだ？」

「十人といったところです。船の大きさはこちらの半分ほどです」

　船首から船頭が声をあげる。

「むこうはむかい風だ。このまま北に舵かじを取って逃げ切りましょう」

　船頭の意見に直霧がなにか言いかけたが、それより先に明槻が屋形から上半身を突き出した。つづいて塔子も顔を出す。

「そのほうがいい」

「そうよ、あいつらむかい風で追っかけてきているもの。多分、これ以上距離を詰められないわよ」

　串くし団だん子ごのように揃そろって顔を出した二人を、直霧は遠えん慮りよなく怒ど鳴なりつける。

「東宮様、斎王尚侍、引っこんでいてくださいと言ったでしょう！」

「待て、直霧。少しは人の話を聞け」

　さすがに明槻が抗議しかけたとき、ものすごい衝しよう撃げき音おんが海上に響いた。

　距離的にぶつけられることはないだろうから、投とう石せきかあるいは座ざ礁しようでもしたのかと思った。しかし肝かん心じんの船はどうもしていない。訝いぶかしげな表情のまま直霧が音のした方向に目をむける。

「新あら手ての船です！」

　帆柱から見張りが叫んだ。

「味方か？」

　直霧の問いは、海賊の仲間かという意味である。

　だとしたら兵力では対抗できないから、どのみち全力で逃げるしか術すべはない。

「いえ、違うようです。海賊船に体当たりしましたから」

「………」

　見張りの答えに、明槻も塔子も、そして直霧も同時に押し黙った。

　ようやく直霧が重々しく口を開く。

「………事故ではなくて？」

「風向きや方向からして、あきらかに故こ意いですね」

　断言に、明槻と塔子はそろそろと屋形を出る。

　今度は直霧もなにも言わなかった。

　三人並んで海上を見ると、目に見える距離で二艘そうの船がぶつかったり逃げたりを繰り返している。船体の大きさはほぼ同じくらいだろう。もちろん人の姿など見えないが、それでもあれほどの衝撃が伝わってきたのだから、どれだけ遠慮なくぶつかっていったのだろうか。ぶつけられたほうの船は、もはやこちらを攻撃する余裕などなくなっている。

　やや遠目にその光景を眺めながら、訳が分からない顔で直霧が問う。

「どうします、いまのうちに逃げますか？」

「しかし、それではあまりにも義ぎ理りを欠かくような気もするが………」

　躊躇ためらいがちに明槻は答えた。必ずしも二艘目の船が、自分達を守るために戦ってくれていると決まったわけではないのだが。

　どうしようかと乳兄弟二人で考えこんでいると、とつぜん塔子が声をあげた。

「あれ、ひょっとして熊野水軍？」

　塔子はぐいっと身を乗り出し、海上を指さす。

「いま、がっつんがっつんぶつけているほうの船よ！　多分そう」

　子供の喧けん嘩かのようなその表現はいかがと思うが、水軍という言葉に少し安心した。ならば少なくとも、行ぎよう啓けいの船に海賊行為は働かないだろう。過去には海賊もどきの行為もちょいちょいあったが、近年の水軍は朝ちよう廷ていとの結びつきを強めている。

「そうか、先に警けい護ごを頼んでおくべきだったな」

　今ごろになって明槻は後こう悔かいした。

「いえ、普通に頼んでいるはずです。公おおやけにしていないとはいえ、宮様方がいらっしゃるのですから。その結果として、いま来たところなのかもしれません。いずれにしろそのようなことは、東宮の身分にある方が気にかけることではないと思います」

　ものすごくあたりまえの直霧の指摘に、ぶっと誰かが噴ふき出した。見ると塔子が手すりに額を押しつけるようにして、くすくすと声をあげて笑っていた。

　ぽかんとする明槻の前で、塔子はひょいと顔をあげる。せつな、結びつけられたように視線が重なる。塔子の黒目がちの瞳ひとみは、笑いすぎたためか涙がにじんでいた。

　久しぶりに真正面から、塔子の顔を見た気がする。

　ぱっちりとしたつぶらな瞳。桜おう桃とうのような瑞みず々みずしい唇。絹きぬのように滑なめらかな肌。

　潑はつ剌らつとして、素直で明るい美しさだと思った。

　だがすぐに明槻の脳のう裏りに、現実が戻ってきた。

　海賊船との争いを目の前になにを見み惚とれているのだ。水軍は仕事とはいえ、自分達を守って戦ってくれているというのに。

「女によ王おう」

　小さく息を吐はくような呼びかけに、塔子はびくりと肩を揺らす。

「は、はい」

「屋形に入ってください。いまから全速で港にむかいます」

　よそよそしい物言いに、塔子は一瞬傷ついたような表情を見せた。しかしすぐに頰ほおを膨ふくらませた不ふ服ふくげな面持ちに変わり、無言で屋形に入っていった。

　さすがに胸が痛んだが、いまは安全に港に着くほうが先だ。そう己おのれに言い聞かせて横にいる直霧を見ると、どういうわけか思いっきり白い目で見られている気がする。

「………どうした？」

「いえ、賢けん明めいなご判断です」

　と言いつつも、ため息をつかんばかりの顔をしている。

　明槻はむっとして言い返した。

「水軍にはあとで礼の使者を遣わすぞ」

「そんなことは分かっています。ですがそういうことを含めまして、細々したことは私に任せていただいて大丈夫ですから」

　素そっ気けなく言ってのけると、直霧はさっさと船首にむかっていった。船頭に話をしにいくようだ。

　正直明槻はかなり気分を害していたが、その理由は直霧の態度よりも、塔子を傷つけたかもしれないことのほうが大きかった。

　なにげなく目をむけると、屋形の入り口から塔子の椿重の衵が艶つやのある黒髪とともにのぞいていた。絶対に気のせいだが、その様子がなんとなくしょげた黒猫のしっぽを思わせる。

　軽い自じ己こ嫌けん悪おとままならないいらだちが心中にこみあげる。

　かといってそれを晴らす術など持たないから、広げたままにしていた胡坐にまるで八つ当たりのように乱らん暴ぼうに腰を下ろした。頰ほお杖づえをついて進行方向を眺めると、濃い紫青の海原と、その先に深い緑の山が広がっていた。
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「なにをそんなところでしょげておるのじゃ」

　入り口をふさぐようにして座りこんだ塔とう子こに、奥の物もの見み窓まどにもたれていた縋すが子こが声をかけた。はっとして顔をあげると、冬の日差しが、縋子の宋そう渡わたりの磁じ器きのように美しい肌を照らし出していた。

「し、しょげてなど………」

　言いかけて、思い出したように居い住ずまいを正す。

「あ、海かい賊ぞくの件はもう大丈夫です。水軍が来てくれましたので、こちらはこのまま港にむかうそうです」

　塔子の言葉に、不安におびえていた女によう官かん達の間に安あん堵どの空気が広がった。

「よろしゅうございました。海賊と聞いたときは生きた心地ここちもしませんでしたわ」

「このままはかなく、海の藻も屑くずと消えてしまうのかと………」

「そうじゃな。人買いに渡すには、妾わらわも含め、塔子以外はみな薹とうが立ちすぎておるのう」

「縋子様！」

「斎さい院いんの宮みや様！」

「東ひがし三さん条じよう院いん様！」

　女官達がそれぞれ癇かん癪しやくめいた声をあげる。今回縋子に同行したお気に入りの女官は、彼女が賀か茂もの斎さい院いんに立ったころより仕つかえている、言うなれば年配の者達ばかりだった。

　すごい。三人が一度に同じ人を、それぞれ別々の名前で呼んだ───などと妙みようなところで感心する塔子を、縋子が手招きで呼びよせた。

　膝ひざを進めて近づくと、縋子は声をひそめる。

「先ほど、東とう宮ぐうとなにを話しておったのじゃ？」

　単純な問いに、塔子は一瞬言葉を詰まらせる。

「危ないから屋や形かたに入っているようにと言われました」

　ずいぶん素そっ気けない答えだが、本当にそれだけだから他に言いようがない。

　あらためて言葉にすると、なおのこと腹が立ってきた。

（もう少し、なにか言うことがあったっていいじゃない）

　都を出る前の晩、彼が暁あかつきではなく明あか槻つき親しん王のうならば、なにを訊きくこともないと腹をくくった。だというのに、こうやって御み簾すもなしに彼の顔を正面から見ると、力ずくで振りはらったはずのもやもやした思いがふたたび立ちこめてくる。

　いまの塔子であれば、正しよう七しち位いの身分を名乗った暁が、曲がりなりにも女によ王おうの身分にある自分にあれほど気軽に気さくにふるまっていたことを訝いぶかしく思っただろう。あのときの塔子は宮きゆう中ちゆうというものがよく分かっていなかったから、彼の気さくさを嬉うれしいこととしか受け止めていなかったのだ。

　だけどいまなら分かる。

　明槻は自分の確かつ固こたる身分への安心が根こん底ていにあったから、あんなふうに大だい胆たんにふるまえたのだ。

　だけどこっちは、そうはいかないのに──。

　そんな理由で塔子はかなりふてくされていたのだ。

（どうして、なにも言ってくれないの）

　先ほど目があったとき、なにか言ってくれるのかと期待していた。

　そんな感じがした。明槻がなにか言いたそうな目で自分を見ていた気がしたし、なによりその前の直なお霧ぎりとのやり取りが、あまりにも〝暁〟らしかったから。

　本当に直霧の言うとおりだ。警けい備びの手配だとか、東宮が考えることではない。

　だけど暁はちがう。二カ月前熊くま野のに一緒に行ったときも、驚くほどの手て際ぎわのよさと細やかな心配りで、なにもかも手配してくれた。

　先刻の海賊船だってそうだ。都育ちの公く卿ぎようであれば真っ先に屋形に入って震ふるえているだろうに、どうして東宮ともあろう人間があんな冷静に判断を下し、しかも自分より先に他人に〝危ないから中に入れ〟などと言うのか。

（東宮様は、やっぱり暁なんだわ）

　暁だろうが、明槻親王だろうが、彼の中身はなにも変わっていない。

　それなのに変わらなくてはならない関係がもどかしくて、いらいらしてしまう。

　そんな理由でふてくされる塔子だったのだが、彼女の発言を聞いた女官達の解かい釈しやくはちがっていたようだ。

「まあ、東宮様がそのようなことを」

「やはり斎さい王おう尚侍ないしのかみのことを、心から心配しておいでなのね」

「さすが、唯ゆい一いつ入じゆ内だいをお認めになられた姫君だけのことはありますわね」

　頰をよせあって一応声をひそめるが、相手に丸聞こえの距離でそれをやってなんの意味があるというのか。

　しかしそんなことを突っこむ余裕もなく、塔子はばっと顔を赤くした。

「ち、ちがいます！　そんなんじゃ───」

「なにがちがうと言うのじゃ。東宮は間違いなく塔子、そなたのことを一番に心配しておるぞ。その証しよう拠こに先ほど甲かん板ぱんでも、そなたの名を妾わらわより先に呼んだではないか」

　前半の断だん言げんにぽかんとする塔子だったが、女官達は後半のほうの言葉に反応した。

「ひょっとして宮様。さりげなく根に持っておられます？」

「ほっほ………これが世間で言うところの、嫁よめ姑しゆうとめ問題というやつですか」

「しかたがありません。男の子はみなそうして母親の手を離れてゆくものです」

「それにしても、つい最近まで振ふり分わけ髪がみがほんに愛くるしい、女めの童わらわのような御お子こでしたのに、あのように凜り々りしい殿との方がたにおなりとは月日が経つのはほんに早はようございますわ」

　それは少なくとも十五、六年は前の話で、つい最近の話ではないだろう。

　きゃあきゃあと黄色い声をあげる熟じゆく年ねんの女官達に、十六歳の塔子は気け圧おされてしまう。

（それにたしかこの人達、さっきまで船に酔よっていたはずよね）

　塔子は女官達に疑わしげな眼まな差ざしをむける。そもそも縋子もあの状況で、普通そんなことを気にするものだろうか？

　そなたのことを一番に心配している、だなんて───。

（そんなわけないわよ）

　内心で断だん固ことして、塔子は反はん論ろんする。

　豊明節会とよあかりのせちえの三日後。怨おん霊りよう騒そう動どうのほとぼりが冷めるまで、あと一年ほど都に居てもらわなければならないと言った明槻を塔子は問いつめた。

　では、ほとぼりが冷めたら熊野に帰っていいのか、と。

　対して明槻の答えは「いいですよ」だったのだ。

　あのときの自分の気持ちを、塔子はいまでもどう言い表してよいのか分からない。

「と、とにかく、そんなこと絶対にありません！」

　腹立たしさも交まじえて、少々強い口調で塔子は言う。

「東宮様は誰に対しても責任感が強いお方だから、屋形に入るように仰おおせになられただけです。別に私だからとか、そういう問題じゃないですよ」

　取り付く島もない塔子に、三人の女官は目を見あわせあう。

　やがてその中の一人が遠慮がちに訊いた。

「尚侍。ひょっとして東宮様が男だん色しよくだという噂うわさを、まだ鵜う吞のみにしておいでですか？」

　思いもかけない問いに、塔子はきょとんとする。そういえばそんな噂を、正体を知るまでは信じていた。しかしさすがにいまとなっては、ただの噂だと承しよう知ちしている。

「い、いえ、それは………」

「あれは斎院宮様がちょっと悪乗りなさっただけで、東宮様は普通に女によ人にんにも、じゃなくて女人にだけ興味をお持ちですわ」

「あ、もちろん女によ色しよくに耽ふけるというほどではありませんよ」

「え～っ、普通ではないでしょう。私達もずいぶんとお小さいころから存じあげておりますが、女人に文ふみを贈ったという話すら聞いたことがありませんわ」

「いや、それは類るいを見ないほどに手しゆ蹟せきが汚いからじゃ」

　弁べん明めいだかこきおろしだか分からぬ女官達の会話に、とどめを刺したのは縋子だった。

　しかも類を見ないほどとまで強調している。確かに褒ほめられたものではなかったが、そこまでひどくはないと思うのだが。

（せめて個性的だとかさ………）

　心の中でひっそりとかばってみる。

（まあ正直に言えば、読むのにさえ少々苦労する悪あく筆ひつではあったけど………）

　同時に、いつの間にか本音でこきおろしてしまってもいた。

　しかし縋子の言い分は、塔子以上に容よう赦しやがない。

「だからこれはと思う女人がいたら、妾が精せい魂こんこめて代筆をしてやるからいつでも頼みにこいと言うておるのに、いままで一度も来たことがない」

　ものすごく不服げに縋子は言うが、この破は天てん荒こうな叔お母ばに色いろ恋こい沙ざ汰た関係の頼み事をしたくないという明槻の気持ちはなんとなく分かる。とんでもなく過か激げきな和歌を書かれることを恐れているのか、あるいはそんな危険を冒おかしてまで自分のものにしたいと思う相手がいなかったのか。

　やいのやいの言いあう女官達の中で、縋子は扇おうぎを顎あごにあてたままおもむろに言った。

「まあ東宮にしては少々凜り々りしすぎるが、環境を考えればしかたあるまいて」

「………」

　縋子の言わんとするところは、すぐに伝わった。

　明槻親王は、摂せつ関かん家けに外がい祖そ父ふを持たない数十年ぶりの東宮だった。

　母親は先せん々せん帝ていの娘である榠めい子こ内ない親しん王のうだから、血ち筋すじとしては申し分ない。

　しかし主おもたる要職を摂関家の人間が占しめる現在の朝ちよう廷ていではなにかと微び妙みような立場にある。

　半世紀前であればすぐにでも摂関家の娘を妃きさきに迎えさせられ、皇み子こを儲もうけるや否いなや退たい位いさせられていただろう。あるいは即そく位いをする前に、東宮の地位を息子むすこに譲ゆずらされていたかもしれない。それほどに摂関家の権けん勢せいは絶大だった。

　しかし三十年ほど前、現法ほう皇おうである京きよう極ごく院いんが帝位に即ついてから政せい情じようが変わってきた。

　法皇の母親は摂関家の娘だったが、外祖父たる摂せつ政しようが早そう世せいしてしまったのだ。

　摂関家の干かん渉しようを取りはらった法皇は、いかんなくその優すぐれた政治的能力を発はつ揮きし、長い間奪われていた権勢を皇こう家けに取り戻した。

　そして三年前に退位、出家をして院いん政せいを布しいてからは、長ちよう子しである今きん上じようが気弱で政まつりごとに興味がないという事情もあり、さらにその威い光こうを発揮し、現在では『治ち天てんの君きみ』と呼ばれるにまで至っている。

　摂関家と縁ゆかりのない明槻が曲がりなりにも東宮としての地位を保っているのは、この祖父法皇の庇ひ護ごによるところが大きい。

　とはいえ縁えん戚せき以外に明槻の立場を微び妙みようなものにしている、もう一つの要よう因いんもこの祖父法皇にある。明槻が立場にふさわしからぬ行動力と凜り々りしさを備えているわけは、むしろこちらのほうが理由として大きいのかもしれない。

「のう、塔子」

　縋子の呼びかけに、塔子は物思いから立ち返る。

「は、はい？」

「妾が熊野行きを望んだ理由はなぜじゃと思う？」

　思いがけない問いに、塔子は目を円まるくする。

　率そつ直ちよくに「物もの見み遊ゆ山さん」と答えてよいものだろうか？　少なくとも熊野権ごん現げんの守しゆ護ごを得るためでないことは確かである。

　なぜなら本来の熊野詣もうでとは、出発前に精しよう進じん潔けつ斎さい等々を行い、吉きち日じつを選んで出発、険けわしい紀き路ろを何日もかけて自みずからの足で進んでいくものなのだ。その苦く難なんが大きければ大きいほど、権現の霊れい験げんはあらたかなのだという。となれば輿こしや船を使っている段階で、あきらかに目的はちがう。しかもその前に伊い勢せによっていくなどと言いだしたのだから、正直目的は物見遊山以外には考えられなかった。

「えっと、御熊野のご加か護ごを祈いのるために………」

「まあ、それはついでにするつもりだが」

　うんうんとうなずきながら、不ふ謹きん慎しん極まりないことを縋子は言った。

　ついでですか？　思わず塔子は内心で突っこむ。

　これで元斎さい院いんというのだから、いくらトぼく占せんで選ばれるとはいえ、当時の未み婚こんの内親王不足の深しん刻こくな状況がうかがえる。

　もっともそれはいまも同じで、それぞれの身内の都合で塔子と縋子が退任してから、伊勢斎王と賀か茂もの斎さい院いんは不在の状態がつづいている。この二人以外の独身の皇こう女じよが、数年前に産まれた今上の内親王一人という現状を考えれば、とうぶん状況は変わらないだろう。

　まあ縋子であれば来年の即位にあたっても、斎院、斎王不在など気にもしないと思うが。しかし信心深い今上を、悩ませる一いち因いんになってはいたようだ。

「あ、もしかして主上おかみのために、なにかお参りされるのですか」

「そんなことは言われるまでもなくとうぜんのことじゃ。妾は常に兄上の清せい福ふくを願っておる。もちろん伊勢でも願ってきた」

　胸を張って堂々と言い放った縋子に、塔子は袖そでのうちでそっと苦く笑しようする。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じん、破は天てん荒こうを絵に描いたようなこの縋子が、唯ゆい一いつ頭があがらない相手が同どう母ぼ兄けいである今上・宣せん陽よう帝ていなのだ。人は自分にないものを求めるとはいうが、宣陽帝の人となりを言い表すなら〝強くはないが、繊せん細さいで優しい人〟である。

　しかしこの調子では賀か茂も神社で奉ほう仕ししていたときも、国の安あん寧ねいではなく兄のことばかり祈き願がんしていたのではないかと疑ってしまうのだが。

「じゃあ、他になにか？」

「実はな、塔子」

　いつの間にか開いた扇おうぎで口許を隠しつつ、縋子が顔をよせたときだった。

「皆様、いまから港に接せつ岸がんします」

　簾すだれのむこうで直霧の声がした。

「そうか、御み簾すをあげよ」

　自分から振っておいて、すっかり忘れたような態度で縋子は命めいじる。

　あわてて塔子は子犬のような勢いでいざりより、御簾をくるんとはねあげた。宮中で生まれ育ち、かつ半船酔い状態の他の女官にはけしてできない機き敏びんさだった。

　冬のくすんだ陽の光がざっと屋形内に射しこんできて、歪いびつな床板に複雑な文もん様ようを映し出した。

　まぶしさに目をすがめつつ、塔子は腰をかがめながら外に出る。

　すると目の前に、すっと手が差し出された。顔をあげると、そこに明槻が立っていた。

　驚く塔子に、彼はえらく仏ぶつ頂ちよう面づらで答える。

「揺れますから」

　言葉ではなく、その表情をどう解かい釈しやくしてよいのか分からなかった。

　塔子はそっと目を伏せ、明槻の手を取る。

「お、恐れ入ります」

　ありがとう、などという気やすい言葉はもちろん口にはできない。

　のろのろと立ちあがった矢先、とつぜん明槻の指に力がこめられた。思わず顔をあげると、明槻がなにか言いたそうな面おも持もちで塔子を見おろしている。

（またこの表か情おだ……）

　瞬まばたきも忘れたように、二人はしばし見つめあう。

　なんだろう、なにか言いたいのだろか？　それともなにか言うべきなのか？

　明槻に対するものなのか、自分に対するものなのか分からぬ問いが、頭の中でぐるぐる回る。やがて明槻の唇がかすかに動いた。

「あの………」

　そのとき、がたんっと音をたてて船が大きく揺れた。

　均きん衡こうを崩して袴はかまの裾すそを踏みつけた塔子は、ものすごい勢いで明槻に倒れかかった。裾の短い切きり袴ばかまで、ある意味器用ともいえる失しつ態たいである。

　ほとんど全力でぶつかったといってもよかったが、さすがにそこは体格差でがっちりと受け止められる。頰ほおに触れたすべらかな中赤の衣きぬから、塔子は急いで顔をあげる。

「ご、ごめんなさい。痛かったでしょう？」

　焦あせりから以前の口調に戻っていることに、塔子は気がつかなかった。

　明槻は少し驚いた表情をしたあと、ゆっくりと目を細めた。

「いえ、女によ王おうこそ」

「わ、私はぶつかったほうだから」

「けど、ここが赤くなっていますよ」

　そう言って明槻は、人差し指を伸ばして塔子の額についっと触ふれた。

　それは本当に羽う毛もうが触れるような接触で、あるいは明槻のほうには触れた実感などなかったのかもしれない。それなのに驚くほど触れられた先が熱くなった。赤くなっているのは多分そのせいだと思ったが、そんなこと口にすることはできない。

「だ、大丈夫………」

「いや、本当に赤いですよ」

「そ、そんなこと………」

　明槻の心配そうにしつつも何だか楽しげな様子に、塔子がしどろもどろに言いかけたときだった。

「お取りこみ中、すみません」

「わ!!」

　二人揃そろって声をあげると、直霧が相あい変かわらずの無表情で膝ひざをついている。

　これまでよく分からない人だと思っていたが、いまはじめて怖いと思った。

「ど、どうしたんだ、直霧」

　あたふたしながら明槻が問う。

「港には出迎えの者達が待っております。斎王尚侍はできましたら、被衣かずきをきちんとなされたほうがよろしいかと」

　とは言いつつも、直霧の口調は相当おざなりだった。

　思えば前回の熊野行きのときも、男だん児じ用の水すい干かん姿で複数の武ぶ官かん達を同行させた塔子だ。直霧からすれば今さら感は否めないだろう。

　やり取りが聞こえたのか、屋形内にいた女官が壺つぼ折おり用の細帯を差し出した。

「ありがとうございます」

　塔子は礼を述のべて、帯を受け取った。衣ころもの裾すそをすぼめてたくしあげ、衵あこめの上から帯でからげる。襟えり足あしにあまった衵を頭にかぶろうとしたときだった。

「すみませ～ん！　隣の船をよけようとしたら隠れ岩にかすっちまいました」

　あまり申し訳なくもなさそうに、いまごろ船頭が叫んだ。

　船が破は損そんした気配はなかったし、怪け我が人にんが出るようなものでもなかったから、この程度の衝しよう撃げきは日にち常じよう茶さ飯はん事じなのかもしれない。

　いつの間にか船は接岸しており、前方の船着き場で舟ふな子こ達がとも綱づなを結んでいる最中だった。隣には同じくらいの大きさの船が一いつ艘そう泊とまっている。二艘の間の距離は子供の身み丈たけ程度しかなく、この幅はばで泊めることはさぞ大変だっただろう。あるいはそれで神しん経けいを使って隠れ岩まで気がつかなかったのかもしれない。

「あ！」

　塔子は声をあげて、顔をさらしたまま手すりに近づく。

「これ、さっきの水軍の船だわ」

　御ご座ざ船ぶねが港にむけて舵かじを切ったとき、水軍船は海賊達と戦っていたはずなのに、どうしてこんなに早く帰き港こうできたのだろう。

「はあ？」

　明槻は訝しげな声をあげ、塔子の隣にやってきた。

「間違いありませんか？」

「うん………い、いえ、はい」

　拙つたない返事にたちまち微妙な表か情おをされ、またまた塔子は居たたまれなくなる。

　きっと呆あきれているにちがいない。東宮に対してきちんとした言葉も使えないなんて。

　だけどあれだけざっくばらんに話したあとでは、そう簡単に癖くせは抜けてくれない。

（と、東宮様だって最初から分かっていれば、もっと気を遣って話していたわよ）

　確かに田舎いなか育ちで姫君らしい教育はあまり受けていないけれど、言葉遣いに対する躾しつけはきちんとしてもらっていた。

　これまでさんざん〝奇き矯きような姫〟として悪あく評ひようを立てられても平気だったくせに、いまさら自分の粗そ相そうが熊野の恥はじになっているような気がしてきた。

　これではいけない。熊野の名めい誉よ（？）のために、ちょっと言い訳をしておかないと。

　見けん当とう違いの方向に、塔子が義ぎ務む感かんを固めたときだった。

「おお、無事に着いたか。遅いからまた海賊にやられたのか、ひょっとして勇魚いさな（鯨くじら）にでもぶつかったのかと心配していたぞ」

　船体を震わせるような大きな声に塔子は仰ぎよう天てんした。まだ若々しい声は、船首にいる船頭にむかって言っているもののようだった。

　だとしても東宮と斎院宮が同乗している船に、いきなりそれはないだろう。熊野の名誉のためにという塔子の意気込みに、完全に水をさすふるまいである。

　しかも東宮はすでに甲板に出て、いまここに立っているというのに。もちろんやんごとない身分の方のふるまいとして、そのほうこそ非常識だという事実に塔子は気がつかなかったわけだが。

（だ、誰よ、いったい）

　見ると水軍船の甲板に、びっくりするくらい大きな男が立っていた。

　黒の裳も付つけに白の括くくり袴ばかま。脛巾はばきに高たか下げ駄た。頭と顔に袈け裟さを巻いていない以外は完全に僧そう兵へいの出いで立たちである。一度剃てい髪はつした髪を伸ばし放題にしているのか、ヤマアラシのようにとんがって伸びた髪は髷まげを結えるような長さではとうていなかった。

　破は戒かい僧そうのような青年を、塔子は確認するようにじっと見つめた。

「範のり康やすさん？」

　塔子の呼びかけに、男はくるりとこちらをむいた。熊のような大男は、手足も太く長かったが、面差しにはどことなく愛あい嬌きようがあった。声から想像はつくが、年齢はまだ二十代なかばといったところだろう。

　青年は塔子の姿を見ると、甲板の床をドスドスと鳴らしながら駆けよってきた。

　彼は手すりから身を乗り出し、隣の船にいる塔子の顔をまじまじと見つめる。

「お前、塔子か？」

　塔子の名を呼び捨てにした青年に、明槻はむっとした顔をした。しかし塔子は気にするどころか気づきもせず、こちらも手すりから身を乗り出す。

「そうよ、橘たちばな家の塔子よ。やっぱり範康さん？」

「おうよ。こりゃあ、驚いた。あの小さかった塔子か？　物ものの怪けでもついているのかというほど別べつ嬪ぴんになったな。いや、色いろ気けは相変わらずないけどよ」

　どうして前半分の言葉だけでやめておかないのか、いや前半の言葉も地味に失礼な単語が含まれてはいるが。などと軽く殺さつ意いを抱いだきつつ、それでもやはり懐なつかしい思いのほうが勝まさってしまう。

「そっちこそ、なんかまた大きくなったんじゃない？　ますます熊みたいよ」

「そうか、身丈は変わらないと思うけどなあ」

　なにがおかしいのか、がはがは笑いながら範康は言う。

　懐かしさから塔子も、ついはしゃいだ声で応じていたのだが───。

「誰ですか？」

　不ふ機き嫌げんな声に、塔子はぎくりとして顔をむける。

　明槻が、これまで見たこともないほど冷ややかな眼差しで範康を見ていた。

「誰ですか、あの失礼な男は」

「………」

　低い声で発された明槻の問いは、幸か不幸か範康には聞こえなかったようだ。

　確かに失礼と言われればかばいようがない。だが範康だって、まさか東宮がこんなところに一いつ介かいの武官のように立っているとは夢にも思っていないだろう。男女のちがいはもちろんあるが、あの縋子だって呼び出されるまでおとなしく屋形内で待たい機きしているのに。

「あ、あの、熊野別べつ当とうのご子し息そくで………」

「親おや父じは昨年亡くなったぞ。お前は伊勢に居たから知らなかったんだろう」

「え？」

　短く驚きの声をあげる塔子の前で、範康はとつぜん船首にむかって足を進めた。

　そして船着き場との間にかけてある梯はし子ごを無視して、船から直接港に一ひと跨またぎで乗り移った。高下駄を履はいたままとは器用なものである。それ以前に普通の体格の人間では、とてもあの距離を一跨ぎにはできないだろうが。

　ちなみに塔子達が乗っている船にも、いつの間にか梯子が用意されている。

「それじゃあ………」

　塔子のつぶやきが聞こえたのかどうかは分からないが、船着き場に下り立った範康はくるりと振り返った。彼の背中のむこうには牛ぎつ車しやが二台停とまっている。他にも数名の従じゆう者しやらしき者が見えたが、もちろん範康のような破天荒な服装はしていない。普通に地味めの直ひた垂たれや水干を着ている。

　範康は大きなこぶしでどんっと自みずからの胸を叩たたいた。
















「だから、俺おれがいまの熊野別当だ」

　恐れるものなどなにもないといった調子だったが、その態度が逆に疑わしい。あるいはもう少し落ち着いた服装をしているのなら納得もできたが、僧兵か山やま伏ぶしのような格かつ好こうは『熊野悪あく太た郎ろう』の異い名みようで鳴らしていた悪ガキ時代となにも変わっていない。

「ち、ちょっと、悪い冗じよう談だんはやめてよ！」

「冗談じゃねえよ。宮様方だって本来ならここでお出迎えする予定だったんだが、漁りよう師し達から海賊船を見たっていう報しらせが入ったんで、急いで水軍船を出したんだよ」

　得意げに範康は言うが、そもそも跡あと取とり息子むすこの時代ならともかく、別当が自ら水軍船に乗って海賊退たい治じにあたるなんて身軽すぎやしないか。

（でもそれをいうなら、もっとすごい人が………）

　ふと思って、塔子は隣に立つ明槻を見あげた。

　むしろ大だい胆たんさではこちらが上だろう。東宮の身分にありながら、ろくな供もつけずに内だい裏りを飛び出し、塔子が知っているだけでも河か陽やに熊野と飛び回っていたのだから。そのうえ熊野では狼ろう藉ぜき者もの二人を相手に大立ち回りを演じ、しかも勝った。

　うまいことみなに隠しているから言われないだけで、この人のほうが私よりずっと〝奇矯〟なのではあるまいか。

（正直、いま着ている狩かり衣ぎぬだって、かなりやつしているわよね）

　きっと素材はよい物なのだろうが、そんなことは見る目がある人にしか分からない。

　そして範康には、間違いなく衣を見る目などない。

　範康の目に明槻は、少し地位の高い武官程度にしか映っていないだろう。

「なるほど、そのような理由であったのか。そなたらの働きには心より礼を言うぞ」

　やけに威い厳げんを持って告げた明槻に、範康は狐きつねにつままれたような表か情おをする。

「おい、塔子。そのえらそうな兄さんは誰だ？」

　あまりの非礼ぶりに、塔子は戦せん慄りつしかけた。もしかして直霧が斬きりかかるんじゃないかと思ったほどだ。

　なによりこの物言いを聞いて、なぜ範康が〝えらそうな兄さん〟を東宮だと想像もしないのか？　むしろそちらのほうが理解に苦しむ。

　なんとも微妙な顔つきの明槻に、塔子は深々と頭を下げる。

「す、すみません、ご無ぶ礼れいを。この人、昔から礼れい儀ぎ知らずなんです。でも、根は悪い人じゃないんですよ。確かに悪さが過ぎて周りに迷惑ばっかりかけてはいたし、でも全然反省してなくて、同じ悪さを二は十た歳ち近くになっても何度も繰り返して、堪かん忍にん袋ぶくろが切れた先代の別当様が───」

　焦りから、弁べん明めいにもならぬ弁明ばかりを塔子は口走る。

　しかし明槻の口から出た非ひ難なんは、思いもよらぬものだった。

「どうして、あなたが彼をそんなにかばうんですか」

「へ？」

　予想外のところを追及され、塔子はひょいと顔をあげる。

　ぎくりとした。明槻がものすごく不機嫌な面持ちで、塔子を見ていたからだ。

（え？　わ、私に怒っているの？）

　なんで？　とばかりに少し後ろにいる直霧を見る。

　彼は人差し指と中指で眉み間けんを押さえ、頭ず痛つうを堪こらえるような顔をしていた。

（え、な、なに？　範康さんじゃなくて、私がなにかしたの？）

　激しく混乱する塔子の脇をすり抜け、明槻は一人で梯子を渡って港に下りた。

　一瞬あ然としていた塔子だったが、袴の裾を持ちあげて明槻のあとを追う。

　宮きゆう中ちゆうで生活する人間が、手助けもなしにこんな粗そ末まつな梯子をすたすた渡るなど考えられない。そういう意味でも塔子はあたりまえだが、明槻も実に東宮らしくない人間だった。

　塔子のあとに直霧がつづき、二人は少し離れた位置で明槻と範康のやり取りを眺める。

　きょとんとする範康を見あげ、にこりともせず明槻は問うた。

「それで海賊どもはどうしたのだ？　まさか全員海に叩たたき落としたのか？」

　物ぶつ騒そうな問いに、範康は鼻はな白じろむ。

「いや、船に乗りこんで合かつ戦せんするほどの相手でもなかったし、沖おきのほうに逃げちまったから深追いはしなかったよ。悪いが俺はまだ補ふ陀だ洛らくなんぞには行きたくねえからな」

　捕つかまえなかったことを責せめられているとでも思ったのか、範康はあからさまにむっとした口調で答えた。

　おそらく明槻がこだわっていたのは、そのようなことではなかった。

　彼は海賊達の正体を知りたかったのだ。

　───この船が妾達のものだと知ったうえでの狼藉か？

　屋形内での縋子の問い。対して〝それはすごく重要だ〟と答えた明槻。

　近きん々きんに帝となる宮二人が乗った船が、それと分かったうえで襲おそわれたのだとしたら。

　縋子はともかく、明槻が帝になることを嫌う者は宮中に山のようにいる。

　だから明槻は、船を襲った者達の正体、あるいは背はい後ごに居る者の存在を知りたかったのだろう。

　しかし範康にそんな複雑な事情が分かるはずがない。彼からすれば明槻は、海賊から助けてやったのに、やたら尊そん大だいな〝えらそうな兄さん〟でしかないのだ。

　実際これまでの明槻の印象からすると、範康に対する態度は少し威い圧あつ的てきな気もする。

　もちろん塔子が、正しよう七しち位いの武官と偽いつわっていた暁あかつきのことしか知らないというのもあるのだろうが、なぜか範康に対してはやけに腹を立てているように見える。

「直霧さん」

「はい？」

「どうしちゃったのかしら？　東宮様、範康さんに対して最初からきつくない？」

　塔子の問いに、直霧は死ぬほど苦い薬を飲んだ直後のような表か情おをした。

　彼はぼそりと〝どなたのせいですか〟とつぶやいたが、明槻と範康のやり取りに気を取られていた塔子には聞こえなかった。

　明槻の正体に範康が気づく気配はないし、どうも明槻のほうにも名乗る気配がない。

　というか、なぜ名乗らないのか不明だ。

　意地になっているのか、頭に血がのぼって忘れているのか？　ともかく一いつ触しよく即そく発はつとまではいかないが、わりとそれに近い雰囲気だった。

（ち、ちょっと、これまずいわよね）

　はっきりと塔子はうろたえだした。このままでは非ひ礼れいが過ぎて、取り返しのつかないことになりかねない。そう考えて思いきって一歩前に出る。

「範康さん。この御おん方かたはね───」

「どうぞご容よう赦しやください。瀬せ戸と内うちや若わか狭さの海とちがって、熊野の海は波が荒いのです」

　あたりに立ちこめる険けん吞のんな空気を吹きはらうような、涼すずしげで落ち着いた声が響く。

　塔子が顔をむけると、船着き場の奥に貴たか哉なりの姿が見えた。

　遠巻きに控ひかえていた範康の従者達が、波が引くように自然と作った道を静かに歩みよってくる。淡たん色しよくの狩衣に包つつまれた細身の身体からだはぴんっと張った弦つるのような姿勢を保ち、かもし出す空気は清せい浄じようなのに温かい光を放つ秋の月のようだ。

「………叔お父じ様」

　二カ月ぶりに見る貴哉の姿に、塔子の胸には懐かしさより安あん堵どの思いが満ちる。

　気がつくと足が勝手に動いていて、塔子は貴哉に抱きついていた。

　とうぜん貴哉は驚いただろうが、幼おさないころのようにしがみついてきた姪めいをひとまず抱きとめたまま、ややうろたえつつ心配そうに訊いた。

「どうしたの？　塔子」

　問われても塔子は答えることができなかった。

　都を出てから、ここに来るまで───ちがう。豊明節会が終わってから、ずっとだ。

　暁が東宮・明槻親王だと分かって以来、ずっと胸にあったさまざまな思いが、貴哉の顔を見た途端に堰せきを切ったようにあふれ出したのだ。

　どうしたの？　と問われても、不安、怒り、焦しよう燥そう、消しよう沈ちん、未み練れん───複雑に層を成なす気持ちは、とても言葉では言い表せなかった。

　自分の胸に顔を埋うずめる塔子を、貴哉はそれ以上問い質ただすことはしなかった。

　ただひたすらなだめるよう、黒髪ごと背中をさする行為を繰り返す。静かな優しさが染しみ入るように伝わってきて、危うく塔子は泣きだしてしまいそうになる。

「範康」

　追及するような貴哉の呼びかけに、範康は即座に反論した。

「はあ、俺じゃないよ！　大体塔子が俺になにか言われたぐらいで泣くかよ」

「な、泣いてなんかいないわよ！」

　危うく泣きかけていたところだっただけに、気合を入れ直して顔をあげる。

　だが貴哉の腕の中で顔のむきを変えた塔子の目に、自分達を見つめる明槻の姿が飛びこんできた。

　どきりと心臓が音をたてた。

　気き恥はずかしさとも罪ざい悪あく感かんともつかぬ感情がこみあげる。

　この状況を明槻に見つめられていることが居たたまれない。

　そしてどうしてそんな気持ちになるのか、自分でも分からない。

　貴哉は特別な人。大切で大好きな人だと、いつだって誰はばかることなく言っていた。

　そうだ、明槻の前でだって何度か言った。そしてそれを聞いた明槻は、いつもほんの一瞬だけあきらかな失しつ意いの色を瞳に浮かべた───あれはいったいなんだったのか？

　言葉と行動と表現方法はちがえど、いま似たような状況下であらためて塔子は思う。

　自分の中にある、この奇き妙みような居い心地ごこちの悪さはなんなのだろう？

　そのとき、そっと肩を押された。

　貴哉が自分の胸の中にいた塔子を押し返したのだ。

　もちろんそれは突つき放はなすなどという乱らん暴ぼうなものではなく、顔を確認するために距離を取ったような動きだった。

　しかしあまりの間合いに、貴哉が自分の心を読み取ったのかと思ってしまった。

　そう、明槻に見られていることに戸と惑まどいを覚えている自分の心を察さつして、わざと距離を取ってくれたのかと───。

「………叔父様？」

「本当だ、安心した」

　目を瞬まばたかせる塔子に、貴哉はからかうような笑みを浮かべた。

　ひと段落ついたと思ったのか、腕組みをしたえらそうななりで範康が言う。

「ほら、見ろ。そもそも騒そう動どうを起こしているのは俺じゃなくて、このやたら男前のえらそうな兄さんのほうだよ」

　東宮様を、あろうことか指差して範康は言った。

　それだけでも失礼すぎるのに〝兄さん〟とは。しかも〝えらそう〟とまで言った。男前は一応褒め言葉だが、礼儀正しい表現ではけしてない。

「範康さん!!」

　ついに塔子は癇かん癪しやくを起こした。

「あのねっ、御方とまではいかなくても、せめて〝こちらの方〟くらいには気を遣いなさいよ！　それが初対面の人間に対する最低限の礼儀でしょう！　聞いているほうが生きた心地ここちがしないのよ。だいたい八歳も下の私にそんなこと説せつ教きようされるなんて、常とこ世よで小お父じ様が泣くわよ」

　とりあえず理詰めで罵ば倒とうしたが、その理り屈くつでいえば範康を〝そなた〟扱あつかいした明槻も礼儀知らずになってしまうわけなのだが、塔子は気がついていない。もっとも東宮にそれを求められる人間なんて、今きん上じようか法ほう皇おうくらいだろうが。

　ちなみに小父様というのは、範康の父である先代別当のことだ。

　嚙かみつくような塔子の勢いに、範康はしばし気け圧おされていた。

　やがて彼はこほんとひとつ咳せきをして、明槻を一いち瞥べつしてから塔子に言った。

「ていうかお前がさっきからあたふたしているのって、俺のせいじゃなくて、そっちの兄さんのせいじゃね？」

　塔子は言葉を詰まらせる。

　自分の非礼を棚たなにあげてなにを馬鹿なことを、そう反論したかったができなかった。

　騒動の原因を作っているのは間違いなく範康だ。だがそのうえで塔子が過か剰じように動どう揺ようしている理由は、明槻が関わっているからだと範康は言うのだ。

　───否定することができない。

　南なん天てんの実のように赤くなる塔子に、範康は意外と丸っこい目を瞬かせる。

「え、図ず星ぼし。あ、もしかしてこの兄さん、お前のいい人？」

　範康が考えなしに言ったであろう台詞せりふに、塔子の耳はかっと熱くなった。

　師走しわすの海風は身を切るように冷たいはずなのに、全身の血液が沸ふつ騰とうしたかのようだ。

　どうしたらよいのか分からずにいる塔子を前に、明槻と直霧、そして貴哉は冷ややかとも困こん惑わくともつかぬ表情で視線をかわしあう。

　微び妙みような空気に、さすがの範康もなにか察するところがあったらしい。うろたえながら塔子も含めた四人の顔を見比べ、やはり最後は幼おさな馴な染じみの貴哉に視線を止めた。

　範康の視線を受けた貴哉は大きく息をつき、おもむろに明槻のほうを見る。

　そしてあくまでも礼儀を失しつさない、恭うやうやしい口調で問うた。

「はばかりながらお伺うかがいします。今回もなにか、お立場を公おおやけにできない事情がおありなのですか？」

「いや、すまない。いろいろありすぎて、名乗る時じ宜ぎを逸いつしていただけだ」

　神しん妙みように答えた明槻に、塔子はぎょっと目を剝むく。そういえば前回熊野に来たとき、明槻は貴哉に対して左さ衛え門もんの少しよう尉じようを名乗っていたはずだ。

（え！　じゃあ叔父様は、最初から暁の正体を知っていたの？）

　あ然と自分を見あげる塔子に、貴哉はそっと目配せする。悪いた戯ずらがばれたときのような表情は、どうやらごめんという意思表示のようだ。あまりのことに口をぱくぱくさせるしかできずにいる塔子に、むしろ明槻のほうが申し訳なさそうな顔をしていた。

「範康、もう分かったね。この御方がどなたか」

　貴哉の問いに、範康は驚くとも怒るともつかぬ複雑な面持ちでうなずいた。

「日ひ嗣つぎの皇み子こか………」

　身分が分かってなお、恐きよう縮しゆくしている気配がまったくうかがえないあたりが、やはりすごい度胸である。というより、そこはかとなく怒っている感のほうがただよっている気がするのだが。最初から名乗れという気持ちなのかもしれないが、良識的だった先代別当が見たら失しつ神しんしていただろう。

　それでも一応居住まいを正すと、範康は深々と頭を下げた。

「ようこそお越しくださいました。長旅でさぞお疲れのことでしたでしょう。田舎いなか者ものゆえ貴き人じんの方々の意に添うような気の利きいたもてなしも叶わぬやもしれませぬが、拙せつ宅たくにてどうぞごゆるりとお過ごしくださいませ」
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　範のり康やすの自宅である別べつ当とう屋や敷しきを塔とう子こが訪れるのは丸五年ぶりだったが、様子は当時と変わっていなかった。

　邸宅の構造は都の寝しん殿でん造づくりとほとんど同じだが、僧そう兵へいや水軍などの兵が出入りする関係から、庭は数本の植木と前せん栽ざいがある程度で凝こった造りにはせず、広く面積を取って馬ば場ばとして使用しているのだ。

　縋すが子こ達をはじめとした女性陣は、東ひがしの対たいに案内された。

　御お座まし所どころは屛びよう風ぶや几き帳ちよう等で仕切りが成なされ、二に階かい厨ず子しや鏡きよう台だいなどの一般的な調ちよう度どで飾られている。金色の大おお銀杏いちようの葉を描いた火ひ桶おけには赤々と炭が燃えており、師走しわすという季節でもさほど寒さは感じなかった。もちろん火の勢いだけではなく、京と熊くま野のという気候の差もあるのだろうが。

「ならば、あの庭では射じや礼らいや騎き射しやのようなものを行ったりするのか？」

　池もなにもない庭にかえって興味を惹ひかれたのか、好こう奇き心しんに目を輝かせながら縋子は問う。火桶の熱を逃がさないよう格こう子しはすべて閉ざされており、母おも屋やからはとうぜん庭は見えない。しかし渡わた殿どのを通るさいにしっかりと見てきたようだ。

「行いはしますけど、斎さい院いんの宮みや様が考えていらっしゃるのとはだいぶちがうかと………」

　曖あい昧まいな言い方になったのは、塔子が宮きゆう中ちゆうで行われる射礼のほうを見たことがなかったからだ。宮中では毎年睦む月つきの十七日に、建けん礼れい門もん前で弓きゆう術じゆつの行事が行われるのだという。しかし塔子が内だい裏りに入ったのは、今年の秋しゆう分ぶんのころだった。

「神しん事じではなくて賊ぞくや無ぶ頼らい者ものを取り押さえるための鍛たん錬れんですから、華やかさや雅みやびを求められると多分がっかりなさるかと」

「そんなものは最初から求めておらぬ。そもそもあの別当を見れば分かるわ」

　にべもなく縋子は言ったが、仰おおせのとおりでございますとしか答えようがなかった。

　船着き場での騒動の間、縋子は屋形内に籠こもっていたが、車に移るときに被かず衣き越しに範康の姿を見ている。巨体だとか声が大きいとか以前に、あんな格かつ好こうで出迎えにこられて度ど胆ぎもを抜かれたことだろう。

「まあ、海かい賊ぞく船せんへの対応を見るかぎり頼もしくはあるがのう」

　思いがけない縋子の言葉に、塔子は目をぱちくりさせる。

　まじまじと見つめていると、縋子は訝いぶかしげに問いかけた。

「なんじゃ、その目は。海賊を見たという報しらせを受けて、すぐに船を出したと言っておったではないか。情報網も行動力も評価してやってよいのではないか？」

「聞こえて………そりゃ、聞こえますよね。あれだけ大きな声で叫さけべば」

　船体を震ふるわすような大声だったのだから、そりゃあ屋形の中まで丸聞こえでもおかしくない。

　それにしてもやんごとなき産まれの内ない親しん王のうでありながら、範康の強こわ面もてと破は天てん荒こうな行動にひるみもせず、そのように冷静な評価を下すとは。

（斎院宮様って、やっぱり只ただ者ものじゃない！）

　自分のような名ばかりの皇こう女じよとはちがい、縋子は生まれも育ちも非ひの打ちどころのない高貴な内親王だ。海賊と聞いただけで気を失ってもおかしくないし、範康のようないかつい男など、見ただけで脅おびえてしまっても不思議ではないのに、なんともたくましい。

（やっぱりこの方に帝みかどになってもらうことは、大正解だったわ）

　いまだ即そく位いに乗り気でない縋子に聞かれたら多分怒られるだろうから、心の内で叫ぶに留とどめる。

　なにより範康が縋子の勘かん気きに触れずにすんだことは一安心だ。

　明あか槻つきの顰ひん蹙しゆくを買っているところに、このうえ次期帝たる縋子にまでにらまれては、熊野別当としてさすがにまずいだろうと案じていたのだ。

「よかった、斎院宮様にそう言っていただいて。実は東とう宮ぐう様のご機き嫌げんがずっとよろしくないので、やきもきしていたんです」

「東宮の機嫌が悪いのは、別当のせいではなくそなたのせいであろう、塔子」

「は？」

　事もなげに言われた台詞せりふに思いあたる節はあった。

　船を下りる寸前、明槻が範康にではなく、自分に怒っているのではないのかと感じていたからだ。だが、怒らせた理由が分からなくて困っていた。この言い方からすると、縋子は理由が分かっているのだろうか？

「ど、どうしてですか？」

「いちいち細かいことをあげつらねていけば切りがないし、東宮のほうにもそれなりに非があるからそなた一人を責せめるつもりはない。だが、これだけは言っておくぞ」

　そこで縋子は声の調子を落とした。

　いつにない深刻な様子に、緊張しつつも塔子は腹をくくる。

「は、はい………」

「いかに懐なつかしかったからとはいえ、東宮の目の前で叔お父じ君ぎみに抱きついたのはまずかったのう」

　塔子は耳を疑った。それはたしか港に着いてからのことだ。なぜ屋形に居た縋子が知っている。
















「ど、どうしてそんなことまでご存じなんですか？」

「この目で見ておったからな」

　訳わけ知しり顔がおで縋子は答えるが、塔子は納得できなかった。

「だ、だって屋形内においでだったのではありませんか？」

「物見窓からのぞいたり、聞き耳を立てたりしておったらおおよそ分かったぞ。それにそなたがあれだけ絶ぜつ賛さんしていた、叔父君の顔を見てみたかったのじゃ」

　柄にもなくおとなしくしていると思っていたら、そういうことだったのか。

　まさかあんな場所からのぞかれ、かつ聞き耳まで立てられていたとは、迂う闊かつだった。

　縋子は塔子を入じゆ内だいさせたがっているし、よもや塔子と明槻の間で一年後に熊野に帰るという話しあいが成立していることなど想像もしてないにちがいない。

　知られたらえらいことだ。即位なんか辞やめる！　などと言われかねない。

　そんな縋子の前で、叔父とはいえ他の男性に抱きついたのは確かにまずかった。

「叔父の件は、その………」

「うん？」

　脇きよう息そくにもたれた姿勢で、縋子は上うわ目め遣づかいに塔子を見やる。なんだか凄すご腕うでの検け非び違い使しに尋じん問もんでもされているような気持ちになった。もちろん尋問などされたことはないので、あくまでも想像であるが。

「私が浅せん慮りよでした。いろいろともやもやしていたので、叔父の顔を見たら急にこみあげてきてしまって………。兄きよう妹だい同然に育った兄のような、いわば私にとって心の支えともいうべき人だったものですから。東宮様にはあとできちんとお話しします」

　そんなつもりはさらさらなかったが、建たて前まえ上じよう言わないわけにはいかなかった。

　明槻は塔子を熊野に帰すと約束したのだから、いちいち言い訳する必要はないのだろうが、縋子には取とり繕つくろっておく必要がある。

「あ～～、懐かしさからより、その動どう機きのほうが正直まずいのう」

「え？」

　縋子の言い方があまりにも普通だったので、駄だ目め出しをされたのだと気づくのにしばし間を要ようした。ぽかんとする塔子の周りで、女によう官かん達が口々に声をあげる。

「ああ、でも分かりますわ。尚侍ないしのかみのお気持ちが」

「本当に素敵な殿との方がたでしたね。涼すずやかで知的で」

「都の公きん達だちにも、あれほどの方はいらっしゃいませんわね」

「私にあのような兄がおりましたら、他の殿方になど目もくれず一生嫁とつがずに邸に居るかもしれませんわ」

　それはそれでちょっと問題だと思うが、下へ手たな男と結婚するより家にいたほうがましだというのは、ある程度資し産さんのある家に生まれた女の本音だろう。

　かくいう塔子も十三歳で伊い勢せ行きを命めいじられるまで、嫁ぐことも婿むこを迎えることもまったく考えたことがなかった。まだ子供だったというのもあったが、貴たか哉なり以上の人などいなかったから、他の男性を意識することもなかったのだ。

　深く考えることもなく、単純にずっと一緒にいられると疑いもしなかった。

　───夫婦めおとになられるおつもりだったのですか？

　だから明槻にそれを問われたとき、はっきりと混乱した。

　だが、いまの女官達のやり取りを聞いて、あらためて考え直す。

　同じ問いを斎王になる前に他の者からされていたら、どう答えたのだろう？　あるいはなにも考えず〝うん〟とうなずいていたのではあるまいか。

　だけどいまはただ混乱する。答えも分からないくせに、考えずにはいられない。

　あのときの自分といまの自分では、年ねん齢れいだけでなくなにがちがうのか？

（もう、訳が分からない）

　答えは頭のどこかにある気がするが、はっきりとした形になってくれない。

　もやもやした思いばかりが広がって、頭の中がはち切れてしまいそうだ。

「確かにこの者等らの申すとおりじゃな」

　悶もん々もんと考えているところに、とうとつに縋子が口を開いた。

「そなたも常つね々づね申しておったが、叔父君は見目も物腰も麗うるわしい男子であるのう、塔子」

「お、お褒ほめにあずかって………」

「あれほどの男なのに、まだ妻つまはおらぬのか？」

「………」

　答えに窮きゆうしたのは、予想外の問いだったからではない。そう問うた縋子の目が、いつにない険けん吞のんな光を放っていたからだ。

（斎院宮様？）

　訝いぶかしげな顔をする塔子に、縋子はさらりと言った。

「もったいないことじゃ。誰ぞ、妾わらわが世話をしてやろうか？」

「え？」

「冗じよう談だんじゃ。あれだけの男なら、引く手あまたであろう」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりとした撤てつ回かいだった。

　しかしその瞳ひとみから険吞なものは消えず、塔子はまじまじと縋子を見つめる。縋子はきれいに紅べにを塗ぬった唇くちびるの端を持ちあげ、うっすらと微笑ほほえんだ。

「まあ、ともかくそのような理由であれば、叔父君の件はいっそ東宮にはなにも言わないほうがましじゃ」

　一方的に話を打ち切られ、塔子は釈しやく然ぜんとしない思いのまま口をつぐむ。

　しかしこれには女官達のほうが驚き、いっせいに騒さわぎたてた。

「ですがこのままでは、東宮様の気持ちが静まらぬかと………」

「いくら兄同然の方とはいえ、実際には叔父君ですし」

「そうそう。確かに東宮様は女によ人にんに淡たん白ぱくですが、それでも一応殿方ですから」

「差さし支つかえなければ、斎院宮様から言ってさしあげたほうが丸く収まるかもしれません」

「そうよねえ、こういうことは当人同士で収めようとすると、だいたいがろくでもない方向に進むから」

「ここはひとつ、斎院宮様が猶は母は心を発はつ揮きして」

　微び妙みように失礼な言葉とやけに切実な喩たとえを交えつつ、女官達はしきりに縋子に執とり成なしを勧すすめる。塔子が一年後に入内すると信じているのなら、とうぜん出てくる懸け念ねんだろう。

　だが縋子は、女官達の不安を一いつ蹴しゆうした。

「かまわぬ。なにか不満に思うのであれば、東宮のほうから訊ききにくるであろう」

　日ごろは明槻が嫌いやがるくらい、余計な世話ばかり焼く人間とは思えぬ突き放しぶりだ。

　女官達は困こん惑わく気味に縋子と塔子を見比べるが、塔子もどうするべきか分からなかった。

（じゃあ、このままでいいの？）

　自問しつつも、気持ちはどうしても無ぶ難なんな方向に流れてゆく。

　最初から明槻に言い訳するつもりはなかったから、縋子が納得してくれるのならそれで解決ではないか。明槻だってなにも気にしていないはずだ。

　なにしろ彼自身が、一年経ったら熊野に帰っていいとはっきり言ったのだから。

　あんな居たたまれない思いになったのは、いろいろと自分が意識しすぎているだけだ。

「分かりました、仰せのとおりにいたします」

　殊しゆ勝しように返事はしたものの、塔子はなかば意地になっていた。

　縋子が言うとおり、気になることがあるのなら訊いてくればいいのだ。

　なにしろむこうは東宮様なのだから───。
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　夕ゆう餉げをすませてから、塔とう子こはすぐに退たい席せきを許された。

　久しぶりの故こ郷きようで積もる話もあるだろうからと、遠えん慮りよなく昔むかし馴な染じみに会ってくるように言われたのだ。

　貴たか哉なりがらみの縋すが子このけん制めいた態度が気になってはいたので、ひとまず安心した。とはいえやはり目の前で抱きついたのはまずかったようだ。

　いずれにしろ東とう宮ぐう妃ひにと望む縋子の気持ちを裏切ってはいるわけだから、やはり良りよう心しんの呵か責しやくを覚えてしまう。

　摂せつ関かん家けの娘より先に皇こう女じよである塔子を東宮妃として入じゆ内だいさせ、できることなら第一皇おう子じを産んでもらいたいというのが、縋子と法ほう皇おうの希望なのだ。

　治ち天てんの君きみとして権けん勢せいを振るう法皇と、女性ながら朝ちよう廷ていに対して強い影響力を持ち、かつ中なか継つぎとはいえ次期帝になることが内定している縋子の後押しがあれば、摂関家の血を引かない皇み子こを次期東宮に推おすことは十分可能だからだ。

（私が入内しなかったら、暁あかつきは困るのかしら………）

　そこまで考えて、塔子はぶんっと頭かぶりを振った。

　なにを思いあがったことを考えているのだろう。あと一年、実じつ質しつ的てきにはもう七カ月ばかりだが、怨おん霊りよう騒そう動どうのほとぼりが冷めるまで居てくれれば帰っていいと、明あか槻つきははっきりと言ったではないか。

　そう───言われてしまったのだ。

　なにかを振り切るような思いで、打うち袴ばかまの裾すそを引きあげながら簀すの子こを進む。綿わた入りの衵あこめは昼間に羽は織おっていたものをそのまま着ていた。

　明日は大おお斎ゆの原はらまで行く予定だから、昼間と同じ格かつ好こうのほうがいいだろう。いっそ輿こしではなく馬に乗ることを前ぜん提ていに、衵に指さし貫ぬきのほうがましかもしれない。

　上かみ女じよ中ちゆうの案内で、渡わた殿どのを通って正せい殿でんに入る。簀子から訪問を告つげると、すぐに妻つま戸どが開いて範のり康やすが姿を見せた。

「こんばんは。叔お父じ様も居るの？」

「ああ、もう一人居るけど」

「え？」

　範康の背中越しに室内をのぞきこみ、塔子は目を疑った。

　火ひ桶おけを囲んで座っていたのは、貴哉となんと直なお霧ぎりだったのだ。円わろう座だがもうひとつあるところから、どうも三人で話をしていたようだが。

「おい、円座をもうひとつ持ってきてくれ」

　立ち去りかけた上女中に範康が命めいじたが、即そく座ざに直霧が立ちあがった。

「いえ、私はもうお暇いとましますので、どうぞこちらをお使いください」

「て、どうして直霧さんが？」

「そいつの親おや父じさんのところに、俺の姉が嫁とついでいるんだよ」

「………範康」

　目を円まるくする塔子の前で、貴哉が眉まゆをよせた。おそらく、さして親しくもない相手に対しての〝そいつ〟呼ばわりをたしなめてのものだろう。当の直霧は相変わらず無表情なままなので、気にしているのかどうかも分からない。

「え～、直霧さん。最初から知っていたの？」

「熊くま野の別べつ当とう家けの出だということは知っていましたけど………」

　そこから先の言葉を直霧は濁にごしたが、おおよそ言わんとすることは分かった。

　義ぎ母ぼの弟、新しい熊野別当がこんな人間だなんて、朴ぼく念ねん仁じんの直霧は想像もしていなかったにちがいない。

　挨あい拶さつをしないわけにはいかなかったのだろうが、堅かた物ぶつの直霧と破は天てん荒こうな範康の間にどのような会話がなされたのか。二人の間の席で少々げんなりした様子の貴哉を見れば、おおよそ想像がつく。

「では、私はこれで」

　すれ違いざまに塔子に軽く会え釈しやくをすると、直霧は簀子を歩いていった。

　ほんのしばし彼の背中を見つめたあと、塔子は迷いなく駆かけだした。とはいえもともと手足の長さに差があるうえ、機き敏びんな直霧の足は速く、しかもこちらは裾すそを引きずる打うち袴ばかま姿である。普通に考えれば追いつけるはずがない。

　それでもどたどたした足音、あるいはずるずるとした衣きぬ擦ずれ（？）に気づいたのか、直霧は足を止め、くるりと塔子のほうを振り返った。

「なにかご用ですか？」

　珍しくむこうから口を利きいたが、それだけ自分の走りっぷりが鬼き気き迫っていたことに塔子は気がつかなかった。

　大人の身み丈たけほどの距離を取って立ち止まると、息を切らしながら塔子は尋ねる。

「あ、あの、東宮様はどうなさっているの？　やはりお疲れのご様子かしら？」

「疲れておられるのかどうかは分かりませんが、夕餉もほとんど手をつけずにふて寝してしまわれました」

「そう、やっぱり疲れておいでなのね。もう休まれているなんて」

「………ふて寝ですけどね」

　ぼそりと直霧は言ったが、いろいろと思案する塔子の耳には入らない。

　口くち許もとに手をあてて考えこむ塔子に、直霧は率そつ直ちよくに尋ねた。

「東宮様になにか用事がおありですか？」

　塔子がぱっと顔をあげると、直霧は無ぶ遠えん慮りよといってよいほどまっすぐにこちらを見つめていた。すっきりした切れ長の目は、噓うそやごまかしなど簡単に見破ってしまいそうな鋭えい敏びんな雰囲気をかもし出している。

「用というわけじゃないけど、どうなさっておられるかと思って………」

　語ご尾びを濁にごしたのは、追及が怖かったからではない。はっきりとした答えを求める直霧に、的確な返答を与えることができそうもなかったからだ。

　会いたい、話したい、気にかかる、という思いは確かにある。しかしそれが何な故ぜなのかと問われると、自分でも答えることができない。

「でも、お休みなら………」

「では、文ふみをお書きになられたらいかがですか？」

　思いもよらぬ提案に塔子は瞳ひとみをぱちくりさせる。

　そんな反応をどう思ったのか、言い訳か訂正でもするように直霧は付け足した。

「和わ歌かじゃありません、文です。もったいぶって曖あい昧まいなことをしていたら、誤解が生じるもとですから」

　公く家げの習慣を皮ひ肉にくっているのか、あるいは塔子と明槻の双そう方ほうともに和歌が苦手ということを知って気き遣づかっているのか、直霧の意い図とは不明である。

　しかし文であったとしても、自分はともかく明槻には至し難なんがある。

「そんなことをしたらむこうも文字を書いて返さなきゃいけないのよ。それって東とう宮ぐう様にとって嫌がらせに等しくない？」

　うっかり口から滑すべり出た失礼すぎる言葉に、直霧は絶ぜつ句くする。

　少しして、彼の口許がひくひくと動きだした。最初は非ひ礼れい極まりない言動に呆れ果てているのかと思ったが、よく見るとちがうようだ。

「あの、直霧さん。ひょっとして笑うのを堪こらえている？」

　塔子の指摘に直霧は唇くちびるを固く結び、すばやく無表情を取り戻した。

　まだ口許は引きつっているが、天あつ晴ぱれな自制心である。

　直霧はひとつ呼吸をすると、気を取り直したように告げた。

「大丈夫です。ご幼少のころから嫌がらせには慣れておられますから」

　笑うに笑えない言葉に、塔子は少しだけ表か情おを歪ゆがめる。

　摂せつ関かん家けの血を引かないということだけではなく、明槻にはもうひとつ出生にかんする問題があった。

　本当の父親が、祖そ父ふたる法皇なのか父ちち帝みかどのどちらなのかが不明なのだ。

　実じつ母ぼである榠めい子こ内ない親しん王のうが、法皇と主上おかみの父子双方に嫁いだことが原因だった。

　明槻にはいっさい責任のないことではあるが、出生の曰いわくは彼の親子関係や宮きゆう廷ていでの立ち位置に暗い影を落としている。

「ですから明槻様はそれくらいのことで挫くじけたりなどなさりませんから、ご心配なく」

「………」

　神しん妙みような面おも持もちを浮かべる塔子に深々と頭を下げると、直霧は簀子を歩いていった。

　釣つり灯どう籠ろうの明かりに照らされた後ろ姿が渡殿のむこうに消えたころ、背中から大きな影が差しかかった。

「若いのに、愛あい嬌きようのない男だな」

　肩越しに聞こえた野太い声が誰のものなのか、確認せずとも分かる。

　塔子は身体からだを反転させると、いつのまにか真後ろに来ていた範康を振りあおいだ。

「自分だっていくつもちがわないくせに。それにああいうのは落ち着いているっていうのよ。東宮様は心から直霧さんを信用なさっているわよ」

「ていうか、信用できる人間があいつぐらいしかいないんじゃねえの」

　塔子は目を円まるくして、首が痛くなるほどまじまじと範康を見あげた。

　いったいなんなのだろう、この人は。人に対する気配りなど皆かい無むみたいにふるまっているくせに、人の心の機き微びを突くことにかんしては絶ぜつ妙みようだ。

「二人とも、寒いから中に入ったほうがいい」

　いつの間にか妻つま戸どまで来ていた貴哉が、妙みような空気で見つめあう二人に声をかけた。

　塔子と範康は室へやに戻る。火桶を囲むようにして円座に座ると、やれやれとばかりに範康が肩を揺らした。

「愛嬌のないやつで気詰まりだが、姉さんの頼みなら親父の墓案内をしないわけにはいかないよな」

「むこうも今ごろ君との墓参りのことを考えて、憂ゆう鬱うつな気持ちになっていると思うよ」

　貴哉の突っこみに塔子は深くうなずいた。むしろ憂鬱度では、絶対に直霧のほうが上回っているにちがいない。

「それに受ず領りようとは、うまく付きあったほうがいいよ」

　やんわりとだが諭さとすような物言いに、範康は眉み間けんに深い皺しわを刻きざんだ。

　突然出てきた〝受領〟の意味が分からず、塔子は二人を見比べる。

　公こう領りようを管理する受領と私し領りようである荘しよう園えんを支配する豪ごう族ぞくや寺社が、領地の所しよ有ゆう権けんをめぐって対立するのはよくある話だ。

　しかし直霧の父親は肥ひ後ごの受領だと聞いているから、熊くま野のに関係があるとは思えない。

「なに、なにかあったの？」

　いくぶん不安げに塔子が尋ねると、貴哉が「ちょっとね」と苦く笑しよう交まじりに応じた。

　範康は面白くもなさそうな表情でぼやく。

「そうは言うけどな、こっちは法ほう皇おうから認にん可かを受けているんだ。いくら摂関家の家けい司し受領だからって、そんな横おう暴ぼうがまかり通るかよ」

　法皇だの摂関家だの、さらに予想外の単語が飛び交い塔子はきょとんとなる。

「え、なに、それ？　なんで熊野の問題がそんな都の御おん方かた達がたに飛び火しているの？」

「ばぁ～か。飛び火を浴びたのはこっちだよ」

　腹立たしげに言う範康に、塔子は首を傾かしげつつ貴哉を見る。

「叔父様、どういうこと？」

　貴哉はふてくされた範康を一いち瞥べつすると、やれやれといったふうに話を切り出した。

「ずっと以前から熊野別当家と受領の間で、荘園と公領の境さかいをめぐって悶もん着ちやくがあったことは知っている？」

「うん、そういう話があったということだけは」

　全国的に珍しくない地方領主と受領の間での領地争いは、熊野も例外でなかった。

　詳しい話は知らないが、先代別当と受領の間で悶着があったことは噂うわさに聞いている。

「塔子は伊勢に居たから知らないだろうけど、二年前の御ご幸こうのおり、法皇様がその境きよう界かい線せんを取り決めてお帰りになられたんだよ」

「だったら、それで解決じゃない」

　単純に決めつける塔子に、貴哉は苦笑交じりに答える。

「さっき範康も言ったけど、その受領が摂関家、多分ご長ちよう男なんの大だい納な言ごん様だったと記き憶おくしているけど、とにかくその御方の家司でね」

「大納言様!?」

　その呼こ称しように塔子は敏びん感かんに反応した。豊明節会とよあかりのせちえのおり塔子に嫌いや味みを言って、危うく縋子と取っ組み合いの喧けん嘩かになりかかった相手である。しかも───。

（あの、左近衛大将さこんえのだいしようの長ちよう兄けいじゃないの！）

　天てん敵てきの名と姿がよみがえり、塔子はがたんと音をたてて立ちあがった。

　とつぜんのことに、貴哉と範康は驚き顏で塔子を見あげる。

「叔父様、範康さん！　それ絶対になにか裏があるわ。もう～～あいつ、また性しよう懲こりもなくろくでもないことを企たくらんでいるのね。よし、来るなら来い。負けるものですかっ！」

　こぶしを握りしめ、血をたぎらせんばかりに興奮する姿はすっかり臨りん戦せん態たい勢せいに入っている。坂ばん東どう武む者しやとはかくやあらん、ばかりの勇いさましさを見せる塔子を、貴哉と範康はとても不安げに見つめた。

「………おい、塔子。お前、大丈夫か？」

「大丈夫よ！　ううん、大丈夫じゃないわ。まったく油ゆ断だんも隙すきもない！　頭の中は人をからかうことと陥おとしいれることしか入っていないんだから！　いい、範康さん。絶対に油断しちゃだめよ」

「おい、大納言ってそんなに大だい悪あく人にんなのか？」

　当事者として危機を覚えたのか範康がそっと尋ねるが、貴哉のほうも面識がないので答えようがないようだった。まさか塔子が仮か想そう（？）敵として罵ば倒とうしている相手が、大納言ではなく弟の左近衛大将のほうなどと想像もしていないだろう。

　しかしこのままでは話を進められないと判断したのか、賢けん明めいにも貴哉は塔子の興奮を静めることにしたらしい。

「塔子。とりあえず最後まで聞いて」

　ものすごくまっとうな指摘に、塔子はすかさず冷静さを取り戻す。

　ぺたりと円座に座り直した姪めいに、貴哉はほっとした顔で説明をつづけた。

「自分の家の家司を受領に就つかせるということが、その家にとってどういう利り益えきをもたらすのかは分かる？」

　先ほどまでの興奮が噓うそのように、塔子は冷静に思考をめぐらせる。

「家司受領って蓄たくわえた資産の一部を、地位の見返りに主人の家に寄き進しんすることが一般的よね。ということは、もし受領の管かん轄かつする領地が少なくなれば、それだけ大納言様のところに流れてくる取り分が少なくなる、ということじゃないかしら」

　導き出した答えに、貴哉は「そのとおり」とばかりにうなずいた。

　あとを受け継ぐように範康がつづける。

「ようするに大納言は、法皇の決めた縄張りに納得していないんだよ。都でも再さい三さん抗こう議ぎを申し入れているようだけど、そのあたり法皇がどう対応しているのかはまだこっちまで伝わってきていない。それで現場のほうは小こ競ぜりあいが絶えないというわけだ」

　どうしようもないことだと、やけくそ気味に範康は言った。

　なるほど。受領とはうまく云うん々ぬんという言葉に合が点てんがいった。直霧の父の立場に関連づけて、どうにも受領と一悶着起こしそうな範康に貴哉は釘くぎを刺さしたのだ。

「それでもどこかで歯止めをかけないと、このままではいずれ死人が出ても不思議じゃない」

　不ふ穏おんな台せり詞ふに、塔子はぎょっとする。

　常に静せい謐ひつさをたたえた貴哉の瞳に、いつにない困こん惑わくと懸け念ねんの色が浮かんでいる。幼馴染の言葉に範康は嫌な顔をするが、それでも視線をそらすことなく答えた。

「これ以上こじれればいずれそうなることは覚かく悟ごしている。なにしろむこうもこっちに対抗して、武む者しやを集めているって噂うわさだからな。このまま膨ふくれあがれば、悪あく党とうの喧けん嘩かではすまない状態になりかねない。かといって領地を譲ゆずるわけにもいかねえし、本当に頭が痛いてぇよ」

　大きな身体を屈かがめて、範康は頭を抱かかえこんだ。熊野悪あく太た郎ろうは悪太郎なりに、一応地元の安あん寧ねいや利り権けんを考えているようだ。

　柄にもなくしょげ返る範康を、塔子はしみじみとした思いで見つめた。

（乱暴者だし、やることは無茶苦茶だったけど、弱い者虐いじめだけはしなかったものね）

　その代わり互角以上の者に対しては、一切遠えん慮りよをしなかったわけだが。

　昔の範康は、穏おん便びんという二文字が頭から抜け落ちているような少年だった。

「範康」

「ああ？」

「境界にかんしては、現場でいくらやりあったって水みず掛かけ論だよ。それこそ無駄に怪我人が増えるばかりだ。法皇様と大納言様で話しあって片かたをつけてもらい、それをはっきりした書面にして記してもらわないかぎり決着はつかない」

　嚙かんで含めるような貴哉の説明に、範康は猛もう然ぜんと反発する。

「そんなの親父のときから何度も訴そ状じようを出しているさ。それがあの狸たぬき爺じじい、はっきりとした返事をしやがらねえ。大方寄進を増やすようこっちの足下を見ているのか、大納言を気遣って日和ひより見みを決めこんでいるのかのどちらかだろう」

　会話の前後から察さつするに、狸爺とは間違いなく法皇のことだろう。何げにうまいことを言うと、実の祖父（一応）に対する暴ぼう言げんを余裕で塔子は受け流した。当人を知っているだけに、怒るよりもむしろ受けてしまう。

　実は縄張りをはっきりさせるだけでよいのなら、事は容易たやすい。こちらが譲ればよいだけのことだから。だが、たがいに自分達が有利であることが必ひつ須すだから難なん航こうしているのだ。

　癇かん癪しやくを起こしかけた範康に、貴哉は一瞬めげたような表情をしたが、なんとか気を取り直してなだめすかすように告げた。

「だから次期帝となられるお二人の行ぎよう啓けいは、皇こう家けの方々の真意を探るのにはまたとない機会だと思うけど」

　塔子は〝あ〟と、短く声をあげる。

　大きく目を瞬またたかせる範康の隣となりで、やっと分かったかとばかりに貴哉は苦笑する。

「船着き場でちょっと機き嫌げんを損そこねてしまってはいると思うけど、東宮様は話の分からないお方じゃない。斎さい院いんの宮みや様のほうは存じあげな───」

「それが斎院宮様は、意外と範康さんのことを評価していたのよ」

　貴哉の言葉を遮さえぎって、塔子は叫んだ。

　これにはむしろ範康が驚いた顔をした。意外なことに貴哉は特に驚いた様子もなく、安あん堵どを交えた微び笑しようを浮かべてみせただけだった。

「よかったね、これで話がしやすくなった」

「え、え??　やっぱり俺がしなきゃ駄目か？」

「他に誰がいるっていうんですか？　別当殿」

　珍しくうろたえる範康にからかうように貴哉は応じたが、もちろんそのときは宗しゆう務むのご長老方を呼んで同席してもらうだろう。範康一人にやんごとない方々を接待させるほど、ご長老方も肝きもは太くないはずだ。現に貴哉は範康の暴走を止める役割を押しつけられ、別当邸に滞たい在ざいすることになったという話だった。ちなみに神しん事じのほうは、近くに住む禰ね宜ぎに任せてきたそうだ。

「じゃあ、東宮様には私から話してみるわ」

　身を乗り出した塔子に、貴哉と範康は同時に目をむける。

「今日はもうお休みになっておられるそうだから、今晩のうちに文をお届けして、明日の朝に会っていただくようにお願いしてみるね」

　よかった、これできっかけができた。直霧の提案を思い出し、塔子は安心する。

　自分でも気づかぬまま、うきうきしながら立ちあがったときだ。

「塔子」

　珍しく遠えん慮りよがちに範康が呼びかけ、塔子はきょとんとして彼を見おろす。

「俺、知らないでつい〝いい人〟とか訊いちまったけど、お前、入内するって本当？」

「………」

　即そく答とうできずに、塔子はしばし黙りこんだ。

　入内が決まってから今日に至るまでの気持ちの変へん遷せんが、頭の中によみがえる。

　伊勢から河か陽や入りしたときは、入内なんてしたくないと反発した。いますぐ熊野に帰りたいと思っていた。でも暁に会ってから、彼がいるのなら都に居てもいいと思うようになった。そしていつしか、都を離れたくないと思うようになっていたのだ。

　それから暁が、自分が入内をする明槻親しん王のうだと知った。気持ちの整理がつけられないでいる塔子に明槻は「一年したら熊野に帰っていい」と言ったのだ。

「塔子？」

　長い沈黙をどう思ったのか、不安げに範康が呼びかける。

　塔子は物思いから立ち返った。

「入内なんて、噓よ」

　口から滑すべり出た言葉を納得させるため、懸けん命めいに自分に言い聞かせる。

　なにを悩む必要があるのか。一年後熊野に戻れるのなら、それがいちばん望ましいはずではないか。

　こんなもやもやした思いは、きっと一時的なものだ。元の安あん穏のんな生活に戻り、懐なつかしい気の置けない人達に囲まれて暮らせばすぐに消え去るはずだ。

「み、都でいろいろあって、一年間東宮妃候補のふりをしなければならなくなったの。詳しい経けい緯いは長くなるから叔父様に聞いてちょうだい。だけど東宮様も、一年したら熊野に帰っていいってはっきりと約束してくれたから」

　明るさを装よそおって言うと、範康はたちまち安あん堵どした表情になった。

「そうか。なら、よかった。俺のせいで〝いい人〟と気まずいことになったりしたら、悪かったなと思って」

　あながち見当違いでもない懸念に、内心で塔子はひやひやする。

　いったいなんだろう、この妙みような勘かんの鋭するどさは。言動や風ふう貌ぼうからは、気配りや気き遣づかいというより野や生せいの勘かんと言ったほうが的てき確かくな気がするが。

「そうだよな。お前は小さいころから、貴哉以外の男になんて見向きもしなかったもんな」

　明るく言われた言葉が、さらに塔子の心をかき乱した。

　この室に来る前、縋子の所でも同じようなことを自分に問いかけた。

　───夫婦になられるおつもりだったのですか？

　傍はたから見てもそうだったから、範康もいまのように断だん言げんしたのだろう。

　確かに熊野に居たときの塔子は、範康の言うとおり貴哉以外の異い性せいなど見向きもしなかった。夫婦になるなどの具体的なことは考えていなかったが、ただずっと一緒にいたいと思っていたのだ。

　貴哉のことは大好きだ。いまさら言うまでもない。

　船着き場で彼の姿を見たとき、都からここに来るまでずっとあったもやもやした思いが噓うそのように軽くなり、心の底から安心できた。

　都であんな気持ちになることは、けしてなかった。

　東宮だと知らずにいたころの暁と会っていても、あんな気持ちにはならなかった。

　ただ暁と居ると、心が弾はずんだ。

　暁の言動や表情。些さ細さいなことに一いつ喜き一いち憂ゆうして、会うたびに気持ちは昂たかぶっていた。

　それは他の誰と居ても得たことのない、塔子がこれまで経験したことのない感覚だった。

　塔子にとって暁は、貴哉とはちがった意味で間違いなく特別な人なのだ。

　だけど、いまさらそんな自覚がなんになるというのだろう。

　たとえ中身が同じ人間でも、あの人は暁ではなく明槻親王だ。立場も責任も、なにもかもちがっている東宮という御み位くらいにある人なのだから───。

　自分のうちにある未み練れんのようなものを振り切ると、なかば開き直って塔子は告げた。

「だって叔父様以上の男の人なんて、都にだっていないもの」

「塔子………」

　さすがに気恥ずかしくなったのか、それまで黙っていた貴哉が声をあげる。

　咎とがめるような声音に、どきりと胸がひとつ鳴る。塔子は息を詰めて、貴哉を見る。

　すべてを見み透すかすような澄すんだ瞳だった。

　特に叱しかられるような意図はないはずなのに、なぜか貴哉を真正面から見ることができない。うろたえつつ視線を泳がせながら、塔子は話をつづけた。

「本当よ。斎院宮様付きの女によう官かん達も、口を揃そろえて絶ぜつ賛さんしていたんだから」

「それはそうだろう。だいたい熊野の若い女は、たいていこいつの嫁よめになりたがっているんだから、塔子も油断しないでさっさと帰ってこいよ」

　やけに上機嫌で範康は言うが、受け答える塔子の笑いは自然と乾いたものになる。

　気がつくと貴哉は、気遣わしげな瞳で塔子を見つめていた。

　心の奥に無理やり押しこんだ気持ちと、それでもぬぐいきれずにいる未練と迷い。そんなもろもろの葛かつ藤とうを、貴哉にはすべて見抜かれているような気がした。

　居たたまれず、塔子は逃げるように立ちあがった。

「じ、じゃあ、私は文を書くから、室へやに戻るね」

「おう、お休み。明日、俺はあいつを親父の墓に案内すっから、明日の大おお斎ゆの原はらのほうは貴哉に先せん達だつを頼んでいるからむしろ安心しろ」

「うん。分かった。じゃあ叔父様。明日はよろしくね」

　おのれの分ぶ（？）を弁わきまえた範康の発言に、塔子は笑いを抑えつつ室を出ようとする。

　しかし妻戸を開けたところで、貴哉が呼び止めた。

「塔子、東宮様に伝えておいてほしいことがある」

「え？」

　軽く身構える塔子に、貴哉は気き難むずかしい表情で告げた。

「昼の海賊は、本物の海賊ではないかもしれないって」
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　大おお殿との油あぶらに点ともされた灯あかりが、文ふ机づくえの周りを柔やわらかな橙だいだい色いろに染めあげる。

　塔とう子こは手早く文ふみをしたためると、墨すみが乾いたことを確認してから料りよう紙しを短たん冊ざく形がたに折りたたんだ。檀まゆみの皮を原料にした陸みち奥のく紙がみは、厚手で上質の実用的な紙だ。書きやすくて塔子は好きなのだが、一般的に私し信しんに使われる料紙はもっと薄うす手でで、種類もさまざまな色に染めあげた染そめ紙がみなどがあり、情じよう緒ちよの点で劣おとることは否いなめない。

「でも別に歌を贈るわけでも、意味深な文を書くわけでもないからなあ」

　言い訳をするように独ひとりごちてみるが、恋こい文ぶみを思わせるような優ゆう雅がな料紙を使うことが気き恥はずかしかったというのが本音だった。

　文の内容は単純かつ率そつ直ちよくで「話したいことがあるので、お目め通どおりの許可を頂きたい」というだけのものだった。曖あい昧まいかつ思わせぶりなことを書いても誤解が生しようじるだけだという直なお霧ぎりの提てい言げんに従った結果だが、どのみち意味深な歌を詠よむような技ぎ量りようはない。

　貴たか哉なりの忠告を記しるそうかとも思ったが、事が深しん刻こくすぎて文などに記すことは躊躇ためらわれた。

　別べつ当とう家けと受ず領りようの領地争い。それが法ほう皇おうと摂せつ関かん家かの争いの余よ波はかもしれぬ可能性など、よく分かりもしないまま安あん易いに記すことではない。

　塔子は料紙を文ふ箱ばこに収めると、明あか槻つきがいる西にしの対たいまで持っていくように頼んだ。

　渡わた殿どのの先に上かみ女じよ中ちゆうの後ろ姿が消えたあとも、塔子は簀すの子こに立ってしばし行く先を見送っていた。やがて高こう欄らんに手を置き、ぐいっと首をもたげ漆しつ黒こくの空を見あげる。冬の空は金きん粉ぷんをまき散らしたように、数多あまたの星々が輝いていた。

　すでに休んでいるという明槻があの文を目にするのは、早くとも明日の朝だろう。ならば今晩のうちに、自分の言いたいことをきちんと整理しておかなければならない。

　東とう宮ぐうには自分が話をする───貴哉達にそう言ったときは、領地の問題だけではなく、それにかこつけて明槻の真意を訊きたいと考えていた。

　だが直後の範のり康やすとのやり取りで、考えが揺ゆらいだ。

　熊くま野のに帰ると決めてしまったのなら、その件にかんしてもうなにも訊く必要はない。

　そもそも都を発たつ前の晩のやり取りで、真意など聞いてもしかたがないと痛つう感かんさせられたはずなのに、なにをいまさらぐだぐだと悩んでいるのだろう。

　熊野に帰ったほうがいいに決まっている。

　宮きゆう中ちゆうなんてしきたりばかりで、外出もままならない。中にいる人間達も、あの左さ近こん衛えの大だい将しようを筆ひつ頭とうに人を蹴け落おとすことばかりを考えていて心を許せない。

　東宮の地位にあった明槻でさえ、小さいころから嫌いやがらせを受けていたのだという。

　宮きゆう中ちゆうとはそんな場所だ。もっとも明槻の場合、東宮の地位にあったからこそ嫌がらせを受けていたのかもしれないが。

　───信用できる人間があいつぐらいしかいないんじゃねえの。

　言った当人にどの程度の自覚があったのかは不明だが、きっと範康の言葉は明槻の立場を端たん的てきに表しているのだろう。

　藤とう家け（摂関家）の血を引かない親しん王のう、出生の疑惑等、明槻を囲む問題は複雑だ。

　そんな彼が慣かん例れいどおり藤家の娘を娶めとって皇み子こを儲もうければ、たちまちその地位をわが子に譲らされることが目に見えている。

　もちろん法皇や縋すが子こがいるうちは、そう簡単にはいかないだろうが、大だい納な言ごんからせっつかれても、明槻が彼の娘をなかなか妃きさきに迎えようとしない理由は分かる。

「かといって私が入じゆ内だいしたところで、後うしろ盾だてもないなりゆき斎さい王おうだし、それこそつっかえ棒にもならないしね」

　自分が口にした言葉に力が抜け、塔子は高欄にもたれて座りこんだ。

　それが分かっているから明槻は〝熊野に帰っていい〟と言ったのかもしれない。

　縋子や法皇は塔子を入内させる気満々だし、そこまでするからには後ろ盾となってくれるつもりもあるのだろう。しかし二人はもともと明槻の味方なのだから、塔子が入内したところで後ろ盾がさらに強くなることはない。

　入内によって唯ゆい一いつ貢こう献けんできる（かもしれない）ことは藤家の血を引かぬ皇子を産むことだが、これも塔子からすればたいへん困った要求である。

　仮に塔子が入内して皇子を産めば、その子は間違いなく後こう継けい問題に巻きこまれる。

　わが子を権けん謀ぼうの渦か中ちゆうに放りこみたいなど、塔子は絶対に思わない。

　ひどい考えだと承しよう知ちのうえだが、明槻の苦労を見ていると自分の子供に同じ苦労をさせたくはない。

（けっこう最低だな、私）

　軽い自じ己こ嫌けん悪おを抱いだいたところで、ふと思いつく。

（あれ？）

　塔子は天てん頂ちようにきれいに並んだ三ツ星から、先ほど上女中が通っていった渡殿のほうに目をむける。

（まさか………）

　規則的に吊りさげられた灯とう籠ろうの光が、むこうの簀子から渡殿にかけての道のりを暗がりに浮かびあがらせている。

　その灯に照らされ、母おも屋やの簀子を誰かが歩いてくる姿が見えた。渡殿にあがってきたその人物に、思わず塔子は目を凝こらした。

（え？）

　座りこんでいなかったら、腰を抜かしてへたりこんでいただろう。

　明槻だった。

　あるいはいまさらかもしれないが、従じゆう者しやもつけずに一人で歩いてきている。

　彼がこちらの簀子にあがったとき、その服装もあきらかになった。

　表青（緑）に裏二ふた藍あいの比ひ金ごん襖あおの小こ直のう衣しの襟えりを閉じもせず、まるで女物の小こ袿うちぎのように引っかけたままの格かつ好こうで、下に着た衵あこめがきれいに見えていた。

　そういえば、明槻が東宮らしく束そく帯たいを着ているところを一回しか見たことがない。

　人のことは言えないが、明槻も東宮としては、そうとう奇き矯きようなふるまいをしているのではないのだろうか。

　しかし現状は、そんなことを突きつめている場合ではなかった。

　塔子が現実逃とう避ひ（？）をしているうちに、どんどん明槻は近づいてくる。というよりかなり足早だ。やがて子供の背せ丈たけ分ぶんくらいの距離を置いて、彼は立ち止まった。

　塔子は高欄にしがみついたまま、目を剝むいて明槻を見つめた。驚きのあまり立ちあがれずにいるその様相は、傍はたから見れば物ものの怪けにでも遭そう遇ぐうした人のように見えるだろう。

「話って、なんですか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊かれ、塔子は目をぱちくりさせる。

「え？」

　まさかそれを訊くため、わざわざここまで足を運んだのだろうか？

（しかも、息が切れているし………）

　どれだけ急いできたんだ。母屋を挟んで西の対から来たのなら、けっこうな距離だろうに。だいたい寝ていたんじゃなかったのだろうか？

　塔子の意い図とを悟さとったのか、それとも即答を得られないことにいらだったのか、訊いてもいないのにむきになって明槻が説明をする。

「あんな文をもらったら、気になって寝られなくなります」

「ご、ごめんなさい！」

　塔子は身をすくめて、ぺこりと頭を下げた。おびえるほどの剣けん幕まくではなかったが、気まずさや良心の呵か責しやくもあって過か敏びんに恐きよう縮しゆくしてしまった。

「い、いえ、それで話って………」

　予想以上の反応だったらしく、少し声を穏やかにして明槻は問い直した。

「そ、それは………」

　言いかけて、塔子はひとつ小さなくしゃみをした。

　いくら南国熊野でも、師走しわすの夜であれば寒いのがあたりまえだ。そのうえ綿入りの衵を着てはいるが、徒か歩ちに備そなえて五いつつ衣ぎぬを省略していたのだから、さすがに外の寒かん気きは堪こたえる。

　襟えり元もとをぐいっとあわせたとき、肩のあたりにふわりと衣がかぶさった。

　ひどく肌触りのよい衣が頰ほおに触れ、塔子はぎょっとして顔をあげた。明槻が自分の小直衣を脱いで、塔子の肩にかぶせていたのだ。
















　とつぜんのことすぎて、塔子は振りあおいだまましばし硬こう直ちよくしていた。

　やがてじわじわと感情がこみあげてくる。

　恐れ多いという気持ちはなかった。ただ昔と変わらぬ彼の優しさや気遣いが無性に哀かなしく、同時に腹立たしかった。

　衣に薫たき染しめられた金きん木もく犀せいの香こうが、つんと鼻び腔くうの奥をくすぐる。

「お心遣い感謝いたします。ですがこれは東宮様がご着用ください」

　よそよそしい言葉遣いに、明槻は少なからず不快げな表情になった。

　親切を袖そでにされたように感じたのだろうか？　だがこんなことは、東宮に対してあたりまえの遠えん慮りよだ。それなのに臍へそを曲げられてしまうなど心外すぎる。

「私が風か邪ぜをひくより、あなたが風邪をひいて御おん身みになにかあったほうが世間的には大変なことです」

「そうなれば、公く卿ぎよう達は諸もろ手てを挙あげて浮かれることでしょうね」

　皮ひ肉にくとも自じ嘲ちようともつかぬ物言いに、塔子は眉をよせる。自分でも失しつ言げんだったと思ったのか、明槻は少したじろいだ様子を見せた。

「それで、話とは？」

　微妙に視線をそらす明槻を上目遣いに見つめると、塔子は自分の肩にかかった比金襖の小直衣に目をむける。

　それでも明槻は上着を取りあげようとしないのだ。

　体調を崩してもかまわないという自じ棄きな気持ちが本音なら叩たたき返してやるところだったが、そうでないことぐらいは承知している。

　口ではひねくれたことを言っていても、明槻が塔子の体調を慮おもんぱかっていることは分かっている。だからもしかしたら、彼が熊野に帰っていいと言ったのは───。

　塔子は肩にかかった小直衣の両襟を胸元でたぐりよせ、しっかりと着こむ。

　その行為に意外な表か情おをする明槻を前に、塔子は立ちあがった。

「中でお話ししましょう。東宮様はもちろんですが、私だって風邪をひきたくはありませんから」

　言いながら身体からだはもう妻戸のほうにむいていたが、今度は明槻のほうが動かない。

　自分から押しかけておいていったいなんなのだと、塔子は訝いぶかしさと若じやつ干かんの腹立たしさを交えた面おも持もちで明槻を見る。

　塔子はまったく気づいていなかったが、実は明槻は遠えん慮りよかつ臆おくしていたのだ。

　夜もふけた時間に、女によ人にんの寝しん所じよに男を招き入れるということがどういうことなのか、塔子がまったく無自覚だったことは言うまでもなかった。なにしろ後こう宮きゆうでも、新にい嘗なめ祭さいの三日前の夜に訪ねてきた明槻を迷いなく局つぼねに入れてしまったのだから。

　あのときは明槻のことを地じ下げ人にんの武ぶ官かんだと思っていたから、人ひと目めについたらえらいことになると彼をかばいたい一心ではあった。とはいえ陰いん謀ぼうには人一倍慎しん重ちような塔子が、そのあたりの用心深さには著いちじるしく欠けることは否めなかった。

　正直いまも、事の重大（？）さに、まったく気づいていない。

　まあ明槻のほうも、使いの者もよこさず直じかに訪ねておいていまさらなにを、と客きやつ観かん的てきには思われるだろうが。

「どうしたんですか、ご気分でも悪いのですか？」

「い、いや………」

「じゃあ早く来てください。それにこんなところにいつまでも居ると、そのうち斎さい院いんの宮みや様に見つかりますよ」

　その一言で、それまでの煮えきらない態度が噓うそのように素早く明槻は妻戸をくぐった。

　塔子が与えられた局は、縋子や他の女によう官かんと同じ東の対にあったのだ。

　局には茵しとねのような上等なものは置いていなかったから、塔子は自分が使っていた円座を床に置いて明槻に勧すすめると、自分は文机の前の畳たたみに直接腰を下ろした。

　そこで思い出したように、肩に羽織っていた小直衣を脱ぐ。

「あの、これありがとうございました。もう、大丈夫ですから」

「あ、いや………」

　ぎこちなく答えたあと、手渡された衣を明槻は来たときのように肩にかけた。

　塔子は居住まいを正し、ぺこりと頭を下げた。

「申し訳ありません。こんな時間に足を運んでいただいて」

「直霧がなにか言いましたか？」

　一瞬きょとんとしたが、すぐに合が点てんがいった。

　塔子からの文が届いたことで、自分が勧すすめたのだとおそらく直霧が告げたのだろう。

「はい。用事があるのなら文を書かれたらどうかと………」

　そこで塔子は一度言葉を切り、ぷっと噴ふき出した。返書に関しての直霧とのやり取りを思い出したのだ。返書をしたためることはもしかしたら明槻にとって苦痛ではないのかと懸け念ねんしていたのだが、だからと言ってまさか本人が直接来るとは思ってもいなかった。

「す、すみません」

　笑いを堪えようとする塔子を一いち瞥べつすると、面白くもなさそうに明槻は告げた。

「あなたの文を見て直霧が、実に達たつ筆ぴつだと感心していましたよ」

「………」

　塔子が顔をあげると、明槻はまるで拗すねた子供のようにふてくされていた。

　隙すきがないほど端たん整せいな面差しだけに、そんな表情がやけに笑いを誘さそう。

「え、っと………」

　我が慢まんしようと思ったが、ひくひくと口くち許もとが引きつる。直霧を見習ってなんとか耐たえようとしたが、日ごろから鉄てつ面めん皮ぴな彼とでは鍛たん錬れんのほどがちがう。

　堪こらえきれず、ついに塔子は脇息にもたれて笑いだした。もともと引け目に感じている手しゆ蹟せきの話題だからなのか、明槻の反応は驚くほど敏びん感かんだった。彼は大殿油の下でもはっきり分かるほどに頰を紅こう潮ちようさせ、ぐいっと身を乗り出した。

「なにを笑っているんですか！」

「だ、だって、ごめんなさ………」

　言い終らないうちにがたんと音がして、とつぜん身体の均きん衡こうが崩れた。

　あまりに派は手でに笑いすぎて、よりかかっていた脇息が倒れてしまったのだ。

「きゃ───」

「危ない！」

　畳に打ちつけられそうになった塔子の身体を、さっと手を伸ばして明槻が引き寄せた。

　ばすっと音をたてて、塔子の顔は明槻の胸に押しつけられる。がらんがらんと脇息が転がる音が響いた。

「危なかった………」

　頭上で明槻が安あん堵どの息をついた。彼の腕の中でしばしぼう然としていた塔子だったが、事態を把は握あくしてひやりとする。畳の上ならともかく、脇息の上に倒れてはそれなりに痛かっただろう。打ち所が悪ければ怪け我がをしていたかもしれない。

「あ、ありがとう、ございます」

「いえ………」

　歯切れ悪く答えたあと、明槻は黙りこんだ。

（なんだろう、どうかしたのかしら？）

　顔を見ようとして、塔子は身をよじらせかけた。しかしそれより先に明槻の腕に力がこもり、まるで閉じこめられたように彼の腕の中で身動きが取れなくなる。

（な、なに？）

　軽い混乱の中、甘あま酸ずっぱい芳ほう香こうが鼻腔をくすぐった。

　明槻の衣に薫たき染しめられた金きん木もく犀せいの香りが、塔子の内にあったさまざまな記き憶おくを呼び起こす。

　満月の夜、二人で見に行った橙だいだい色いろの花。

　あなたにぴったりだからと言って、くれた匂におい袋。

　父達の墓ぼ所しよにただよっていた香り。

　過去の懐かしい香りと、いまこの時の香りが塔子の中でつながりかける。

　───この人は、やっぱり〝暁あかつき〟なんだ。

　香りに酔よいしれそうになりながら、ぼんやりと塔子は考えた。

　そしてこの人が暁であるのなら、熊野に帰れと言った理由は───。

　やがて明槻の腕の力がすっと緩んだ。そっと身体を離すと、彼はなにかを無理やり抑えつけているような、抑よく揚ようの乏とぼしい声音で告げた。

「気をつけて」

「………」

　塔子は畳にぺたりと座りこんだまま、こくりとうなずいた。

　なにか問いたげな眼まな差ざしをかわすよう、明槻は文机の上に視線を走らせる。

「こんなところに来てまで、写しや本ほんをつづけていたんですか？」

　場つなぎのようにされた問いに、塔子は冷静さを取り戻す。文机の上には先ほど使った硯すずり箱ばこの他に、古こ事じ記きの冊そう子しを置いていたのだ。

「そのつもりだったのですが、腰を落ち着けてやらないとやはり無理のようです。都を出てから全然進んでいません」

　古事記の写本をしていることを、塔子は出会った日に明槻に告げた。変へん体たい漢かん文ぶんを仮か名な文も字じに直しているのだから、写本ではなく翻ほん訳やくというべきかもしれない。

　読み慣れた本でも、訳やくすとなると頭を使う。そもそも都に居たときも、豊明節会とよあかりのせちえ以降はまったく進んでいなかった。なにしろ明槻が東宮だと知って以来、落ち着いた気持ちになどなれなかったのだ。

　本当は〝あなたのせいで〟などと、皮肉の一言や二言くらい言ってやりたかったが、さすがにそれはまずいだろう。

「いまどこまで進んでいるのですか？」

「実は順番どおりには書いていないんです。難むずかしいところとか、途中で飽あきがきたりしたときは、自分が好きな話を先に写したりしていたので」

　そこで塔子は冊子を手に取り、脇息を机代わりにしてぱらぱらとめくった。

「今夜はせっかく熊野に戻ってきたから、カムヤマトイワレヒコ命ノミコトの熊野入りのところでも読もうかと思って」

「カムヤマ………ああ、神じん武む帝ていですね」

　カムヤマトイワレヒコとは、初代天てん皇のう『神武天皇』のことである。

　天てん孫そん降こう臨りんで日向ひうがの地に降りた天あま津つ神かみホノニニギの曾ひ孫まごになり、つまりアマテラス大御神オオミカミの直系にあたる人物だ。

　日向国高たか千ち穂ほより東とう征せいを進め、途中熊くま野のに入るも熊の姿をした荒ぶる神の妖よう気きにあてられ気を失ってしまう。しかし熊野に住むタカクラジという男から霊れい剣けんの献けん上じようを受け、そして霊れい鳥ちよう・八や咫た烏がらすの導きを得えたことで無事に吉よし野のに入り、現在の国家の礎いしずえとなる大和やまと朝ちよう廷ていを開いたのだという。

　塔子の説明に、明槻はあいづちを打った。

「そういえば、そのような話でしたね」

「ですから熊野で烏からすは霊鳥とされているんですよ。それと、この近くにある神かみ倉くら神社の主しゆ祭さい神じんはタカクラジ命ノミコトなのです。御神体であるゴトビキ岩は神武帝が熊野入りのさい最初に登ったとされる『天あまの磐いわ盾たて』だとされているんです。それはもうびっくりするぐらい大きな岩で、しかも断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにこーんな感じで突き出しているんですよ。ご覧になられたらきっと驚かれます」

　身ぶり手ぶりで説明する塔子に、明槻はなかば気け圧おされている。

　塔子はわれに返って、気恥ずかしげに肩をすくめた。毎度毎度のことだが、古事記の話になると熱くなってしまう。

「すみません。つい興奮して………」

「いえ、あなたらしいですよ」

　微笑ほほえましいというような明槻の声こわ色いろに、塔子の胸は温かいもので満たされる。

　小直衣を着せかけてもらったとき。手蹟の話題にむきになって反応したとき。倒れかかったところを抱き留めてもらったとき。金木犀の香りに酔よいしれそうになったとき。

　それらのひとつひとつが、明槻が暁なのだと実感させてくれる。

　さまざまな問題はさておき、そのことが単純に嬉うれしかった。

　口許をほころばせる塔子をどう思ったのか、少し寂さびしげな笑みを浮かべて明槻は言った。

「神武帝が羨うらやましいです。せっかく熊野に来たのですから、私も八咫烏に導いてもらいたいものです」

　さらりと告げられた言葉が、やけに胸に染みた。

　塔子は冊子を文机に戻し、励ますように告げた。

「では明日参さん拝ぱいに行ったとき、導いてくださるよう一緒に願がん立だてをしませんか」

「え？」

「大おお斎ゆの原はらの大社は熊野の中でも特に、主しゆ祭さい神しんであるスサノオ命ノミコトの使者・八咫烏を篤あつく祀まつっています。ですから、きっと聞いてくださると思います」

　明槻の身の周りには、いろいろと面倒なことが取り巻いている。それは将来即そく位いをして帝みかどになっても、きっと変わりがないだろう。

　だから霊れい剣けんで身辺の妖気を祓い、八咫烏の導きで国を成した最初の帝に少しでも倣ならえればいい。そんな願いもこめて塔子が語ると、明槻は少し戸と惑まどったように訊いた。

「一緒に願ってくれるのですか」

「ええ、もちろん」

　とうぜん顔でうなずいた塔子に、明槻は少し驚いた顔を見せた。

　その反応に苦笑を返しながら、塔子の心中には複雑な思いがこみあげる。

　自分のために誰かが願う───ただそれだけのことを、なぜこの人はこれほど戸と惑まどわなくてはならないのだろう？

　直霧や範康の言葉から明槻のこれまでの半はん生せいを想像すると、塔子はやるせない気持ちになった。

「絶対です。明日絶対に行きましょう」

　断だん言げんすると、明槻はようやく口許を緩ゆるめた。

　微笑み返せばそれで終わりだったのに、なぜか頰ほおのあたりが強こわ張ばって素直に笑えない。先ほどまで胸を満たしていた温かいものの中に、ひやりと冷たいものが注そそぎこまれた。

　こんな状況で即位をして、この人は大丈夫なのだろうか？

　自分などが心配してもしかたがないことなのに、不安が頭から消えてくれない。あるいはそのことを彼が誰より不安に感じているから、最初の帝を羨むようなことを言ったのかもしれない。

　いっぽう明槻のほうも塔子の反応に気づいたようで、口元からすっと微び笑しようを消す。

　そのまま二人の間に、重苦しい沈黙が訪れた。

　火桶の中の炭が、ちりちりと音をたてて焦こげてゆく。

「それで、話とは？」

　ようやく明槻が切り出した。あたりまえの展開で予よ測そくできた問いなのに、塔子は答えに窮きゆうしてしまう。

　領地の件は簡単に話せる。だけど入内の件は───。

　打袴の上でこぶしを握り、思いきって塔子は口を開いた。

「少し前、叔お父じと別当殿と話していたのです」

「直霧から聞きましたよ」

　あっさりと明槻は応じた。考えてみれば、不思議でもなんでもないことだが。直霧は寝ていると言っていたのに、また起き出していたのだろうか？

「そ、そうですか」

　多少拍ひよう子し抜ぬけしつつも、ひとまず塔子は領地問題について説明をした。

　話を聞き終えた明槻はすぐに回答をくれた。

「境界にかんしては、法皇の言げん質ちを得ているのですから別当の言い分を通して構わないでしょう。法皇は熊野からずいぶんと献けん物もつを受けていますから、敵に回すつもりは毛もう頭とうないはずです。おそらく大納言を納得させるのに手間取っているのではないかと思いますが」

「ですがそれでは現場が困ります。叔父が、このままでは死人が出ると───」

　身を乗り出して訴えた塔子に、明槻は気難しい面持ちでしばし思案する。

　やがて彼はなんの躊躇ためらいもなく言った。

「分かりました。ではここに居る間、私が検けん地ちに行きます」

「へ？」

　一瞬耳を疑ったあと、塔子は驚きの声をあげた。

「い、いいんですか？」

「熊野からの献物が減れば、仙せん洞とう御ご所しよ（里さと内裏だいり・退たい位いして上じよう皇こうとなった帝の住まい）はかなりの痛いた手でを受けます。法皇の権けん勢せいが弱まることは私も本意ではありませんからね。もちろん抜ばつ本ぽん的てきには、法皇に大納言を抑えてもらわなければ解決しない。ですが私が出向くことで、受領側も当面の間はおとなしくなるでしょう」

　とつぜん突きつけられた難なん題だいにもかかわらず、明確な解決策を即座に提てい示じした明槻に塔子は素直に感心していた。

（すごいな、やっぱり苦労しているだけあるのね）

　明槻が聞いたら、おそらくあまり嬉しくない称しよう賛さんだろう。

　気づいているのかいないのか、ふと思いついたように明槻は言った。

「そのうえであの別当にも、相手を刺激しないように少し控ひかえてもらわなければいけませんけどね」

「それ、けっこう難しそう………」

　思わず本音をつぶやくと、明槻は微妙な顔をする。確かに昼間のやり取りを思い出したら、そんな表か情おにもなるだろう。正直塔子も大丈夫だと断だん言げんする自信はなかった。

　とはいえ東宮自みずからがここまで言ってくれているのに、範康の暴走でおじゃんにするわけにはいかない。

「う、ううん！　大丈夫。私と叔父様で身を挺ていしてでも止めてみせます」

　力強く告げる塔子に、明槻は疑わしげな眼まな差ざしをむける。身を挺してと言われても、あの熊のような範康が相手だ。いくらじゃじゃ馬でもしょせんは十六歳の小娘である塔子と、見るからに線の細い貴哉の二人では不安が残るのかもしれない。

　勝手に解かい釈しやくした塔子は、こぶしを握りしめて力りき説せつする。

「心配しないでください。あんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人ですけど、範康さんは昔から叔父様にだけは頭があがらないんです。今回だって本来は大斎原でお出迎えするはずだったのに、範康さんの監かん視し役を押しつけられて、わざわざここまで引っ張り出されてきたぐらいですから」

「………そんな理由だったんですか。叔父君が港まで来ていたのは」

「はい、見た目には信じられないことかと思いますけど。人は自分にないものを求めるといいますでしょう。斎さい院いんの宮みや様が主上おかみに頭があがらないところを見ていたら、なんとなくうなずける気がしませんか？」

　調子に乗って余計なことまで口走ってしまったが、塔子ではなく明槻のほうがさっと口許を押さえた。塔子はきょとんとして明槻を見る。肩を小刻みに震わせているところから推すい察さつするに、どうやら噴き出すのを堪えているようだった。

（やっぱり、誰が見てもおかしいよね。あの兄妹きようだい）

　明槻の肩の震えが治まったのを確認すると、塔子はふたたび話を切り出そうとする。

「とにかく範康さんは、私と叔父様で責任を持って抑えます。東宮様のお心遣いを無駄にはしませんから、どうぞご安心───」

「女によ王おう」

　最後まで言い終らないうちに、言葉を遮さえぎられた。

　虚きよを突かれたような顔をする塔子に、明槻はひどく言いにくそうに告げた。

「ご承しよう知ちのことかと思いますが、今回は一度都に戻ってもらわなくてはなりません」

　予想外の受け取られ方に目を円まるくする。

　もちろんそんなつもりで言ったわけではなかったが、確かにいまの言い方では、このまま熊野に残る心積もりのように受け取られてしまったかもしれない。

「そんな………」

　うっすらと唇を開きはしたが、かすれた声はそこで途切れてしまう。

　そんなつもりは毛もう頭とうない。今回は、都には最初から帰るつもりでいた。

　そう正直に言ってしまえばいいのに、なぜか言葉が出てこない。

　もしそう言ったのなら、明槻はきっと安心するのだろう。そして〝一年経ったら帰っていい〟と、また告げるのだろうか？

　想像すると、自分でも信じられないほどに動どう悸きが高まる。緊張と不安と恐怖がない交ぜになり、その場でじっとしていることがせいいっぱいだった。

　───ああ、そうなのだ。

　塔子は痛つう感かんした。子供じゃない。いくらなんでも、もう分かる。

　熊野に帰っていいと言われたときの失しつ望ぼうの根こん拠きよ。

　気乗りしない入内を阻そ止ししようと動きながら、いつしか好きでもない都に居たいと思いはじめた矛む盾じゆんの理由は。




　───左衛門府少尉の暁に惹ひかれていたからだ。




（私、暁のことが好きだったんだわ）

　はっきりと言葉にすると、すべての辻つじ褄つまがあう。

　都に住む暁という名の武官と離れたくなかったから、他のなにもかもを諦あきらめてでも都に残りたいと思ったのだ。

　───だけどそんな人は実在しなかった。

　彼は東宮という、あまりにも重い地位を持った明槻親王だった。

　言葉遣いに気を遣い、会いたいときに会えず、御み簾す越しに話さなくてはならない相手なんて塔子は知らない。そんな人は暁じゃない。

　反面、彼の中身がまったく変わっていないことを、この旅路で塔子は思い知らされた。

　東宮はやはり暁なのだと───だからこそ混乱して答えが出せない。

　なのに答えが出せないでいる塔子に明槻は、少しの猶ゆう予よもなく〝熊野に帰っていい〟と繰り返すのだ。

　すがるような目で自分を見つめる塔子に、明槻は痛みを堪えるように表情を歪ゆがめる。

　やがて彼は小さく嘆たん息そくすると、膝ひざに両手を置いて深々と頭を下げた。

「来年の水み無な月づきまで、どうか我が慢まんしてください」
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　速はや玉たまの社やしろから大おお斎ゆの原はらまで、熊くま野の川がわ沿いに九く里りと少しである。

　その日の朝早いうちに速玉の大たい社しやで幣へい帛はくを奉ほう納のうし、そのあと一行は山を登った。

　流れが速く川底も浅い熊野川を舟で行くのは、下りはよいが上りは大おお事ごとである。そのため今回は、山道を馬と輿こしで登ることになったのだ。

　苦く行ぎよう目的の徒と歩ほの場合をのぞき、身分の高い女性は輿を使うものだが、先せん達だつを引き受けることを理由に塔とう子こは馬を使うことにした。もちろん皇こう族ぞくの女性としても、高位女によう官かんである尚侍ないしのかみとしてもとんでもない行為である。お忍しのびだから許されることで、これが正式な御ご幸こうや行ぎよう啓けいであればまず許可されなかっただろう。もちろん主人が縋すが子こというのも、理由としてはたいがいに大きかったのだろうが。

　二カ月前は紀き伊い山中を横おう断だんする中なか辺へ路ちを使ってきたので、熊野川沿いの景色はほとんど見ることができなかった。

　今回は果はて無なし山さん脈みやくを前方に臨のぞみながら、鳥の声や水の音を聞きながら山を登る。

　中辺路を通ったときに目にした木々は、イチイガシ、タブノキ等広こう葉よう樹じゆが多かったが、こちらから登ると杉すぎや檜ひのきの針しん葉よう樹じゆが目につく。いずれにしろ常盤ときわ樹ぎが生おいしげる熊野の山は、師走しわすという季節にもかかわらず濃こい緑色をしている。

　塔子は同じく先達役の貴たか哉なりと馬を並べ、一行の先頭を進んでいた。

　服装は五いつつ衣ぎぬを省略した衵あこめ姿すがたに指さし貫ぬきを穿はき、足許は鹿しか皮がわの毛け沓ぐつである。

　一緒に騎き馬ばで行くと言ったときは少し驚いた顔をした貴哉だったが、縋子の了りよう解かいを得えていることを告つげると簡単に納得した。もともとのじゃじゃ馬ぶりを承しよう知ちしているからなのか、あるいは以前左さ近こん衛えの大だい将しようが指摘したように見かけによらず肝きもが太いからなのか、理由はよく分からない。いずれにせよ皇こう女じよとか尚侍とか、立場を理由にいろいろ制約を受けないことは伸び伸びできる。

（ほら、どう考えたって熊野のほうがいいに決まっているじゃない）

　言い聞かせながらも、すぐに虚むなしい気持ちになった。無理やり納得しようとしている自分の真意があからさますぎて白しらけてしまう。こんなどこか歪いびつな説得を自分に課かしている理由が、昨夜の明あか槻つきとのやり取りにあることはあきらかだった。

「塔子、疲れた？」

　とつぜん声をかけられてわれに返る。隣となりで貴哉が心配そうにこちらを見ていた。黙りこくっていたからか、あるいは表情を曇くもらせていたのか。

　あわてて陽よう気きを装よそおって塔子は答える。

「ち、ちょっとね。高こう野や山さんまで行くには、あの山を越えなきゃいけないのかと思って」

「高野山には行かないけど」

　苦しまぎれにろくでもないことを言った塔子に、え？　という顔で貴哉が言った。

　大斎原から北上する小こ辺へ路ちの先には、空くう海かいが開いた真しん言ごん宗しゆうの聖せい地ちがある。

　とはいえ山やま伏ぶしや修しゆ験げん者じやならともかく、一般の参さん詣けい者しやが気軽に足を踏み入れるような経路ではない。ちなみに少し東側にそれる大おお峰みね道みちは、吉よし野のに通じる道である。

「あ、いや。もしもの話、もし行くんだったら大変だろうなと思って」

「………行きたいの？」

　いよいよ疑わしげに問う貴哉に、塔子はあわてて首を横に振った。

「べ、別にいま行きたいわけじゃないから」

「そうだね。そもそもあそこは女によ人にん禁きん制せいだから」

　本心ではないと分かっているから、それこそ流すように貴哉は言った。

　完全に苦しまぎれの噓うそだとばれている。まあ素直に信じられていたら、それはそれで貴哉が悪いものでも食べたのではないかと疑っただろう。それぐらい馬ば鹿かな言い訳だった。

（私、なにをやっているのかしら）

　どこまでも煮えきらない自分に軽くへこみ、気持ちを切り替えるように頭かぶりをひとつ振って塔子は話題を変えた。

「ところで直なお霧ぎりさん、今ごろぐったりしているでしょうね」

　一行が速玉の社から戻ってきたときには、彼は範のり康やすと一緒に屋や敷しきを出ていた。

　先代別べつ当とうの墓に案内してもらっているはずだが、供く養ようがよほど長引かないかぎり、もう別当邸に戻っているだろう。もちろん直霧も相当話しかけにくい相手なので、一方的に決めつけるのはどうかと思うが。

　塔子の言葉に貴哉は苦笑交まじりに答えた。

「でも、二人とも基本的に自分の姿し勢せいを崩くずす人間ではないから、大丈夫じゃないかな」

「あ、なるほど。そうよねえ」

　一度話をしただけの直霧に対する的てき確かくな評価に、塔子は大きくうなずいた。長なが月つきに熊野を訪れたときにも面識はあったが、あのときは彼と一言も話していないはずだ。

「東とう宮ぐう様は乳ち兄弟きようだいがいないことを、多少心細く感じておられるかもしれないけどね」

「………そうね」

　塔子は言葉を濁にごした。信頼できる人間が直霧くらいしかいない───範康の言葉は思った以上に、塔子の心の深い部分に突つき刺ささっていた。

「塔子？」

「え？」

「なにかあったの？」

　ぎくりとする塔子の横で、貴哉はちらりと後方の列を見やった。

　縋子の輿の横に、まるで警けい護ごの武ぶ官かんのように騎馬の明槻がいた。もちろん彼も含め、二人の宮の周りには帯たい刀とう、弓きゆう箭せんを持った武官が囲ってはいたが。

「境界線のこと以外に、東宮様になにか言われたの？」

　声をひそめて貴哉は問う。ここに来るまでの道中、塔子は貴哉に、受ず領りように直接話をするという明槻の決意を話していた。

「ううん、別に」

　素早く塔子は否定したが、冷や汗が出そうな気がした。

　相変わらず貴哉は鋭するどい。なにも言葉にしなくても、塔子の機き微びにすぐに気づく。

　確かに言われはしたし、明槻の意図で気になる部分もある。

　だがいろいろ考えても、もはやしかたがないことだ。

　一年後、熊野に帰るということで問題は解決している。あとは自分の心のありようなのだからと、塔子は強引に物思いに対する未み練れんを打ち切った。

「それより、海かい賊ぞくの件を話し損そこなってごめんなさい」

　とつぜん話題を変えた塔子に、貴哉は釈しやく然ぜんとしない表情をしながらも答える。

「いや、かえってそのほうがよかったよ。あくまでもこちらの推すい測そくにすぎない話だし、もう少しはっきりしてからお伝えしたほうが、余計な心しん労ろうをおかけせずにすむだろう」

「でも、東宮様も似たことをおっしゃっていたわ。向かい風の位置にある船を狙ねらう海賊船なんておかしいって」

　海賊の目的は略りやく奪だつや誘ゆう拐かいだから、相手の船に追いつけなければ意味がない。

　それなのにあの船は、追いつけるはずもない向かい風の船に矢を射いかけてきた。範康から話を聞いていたらしく、現場を見ていないはずの貴哉もうなずく。

「だから、なにかお心当たりがないだろうかと思って」

　そう言って貴哉は、ふたたび明槻のほうを見る。つられて塔子も目をむける。

　なにが起きたのか、縋子の輿にむかって声をかけている。

　───なにか不満に思うのであれば、東宮のほうから訊きにくるであろう。

　塔子が貴哉に抱きついたことを懸け念ねんする女によう官かん達に、縋子はすげなく言い捨てた。

　そして昨夜の明槻は、その件についてなにも言わなかった。

　彼への複ふく雑ざつな感情を自覚して、針はりで突つかれるような痛みを覚える。しかし考えてももう詮せん無ないことだと、無理やり割り切ろうとした。

「出生の関係からどうしても敵が多い方だけど、公く卿ぎようの方々は生命いのちを狙うような真ま似ねまではしないと思うわ。そんな宮様に対して恐おそれ多い」

　話題が話題だけに、いっそう声をひそめて塔子は言った。

　仏ぶつ教きよう思想の浸しん透とうにより、都の貴き族ぞく達は極きよく端たんに殺せつ生しようを嫌きらう。現在でも律りつの上では存在する死し刑けいが『薬くす子この変へん』以降施し行こうされていないことなどその最さいたる例である。失しつ脚きやくを狙うにしても出しゆつ家けを強きよう制せいするか、ひどくても遠えん流るまでだろう。

「でも公卿の中にも、あの左さ近こん衛えの大だい将しよう様のような方もいるよ」

　顔色も変えずに告げられた名前に、塔子はぎくりとする。

　確かにあの左近衛大将は、自分の目的のために人一人殺そうとした人間だ。

　どこまで本気か冗じよう談だんか分からぬ態度と、皮ひ肉にくとからかいばかりの言げん動どうに惑まどわされてうっかり忘れるところだった。

「それに命じた側にそこまでのつもりがなくても、引き受けたほうが先走った真似をすることはあるからね」

　さらりと告げられた不ふ穏おんな言葉に、塔子はますます表情を硬かたくする。

　確かに公卿達は死を穢けがれとして嫌っているが、地方豪ごう族ぞくや武士の間では『承じよう平へい天てん慶ぎようの乱らん』や『前ぜん九く年ねんの役えき』『後ご三さん年ねんの役』に見られるような、さらし首や敵一族を殲せん滅めつするなどの、そうとう血なまぐさい戦いくさも起きている。

　摂せつ関かん家けの家けい司し受領は、別当家の僧そう兵へいに対たい抗こうするため武む者しやを雇やとい入れたという。

　気の荒い者同士がぶつかりあえば、誇こ張ちようではなく死人が出かねない。皇こう家けと摂関家の意向を大たい義ぎ名めい分ぶんにした地方の争あらそいは、たがいに落とし所をなくしてゆくゆくは戦に近いものに拡かく大だいしていくかもしれない。

　範康が懸念していた〝悪あく党とうの喧けん嘩かではすまない〟というのは、そういう意味なのだ。

「やだな、なんだかぞっとしてきた」

　左手を手た綱づなから離し、塔子は右の二の腕を抱かかえこんだ。

「だから東宮様が仲ちゆう裁さいに入ってくださるというのは、本当にありがたいお話なんだよ」

「………そうね」

　いまさら明槻の機き転てんに感心する。彼の身分にある者にしかできない方法だ。

　いくら摂関家の家司とはいえ、東宮から直接注意されればしばらくはおとなしくするだろう。もちろんそのぶん、範康にも自じ重ちようしてもらわなければならないが。

「それじゃあの海賊もどきの連中は、東宮様や斎さい院いんの宮みや様が乗っていると承知したうえで、船を襲おそってきたというの？」

「かもしれない。そもそも本物の海賊だとしたら、やり口が甘すぎる。本物なら相手の船に乗りこんで、身ぐるみを剝はいだあと海に突き落とすぐらいはやるだろうからね。だけど彼等らは範康の追つい撃げきにも逃げの一手だったらしいし。だとすればおそらく威い嚇かくが目的だろう」

　優しげな面おも持もちで物ぶつ騒そうなことを告げる貴哉を、塔子はしばし絶ぜつ句くして見つめる。

　やがてこくりと息を吞のみ、なんとか気を取り直して問う。

「東宮様達への脅おどしって、なんのために？」

「それは私にも分からない。宮中でなにが起きようと、こちらに伝わってくることはあくまでも噂でしか知り得ないから。ご本人にお訊ききするのがいちばんいい」

　貴哉の言うことはもっともだが、塔子は〝脅し〟という理由がどうにも納得できなかった。明槻だけでなく縋子まで同乗している船に海賊紛まがいの嫌がらせをして、首しゆ謀ぼう者しやにいったいなんの意味があるのか。

（なぜ？）

　疑問を抱いだいた瞬間。足あし許もとが崩れ、深い穴に落ちるような衝しよう撃げきを感じた。

　血の気が引き、背せ筋すじに冷たいものが走る。

　高まる動どう悸きを抑えようと塔子は一度息を吐いた。

「………東宮様に、お尋ねしてみるわ」

　かすれた声に、貴哉もひどく憂ゆう鬱うつそうな面持ちでうなずいた。

　どうやら、ただの物もの見み遊ゆ山さんでは終わりそうもない。

　思ったよりややこしい事態になりそうだ───塔子は手綱を握りしめる。

　冬だというのに手のひらには、じっとりと汗がにじんでいた。
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　大斎原おおゆのはらの大社は、熊くま野の三さん山ざんの中でもっとも高い場所に位置している。

　熊野川沿いに登り、三つの川に囲まれた中なか洲すが見えてきたころには、太陽は西の山脈の間に沈みかかっており、黄おう金ごん色いろの西日が山肌や川かわ面もに陰いん影えいを刻みつけていた。

　もう遅いということもあり、奉ほう幣へいや祈き願がんなどの儀ぎ式しきは明日にすることにして、今晩は塔とう子この実家でもある宿泊所で休むことになった。神楽かぐらや相す撲もう等、さまざまに趣しゆ向こうを凝こらした催もよおしを松たい明まつの明かりの下で観みるというのも風流だが、寒いしとりあえずみな疲れていた。

　それゆえだったのか、上かみ女じよ中ちゆうの計かず乃のが近くに温泉があることを告つげると、すぐ縋すが子こが入りたいと言いだし、それに塔子も付き合うことにした。

　一般に使われる蒸むし風ぶ呂ろが清せい潔けつを目的とすることとちがい、湯あみの目的は療りよう養ようや疲ひ労ろう回復にある。有あり馬ま温泉や牟む婁ろの湯は日に本ほん書しよ記きにも記しるされている古こ湯とうで、奈な良ら時代の皇こう族ぞく達が湯とう治じに訪れていたという。

　邸やしきの女おんな衆しゆうを使って計乃が手て際ぎわよく準備をはじめ、一刻後には牛ぎつ車しやは湯治場前に到とう着ちやくしていた。

　子供でも簡単に降りられる、小さな谷間を流れる細い川の岸辺に湯治場はあった。

　板いた塀べいで囲まれた湯小屋の中に入ると、もうもうと湯ゆ気げが立ちのぼっていた。三人も入ればいっぱいになるような小さな岩風呂だった。冬の夜や気きに凍こごえた身体からだをすくめながら湯に入り、しばらく無言でつかっていると温かさがじんわりと全身に広がってゆく。

「さすがに疲れたのう」

　うんと手足を伸ばしながら、縋子は言った。しかし台詞せりふのわりに、声にはずいぶんと活かつ気きがある。かくいう塔子も身体からだにたまった旅の疲れが、湯ににじみ出ていくような心地ここちよさを感じていた。

　湯を手のひらですくい顔にかけると、冷たかった頰ほおもたちまち温まる。

「生き返りますね～」

「なんじゃ、若い娘が年寄り臭くさい」

「ですが熊野は〝隠こも国りく〟ですから、生き返るというのもあながち筋すじ違ちがいではありませんよ」

「理り屈くつじゃのう」

　縋子の笑い声が湯治場に響き渡った。

　隠国というのは、死者の魂たましいの寄り添う根ねの国、黄よ泉みの国とされる場所だ。それゆえ熊野を詣もうでた者は、生きながらにして自分を〝死の国〟に葬ほうむり、新しい自分に生まれ変わることができるといわれている。

　空を見あげると冬の星々がきらめき、板塀のむこうから川のせせらぎが聞こえてくる。

「こんなに気持ちがいいのだから、皆さんもお入りになればよかったのに」

　実は三人の女によう官かんは、室へやで休むといって同行を断ったのだ。岩風呂の規き模ぼから、どのみち一緒には入れなかったのだが、あとから入る時間は十分にあった。

「東宮は、あとから来るとか言っておったぞ」

「………先に入っちゃって、よかったんですか？」

　どうでもいいことのように告げられた事実に、温まっていた身体が一気に冷える。

　縋子のほうは吞のん気きなもので、塔子の恐おそれなど意味が分からぬことのようにひょうひょうとしている。縋子ならそれでも通るだろうが、塔子はそういうわけにはいかない。

（迂う闊かつだった。縋子様に誘われて、ついうっかり………）

　昨日につづき、また不ぶ調ちよう法ほうを重ねてしまった。身分を考えれば誘われても控えるべきだったのだろうが、それでは縋子のほうが納得しなかっただろう。一人で入るなんてつまらないと言いだしかねない。

（それに、どのみちもうしかたがないし）

　どうせ一年後には帰るのだから、多少見み損そこなわれたってかまうものか。

　開き直り半分で、自分を無理やり納得させる。

「いいお湯ですから、きっと東宮様もお気に召めしてくださいますわ」

　塔子の言葉に、縋子は鷹おう揚ようにうなずく。

　湯船の外の岩場に流した髪を、下しも女中が皁さい莢かち（豆とう果かの莢さやを洗浄料として使った）を使って洗ってくれるのも気持ちよくて、このまま眠ってしまいそうだ。

　見ると縋子も岩に頭を乗せて、緩ゆるく目を瞑つむっている。

　日に七回色を変えるといわれる湯は、この時間は白はく濁だくしており鎖さ骨こつから上しか見えないが、驚くほど滑なめらかで白い肌は同性でも少しどきどきしてしまう。

「斎さい院いんの宮みや様って、本当にお綺き麗れいですね」

　ため息交じりに感かん嘆たんの言葉を述のべると、縋子はぱちくりと目を見開いた。

　彼女は少し臆おくしたように身を引き、まじまじと塔子を見つめる。

「なんじゃ、とつぜん？」

「え、正直な感想を述べただけですが………」

「花の盛さかりの娘が、妾わらわのような年寄りになにを言うておるか」

　にべもなく告げたあと、縋子は髪を洗う下女中に声をかける。

「すまぬな、とつぜん動いたのでやりにくかったであろう」

　下女中は驚きのあまり、髪を洗う手を一瞬止めた。本来なら言葉かけどころか御ご尊そん顔がんを拝はいすることも叶かなわぬ相手から謝罪されたのだから、それはもう驚いたことだろう。

　どう反応してよいのか分からないらしく、下女中はかつての主人である塔子を見る。

　塔子が大丈夫だからと目配せをすると、下女中はたどたどしく答えた。

「滅めつ相そうもございません。あまりにも見事な御お髪ぐしなので、私のような下げ賤せんの者が手を触ふれるなど恐れ多くて───」

　訛なまりの強い褒ほめ言葉に、縋子は嬉しそうに笑った。

　私が褒めたときは〝年寄り〟などと拗ねたことを言ったくせに、とか思いつつも、よい意味での縋子の破は天てん荒こうぶりに塔子は嬉しくなった。

　いきなり熊野に行くと言いだしたときは、なにを考えているのだろうとちらりと思ったが、この方を大好きな自分の生まれ故こ郷きようにお連れできたのは光栄なことだった。そう思って、塔子はぐいっと顔を近づけた。

「斎院宮様。今夜はぐっすりお休みなさってください。明日は神楽や管かん弦げんなど、せいいっぱいおもてなしをいたしますから」

「そうか、それは楽しみじゃな」

　縋子は湯気で上じよう気きした顔を、さらに紅こう潮ちようさせた。
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　塔とう子こと縋すが子こが簡単な身づくろいで牛ぎつ車しやに乗りこんでからすぐに、明あか槻つきを乗せた車が到着した。格かつ好こうが格好なだけに外に出るどころか顔をあわせることさえできなかったが、車の外から下しも女じよ中ちゆうが教えてくれたのだ。

　湯上がりの元もと巫み女こ二人を乗せた牛車はゆらゆらと進み、少しして車くるま宿やどりに停まった。

　中門のところで呼び寄せられた女によう官かんと上かみ女中達が、縋子の姿を隠すべく目にも留とまらぬような早はや業わざで差さし几き帳ちようをかざす。

　湯上がりの縋子が、袴はかまを省しよう略りやくした単ひとえの着流しに、袿うちぎを羽は織おるという非常に簡かん略りやくした出いで立たちだったからだ。牛車の中で五いつつ衣ぎぬを着せるのは至し難なんの業わざだし、いくら儀ぎ式しき慣れした縋子でも、湯上がりのくつろいだ状態でそんな仰ぎよう々ぎようしい格好はしたくないだろう。もちろん彼女の身分を考えれば、たとえ唐から衣ぎぬ裳も姿でも人ひと目めを避さけるための差几帳は必要だったが。

　塔子は縋子より先だって牛車を降りた。単に指さし貫ぬきという、山を登ってきたときと同じ出で立ちのままだ。もちろん肌はだ着ぎである小こ袖そでは着替えている。

「斎院宮様を御お座ましにお連れして。私は着替えてくるから」

　計かず乃のに命めいじると、塔子は中門をくぐり抜けた。しかし中門廊ろうに人影を見つけ、足を止める。釣つり灯どう籠ろうの下で貴たか哉なりが、庭に立つ下げ男なんとなにか話していたのだ。

「叔お父じ様」

　駆かけよった塔子だが、振り返った貴哉の厳しい表情にどきりとして足を止める。

「ど、どうしたの？」

「車宿りのところに烏からすの死し骸がいが落ちていたんだ」

「は？」

　意味が分からずにいる塔子に、貴哉は声をひそめる。

「斎院宮様がお戻りになる前に気がついてよかった。たとえ鳥でも遭そう遇ぐうしたら触しよく穢えにはなるから、大変なことになるところだった」

　行った先で人の死し穢えに触ふれた場合、穢けがれが他人に伝でん染せんしないよう三十日間籠こもらなければならなくなる。それほど大おお仰ぎようではなくとも、過去には犬の死骸が理由で宮きゆう中ちゆうの儀ぎ式しきが中止になったこともあった。そんな慣かん習しゆうの中で烏とはいえ死骸に遭遇させては、確かに申し訳が立たない。

　よかった、と言いかけて塔子ははっとする。

「な、なんで烏が、そんなところで死んでいるの？」

　烏が民家の庭で死ぬなどあまり聞かない。邸やしきでは烏を襲おそうような猫ねこは飼っていないし、狩しゆ猟りようの対象になるような鳥でもない。そもそも熊くま野ので霊れい鳥ちようとされる烏を射る罰ばちあたりな者もいるはずがない。

　理り詰づめで考えているうちに、背筋がひやりとする。

　もしやの思いで貴哉を見上げると、彼は憂ゆう鬱うつな面おも持もちでうなずいた。

「ひょっとして、誰かが故こ意いに？」

「その話、詳しく聞かせよ」

　凜りんとした貫かん禄ろくのある声こわ音ねに振りむくと、少し離れた場所に縋子が立っていた。もちろん先せん導どう役の計乃をはじめ、周りの女官達が差几帳をかざしているので着流した単と裾すそを引く袿しか見えなかったが。

　貴哉は、彼にしては珍しく戸と惑まどいを浮かべた。せっかく目に触れさせずにすんだと安心していた穢れの存在を、立ち話から知られてしまったのだ。自分の迂う闊かつさを悔くいたくもなるだろう。

　とはいえすでに聞かれてしまったことを、いまさら隠し立てしてもしかたがない。そのあたりの貴哉の判はん断だんは、いつものごとく早かった。

「お耳汚しになるやもしれませぬが───」

　一応前置きをしつつ、貴哉は計乃に御座所へ案内するように告げた。いくら縋子が破は天てん荒こうでも、着流し姿のまま中門廊で立ち話はできない。

　一行のあとに付き従したがう形で、塔子と貴哉は東ひがしの対たいにむかう。

　寒かん気きを配はい慮りよして格こう子しはすでに下ろされており、妻つま戸どから廂ひさし内に入った。

　御み簾す内で、ごそごそと二人の女官が縋子の身み繕づくろいを手伝う物音がする。

　しばらくして支し度たくが整った旨むねが告げられると、貴哉は車宿りにあった烏の死骸に加え、海かい賊ぞくにかんする不ふ審しんを話しはじめた。海賊の件にかんしては縋子も気になるところがあるように言っていたので、貴哉が双方の件を関連付けさせたことには納得したようだった。

「それではあの海賊どもは、妾達の船と承知したうえで襲ってきたのか？」

「この二つの件が同じ手の者によるのであれば、おそらくそうでしょう。ですがそのあたりも含めまして、まだよく分かっていません」

　そこで一度言葉を切ると、率そつ直ちよくに貴哉は尋ねた。

「斎院宮様には、なにかお心当たりはございますか？」

　御簾内の縋子はしばし無言だった。思案しているのか、あるいは思いあたる節があっても口こう外がいできないのかは分からない。そわそわしながら御簾の内と外を見比べる塔子だったが、対照的に貴哉はあっさり縋子の返答を待つことに見切りをつけた。

「ご存じかもしれませんが、領地の境きよう界かいの件で、東とう宮ぐう様が検けん地ちをしてくださるとおっしゃいました。その件が外に漏もれたりなどすれば、あるいは先刻のような嫌いやがらせもあるかもしれません」

「そなたは東宮が検地をすると言ったことを、誰ぞに話したのか？」

　縋子の問いに、すかさず塔子が口をはさんだ。

「範のり康やすさ、いえ、別べつ当とう殿どのには私が話しました」

　もし口外したことを責せめられるのなら、自分が受けるべきだと思ったからだ。明槻からその件を聞いたのは塔子で、貴哉や範康は塔子から又聞きしたに過ぎない。

「では、別当が誰ぞに話しておるやもしれぬな」

　縋子の言葉に、貴哉は素早く意見を呈ていした。

「だとしたら、海賊とは別口からの差さし金がねということになりますが」

「別口であれば、烏の死骸はこの邸に対する恨うらみではないのか？」

「そんなっ───」

　恨みという不ふ穏おんな縋子の言葉に、塔子は思わず反論しかけた。

　しかしそれより早く、貴哉が応じる。

「心当たりはありませんが、そうであればせいぜい〝悪あく党とうの喧けん嘩か〟でしょうから、かえって安心できます。しかし万が一でも高こう貴きな御おん方かた々がたになにかあっては一大事ですから、こちらといたしましては常に最悪の事態を想そう定ていし、対策を講こうじておきたいと考えております」

　正論に、御簾内の縋子がどんな反応をしたのかは分からなかった。しかしどう考えても愉ゆ快かいな顔はしていないだろう。自分達に危き害がいを加えようと狙っている者が、二組いるかもしれないということなのだから。

　なにか思案しているのか、縋子はしばし沈黙を貫つらぬく。

　張りつめたような空気がただよう中、とつぜん縋子がふっと笑い声をこぼした。

「斎院宮様？」

「そうしてたもれ。特に塔子は、未来の帝みかどを産んでもらわなければならぬ大切な姫じゃからのう」

　塔子は目を瞬しばたたかせた。昨夜につづいての強きよう烈れつなけん制に、よもやとは思うが、縋子は一年後に帰るという明槻との口約束を知っているのではと疑ってしまう。

　どぎまぎする胸を押さえ、塔子は貴哉の反応をうかがった。貴哉は塔子に入じゆ内だいするつもりがなく、帰き郷きようするつもりでいることを知っている。

「───心得ております」

　慇いん懃ぎんに貴哉は告げた。静せい謐ひつな美び貌ぼうからは、これといった感情の動きを読み取ることはできない。

「それではこの件にかんして、ご無礼を承しよう知ちで申しあげます」

　貴哉は形のよい顎あごをすっと持ちあげ、あらためて視線を正面にむけた。

「仮に別当が検地を口外していたとして、それがこの不ふ祥しよう事じの原因であるとするならば、誰の差し金かはあきらかです。しかしその結果なんらかの報ほう復ふく、いえ、警けい告こくかもしれませんが、対象となるのは我が家ではなく別当家のはずです」

　貴哉の言うとおりだ。明槻が仲ちゆう裁さいに入ることが理由であれば、犯人は境界線争いをしている受ず領りよう以外にありえない。そして彼が警告すべき相手がいるとしたら、間違いなく貴哉ではなく範康のほうだ。

　しかしこの邸やしきは別当邸ではない。そうなると検地がらみで警告の対象となる人物は一人しかいない。貴哉の言う無礼の意味がなんとなく分かって、塔子は眉まゆをよせる。

「………確かに、そうじゃな」

　ひどく不ふ機き嫌げんに縋子は言った。反はん論ろんされたことに臍へそを曲げているわけではなく、事じ態たいが思ったよりこみ入っていることに辟へき易えきしているようだった。

「ただし、検地が理由だとしたら、別当以外に警告の対象となられる方はもう一人おいでです」

　いよいよ核心に迫った貴哉の言葉に、塔子はごくりと唾つばを吞のんだ。

　御簾内で縋子が身み動じろぎする気配が伝わった。

　おそらく彼女も承知しているのだろう。

「大変に恐おそれ多いことですが、東宮様です」

　次の瞬間、塔子は立ちあがった。

「塔子？」

「私、ちょっと様子を見てくる」

「ちょ、見てくるって───」

　貴哉がなにか言いかけたが、塔子の耳にはまったく入っていなかった。

　妻つま戸どから簀子に飛び出すと、指貫姿をよいことに、階きざはしを使わず直接地面に飛び降りるという無茶を久々にやらかした。厩うまやにむかい、愛あい馬ばを引きずり出す。二カ月前、ほぼ三年ぶりに戻ってきた塔子を、暴れることもなく乗せてくれた忠ちゆう義ぎ者もの（？）の馬だ。

　山道には灯ひとつなかったが、星が輝かがやいており夜よ目めが利きいた。

　南国熊野の空気が温おん暖だんだったことは幸いだった。これが京なら、濡ぬれ髪がみのまま馬を飛ばしたりしたら間違いなく凍こごえていただろう。

　湯治場がある谷まで来ると、塔子は馬から飛び下りた。谷の上には二人の武ぶ官かんと牛うし飼かい童わらわが立っていた。都からやってきた武官達は馬を走らせてきた塔子に目を円まるくしたが、かまわず塔子は顔かお馴な染じみの牛飼い童に尋ねた。

「暁あかつきは下？」

　誰のことか分からなかったのか、牛飼い童は目を白黒させる。興奮のあまり塔子も、東宮を呼び捨てにするという自分の非ひ礼れいにまったく気づいていない。とにかく彼の身に振りかかるかもしれない危険を知らせなければ、その一心しかなかった。

　牛飼い童の返事を待たず、塔子は川岸につづく石いし段だんを駆け下りた。古こ来らいより湯治客が多いので、昔から足場は造つくられているのだ。湯小屋の前には、手て拭ぬぐいと盥たらいを抱えた十三、四歳くらいの小こ姓しようが立っていた。

「暁はここ？」

「は？」

　こちらも誰のことか分からなかったのか、あるいは塔子があまりに鬼き気き迫った表か情おをしているので臆おくしてしまったのか、返事をすることすらできずにいた。

　塔子は彼の返事を待つ冷静さもないまま、湯小屋の中に飛びこんだ。

　もうもうと湯気が立ちこめる中、岩風呂の陰にぼんやりと明槻の姿が見えた。彼も髪を洗ってもらったのか、烏の濡ぬれ羽ばのような黒髪が肩や首筋に張りついている。

「暁！」

　塔子はしゃがみこみ、岩穴の縁ふちに手をついてぐいっと身を乗り出した。

　湯気が晴れた先の明槻は、自分の目を疑うようにまじまじと塔子を見つめている。
















　裸はだかで湯ゆ船ぶねに浸つかっているときに、妻か母親以外の女性が飛びこんできたら、たいていの男はそんな反応をするだろう。もっとも明槻の身分を考えれば、妻や母親でもそんなことはしないだろうし、現実問題として妻はいないし母親は故こ人じんである。

　ちなみに日に七回色を変えるといわれる湯は、先ほどの白色とはちがいやや青あお紫むらさきがかっているようだったが、混こん濁だくしているのは同じで湯の中までは見えない。そのことを塔子が幸いだと思っているのか、あるいは自分の破は廉れん恥ち極まりない行こう為いにまったく気がついていないのか───答えは考えるまでもなく後こう者しやだった。

「………な、なんですか？」

　いっこうに己おのれの所しよ業ぎように気づく気配のない塔子に、辛かろうじて明槻は問い返した。

「大変よ！　賊ぞくが潜せん入にゆうしているかもしれないんですって」

「は、はあ………」

「海賊と同どう一いつ犯はんかどうかはまだ分からないけど、もしかしたらあなたの検地が理由かもしれない………あ、そうだったら海賊と同一犯ではなくなるのか」

「そ、そうですね」

「特にいまは直なお霧ぎりさんがいないから、身の周りには十分注意して。武官達にも言っておかないと───」

「わ、分かりました」

　などと言いながら視線をあわせようとしない明槻に、塔子はさらに身を乗り出す。

　肩から上を湯面に突き出した状態で、嚙かみつかんばかりの勢いきおいで叫さけんだ。

「ちょっと、ちゃんと真面目に聞いてる！」

「いや、その………」

　どこまでも歯切れの悪い明槻に、塔子は少しいらついてきた。

　昨晩明槻が口にした、自じ嘲ちようとも皮肉ともつかぬ言葉を思い出してしまったのだ。

　───そうなれば、公く卿ぎよう達は諸もろ手てを挙あげて浮かれることでしょうね。

　彼の複雑な立場、もっと率そつ直ちよくにいえば、敵が多い現状を端たん的てきに表した言葉だった。

　それが現実だから、そう思うこともしかたがないと分かっている。

　そのいっぽうで塔子の心の中に、それだけではないという反発、いや、それだけではないと伝えたい気持ちがあふれ返っていた。

　思い余って塔子は叫んだ。

「あなたになにかあったら、私はどうしたらいいのよ！」

　明槻は、それまでどこか虚うつろだった目を大きく瞬かせた。

　ようやく自分の目を見た明槻に、塔子は肩で大きく息をする。

　ずっとこの人に訊きたかったのだ。目を見て、正面からきちんと。

　あなたがあれほどしきりに〝熊野に帰れ〟と言ったのは。




　───自分を囲む厄やつ介かい事ごとに私を巻きこみたくなかったからではないの？




　漠ばく然ぜんと自分の子供のことを考えたとき、塔子ははじめてそのことに気がついたのだ。

「あの、女によ王おう………」

　えらく弱々しい声で呼びかけられ、塔子はわれに返る。

　岩縁に肘ひじを乗せ、明槻がぐったりとうなだれていた。

「え？」

「………すみません、外の者を呼んでくれますか？」

「湯あたりなされたんじゃないかな。塔子がそこにいるから出るに出られなくて」

　振り返ると、扉を開けたところに貴哉が立っていた。彼の後ろでは先ほどの小姓が不安げな面持ちでのぞきこんでいる。

　ここに至いたって塔子は、ようやく自分の破廉恥な行為を自覚した。

　しかも勢いで、つい昔のようなぞんざいな口を利きいてしまったではないか。

　一瞬血の気が引いたが、その血がすぐに全身を逆流したように身体が熱くなる。

「す、すみません。そんなつもりは、べ、別に見たかったとかそんなわけじゃ………」

「いいから塔子、取りあえず小屋の外に出なさい」

　言うに事欠かいてろくでもない発言をした塔子に、珍しく貴哉が声を大きくした。

　塔子はあわてて小屋を飛び出した。〝大丈夫ですか〟とか〝水を〟とか言っている貴哉の声が聞こえたが、小屋の外でおとなしく待って様子を確認する度ど胸きようなどなかった。

　ただ、ただ、この場から逃げ去りたい一心で階段を駆けあがり、牛飼い童に預けていた馬に飛び乗った。

（馬ば鹿か、馬鹿！　私ったら、なんて恥ずかしいことを！）

　逃走するような勢いで馬を駆けさせる。師走の風は肌を切るように冷たいのに、身体の熱さが少しも治おさまらない。

（ど、どうしよう………暁が戻ってきたら、どんな顔をして会えばいいのよ）

　考えただけで、この世から消え去りたい気持ちになる。そこまで非現実的でなくとも、邸に戻りたくないというぐらいは普通に考えた。新しん宮ぐうまで下りれば、泊めてくれそうな知り合いもいる。

（よ、よし、今日はもう邸には帰らないで、川を下ろう）

　動どう揺ようのあまり、相手の家の迷めい惑わくも夜よ更ふけの危険も顧かえりみずに思い立ちはしたが、すぐに現実の壁（？）に突きあたった。

（でも、どのみち明後日あさつてにはみんな下山してくるんだった）

　そして一緒に那な智ち大社を詣もうでてから、都に戻らなくてはならないのだ。

（駄目だ、結局同じことだわ）

　がっくりとうなだれると、塔子は馬首に頭とう頂ちよう部ぶを押しつけた。

　躾しつけのよい馬は、騎手が指示をしなくても順調に邸にむかって進んでゆく。

（暁、大丈夫かしら………）

　湯あたりなら少し休めばよくなるだろうが、まことに申し訳ないことをしてしまった。

　そもそも自分が原因を作っておいて、今ごろ心配をするなんて、人として絶対に非ひ難なんされるべきだろう。

（と、とにかく、謝らなくっちゃ………でも、どんな顔をして会いにいけというの？）

　馬上で懊おう悩のうしているうち、早々に邸にたどり着いた。

　少しはこちらの気持ちを慮おもんぱかって、ゆっくり進んでくれればいいのに。などと理り不ふ尽じんな思いを愛馬に抱きつつ、塔子はすっかりしょげ返って門をくぐった。
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「貴たか哉なり様が、東とう宮ぐう様とご一緒にお帰りになられましたよ」

　帰宅するなり自分の室へやに籠こもってしまった塔とう子こに、廂ひさしから遠えん慮りよがちに計かず乃のが告つげた。畳たたみの上で綿入りの衵あこめにくるまっていた塔子は、ばっと顔を出した。

「東宮様は大丈夫だった？」

「特にお変わりないように拝見しましたが。そういえば、ずいぶんと長風ぶ呂ろでしたねえ。湯あみはほどほどにしておかないと、かえって具合が悪くなることもありますのに………」

　ごめんなさい。それは東宮様のせいではなく、私のせいです。

　心の中で平へい伏ふくするが、謝あやまる相手は計乃ではない。だいいちいくら心から申し訳ないと思っていても、口に出して伝えなければ意味がない。

（どうしよう、いますぐ謝りにいくべきかしら？　それともほとぼりが冷めた明日に、あらためて行ったほうがいいのかしら？）

　悶もん々もんと悩む塔子に、計乃がふたたび告つげる。

「それと塔子様、斎さい院いんの宮みや様がずっとご案じなされておいでですが」

　塔子は衵を跳ね飛ばして立ちあがった。

　そういえば縋すが子この尋じん問もん（？）を放り出す形で飛び出していってしまったのだ。

（と、とりあえず、そっちを先に謝ろう）

　答えが決まっているほうから、先に片づけよう。すぐに伺うかがう旨むねを縋子に伝えるように計乃に命めいじると、別の女中に手伝ってもらっていそいそと着替える。指さし貫ぬきを打うち袴ばかまに穿はき替え、単ひとえの上に綿入りの衵を羽は織おる。さすがに五いつつ衣ぎぬを襲かさねる時間の余裕はない。

　縋子の御お座ましにむかいながら塔子は、途中退たい席せきの理由を追及されたらどう答えるべきかと頭を悩ませていた。

　簀すの子こから到着を告げると、すぐに妻つま戸どが開かれた。だが女によう官かんの案内で廂ひさし内に入った塔子は、次の瞬間固まった。

　南廂の中央に明あか槻つきが座っていたのだ。

　固まったまま立ち尽くす塔子に、明槻は表情を崩さない。この様子だと湯あたりのほうは大丈夫そうだ。それだけは安心できたが、だからといって落ち着けるはずもない。

「来たか、塔子。まあ、そこに座れ」

　御簾内で縋子は気楽に言うが、いますぐここから逃げ出したい気持ちでいっぱいだ。

　帰ってもいいと言われたことで、この人を好きなのだと自覚した。

　それだけでもかなり惨みじめなのに、入浴中に飛びこむという破は廉れん恥ち極まりない行こう為いまでしでかした。十六年の人生の中で、間違いなくいまがいちばん恥ずかしい。

　恐れ多くも明槻の隣に用意してある茵しとねがむしろ恨うらめしい。あの茵をせめてもう少し離して置いてほしい、などと無駄な抵てい抗こうを心の中で試みる。

　おずおずと近づいた塔子を、明槻は一いち瞥べつもしない。ぺたりと腰を下ろすまではなんとかできたが、もはや顔があげられない。謝るべきだろうけど、いくらなんでも縋子の前で顚てん末まつを話すのは恥ずかしすぎる。

　悄しよう然ぜんとしたまま、明槻のほうを見ずに縋子に頭を下げた。

「とつぜん御ご前ぜんを退しりぞきまして、本当に失礼しました」

「いやいや、それはかまわぬ。しかし塔子、聞くところによると東宮が入っていた湯小屋に飛びこんだそうじゃのう」

「───！」

　婉えん曲きよくという言葉とは無む縁えんに、そのまま事実が伝わっていることに塔子は悲鳴をあげそうになった。しかし冷静に考えてみれば、伝わっていないと思うほうがどうかしている。牛うし飼かい童わらわも小こ姓しようもいた。なにより真横の明槻が直接言ったのかもしれない。

「おかげで東宮が湯あたりを起こ───」

　縋子が言い終らないうちに、ばっと両手を床について塔子は深々と頭を下げる。

　頭を下げる相手がちがうだろう、という冷静な考えは思い浮かばなかった。

「す、すみません！　私が悪いんです。あんまり心配だったものですから、つい考えなしに行動してしまって」

　茵の縁へり飾かざりに目をむけたまま取りあえず叫んだが、周りの反応は不ぶ気き味みなほどしんっとしていた。怖いのと恥ずかしいのが入り交じって、もはや顔があげられない。

（ああ、いっそオオクニヌシ神ノカミのように籠ってしまいたい）

　アマテラス大御神オオミカミの意向を受けたタケミカヅチに、国を譲ゆずるように要求されたオオクニヌシはそれを受じゆ諾だくし、熊野から冥めい府ふを下って黄よ泉みの国に籠ったとされている。

　イザナミ、カグツチを葬ほうむった花はなの窟いわやといい、熊野が根ねの国、隠国こもりくといわれる所以ゆえんである。ちなみに国譲りの代だい償しようとしてオオクニヌシのために造られた宮が、出雲国いずものくに（現在の島しま根ね県）の出雲大社といわれている。

　しかし塔子の変わった意味での好こう事ずな喩たとえは、口にしたところで明槻にも縋子にも分かってはもらえなかっただろう。そもそもそんなことを説明をされずに分かる人間は、塔子の周りでは貴哉ぐらいだ。

「あの、女によ王おう………」

　遠えん慮りよがちに明槻が呼びかけた。ひれ伏したまま塔子は、ぴくんっと肩を揺らす。

「湯治場でのことはもう気にしなくていいですから、顔をあげてください」

　なだめすかすような明槻の物言いに、塔子は少し冷静になる。

　怒っていない？　そんな気持ちからそろそろと顔をあげたときだった。

「そうそう。どうせ夫婦めおとになったら、そんなもの毎晩見るのじゃからな」

　今さらながら内ない親しん王のうとも思えぬ露ろ骨こつな縋子の台詞せりふに、塔子は目を白黒させる。

　つい先刻まで静かだった明槻が、鬼おにの形ぎよう相そうで怒ど鳴なりつけた。

「猶は母は様！」

「み、見ていません！　お湯が濁にごっていたからなにも見えませんでした！　本当です。信じてください」

「女王！」

　半泣き状態で言い訳をする塔子に、明槻が叱しかりつけるように声をあげた。

　客きやつ観かん的てきに判断すれば、明槻も塔子に負けず劣おとらず恥ずかしいだろうから、けして理り不ふ尽じんな反応ではない。しかし強い口調に、塔子はおびえたように明槻を見あげる。彼は端たん整せいな面おも差ざしを忌いま々いましげにしかめ、音をたてて立ちあがった。

「もう、いいですから。行きましょう」

「え？　行くって………」

　明槻は即そく座ざに反応できない塔子の腕をつかみ、引きあげるようにして立ちあがらせた。

「まだ、斎院宮様のお話が………」

　話というほど実のある内容だったのかはともかく、この期ごに及んでまだ縋子に遠えん慮りよをすることに痺しびれを切らしたのか、明槻は塔子の身体からだを横抱きに抱かかえあげた。

（ええっ！　ち、ちょっと）

　自分が置かれている現状を、とっさに理解することができなかった。

　恋心を自覚した相手に抱きかかえられている。現象（？）だけなら喜ぶべき事態だが、好きだということを単純に喜べる相手ではないから複雑だった。それ以前に展開が突とつ飛ぴすぎて、思考がついていかない。

　しかし、単と衵だけという簡かん易いな出いで立たちだったからできた業わざだろう。唐から衣ぎぬ裳もは言うまでもないが、五つ衣を着用した小こ袿うちぎ装しよう束ぞくでも着て歩くだけでかなりの労力がいる。

　ましてそれを着た女性を抱えあげるなど、よほど剛ごう力りきの者でないかぎり無理だ。さしずめアマテラス大御神オオミカミを天あまの岩いわ戸とから引っ張り出した、タヂカラオぐらいではないか。

　例によって現実逃避に状況を古こ事じ記きに喩えている塔子を抱えたまま、明槻は妻戸から出てずんずんっと簀すの子こを進んでいく。

　冬の冷気で頭が冷えると同時に、塔子はいくらか冷静さを取り戻した。

　確かにあのまま縋子の所に居たら、なにを言われていたか分かったものではなかった。逃走（？）という明槻の判断はまったく賢けん明めいで、それを塔子がぐずぐずしていたため明槻は癇かん癪しやくを起こしてしまったにちがいない。

　しかし現実問題として、重たかろうと思うのだが。

「あの、もう下ろしてもらって………」

「いいえ、大丈夫です」

「で、でも、腰を痛めますよ」

　やけに現実的な塔子の懸け念ねんなど、まったく聞こえていないように明槻は進んでいく。

　胸の位置から見あげる表情は、かなり機き嫌げんが悪そうである。湯治場での塔子の破廉恥な行為を「気にしなくていい」と言いはしたが、そのあとの縋子の過か激げきな発言で消えかけていた火に油をそそいでしまったようだ。

（だめだわ。きっといまなにを言っても）

　早々に塔子は説得を諦あきらめた。ひとまずおとなしくしておこう。そのうち明槻のほうが根をあげるはずだ。小柄で華きや奢しやな塔子ではあるが、衣の重みは侮あなどれないものだ。

　しかしそんなふうに吞のん気きにかまえていられたのは、つかの間だった。

　明槻は母おも屋やにつながる西方向への渡わた殿どのを無視して、簀子を北の方向に曲がってしまった。

「あ、あの、そっちは私の室じゃ………」

「話がありますので、このまま私の室まで来てもらいます」

　有う無むを言わせぬ物言いに塔子は目を剝むく。こんな夜更けに自分の室に連れていくと言われたのだから、普通の女性であればそれなりのことを考えてしまうだろう。しかしそのあたりにいまいち無む頓とん着ちやくな塔子は、すぐに自分勝手な解かい釈しやくに至いたる。

（なんだろう？　なにか人に聞かれてはいけない話があるのかしら）

　なにしろ相手は、夜更けになんの躊ちゆう躇ちよもなく自分の室に入れたことがある相手だ。

　しかも一回のみならず二回もである。そのうえ二回ともそんな事態にはかけらもならなかったものだから、塔子の頭の中からもともと希き薄はくだったそのような観かん念ねんがきれいに抜け落ちてしまっていたのだ。

（まあ、話をきちんとしたいのはこっちも同じだったから、ちょうどいいか）

　合ごう理り的てきに解釈すると、塔子は明槻の腕の中でおとなしくなった。

　開き直って冷静になると、改めて気づく。

（あ、お湯の匂においが残っている）

　衣に薫たき染しめた香こうではなく、清せい潔けつで自然な匂いが心地ここちよい。

（じゃあ、私も同じ香りがするのかな？）

　自分の胸にくんくんと鼻をよせる塔子を、明槻は怪け訝げんな面持ちで見おろす。やがて彼の口許が自然とほころんだが、衣に顔をよせていた塔子は気づかなかった。

　室まで来ると、簀子で控ひかえていた武官が目を円まるくするが、明槻はかまわず妻戸を開けさせた。武官に言われて妻戸を開けた女官までが目を円くするが、もちろん明槻はかまわなかった。

　中に入ったら下ろしてくれるものと思っていたのに、明槻は塔子を抱えたまま廂から母屋にあがってゆく。廂と母屋を隔へだてる御簾は上がったままになっていたが、明槻は女官に御簾を下ろさせてから、下がるように命じた。

　明槻は母屋にあがってから、二に帖じよう敷いた畳の上にようやく塔子を下ろした。

　途中で根をあげるだろうと思っていたが、なんとここに至るまで明槻は一度も塔子を抱え直すようなそぶりを見せなかった。それどころか一度も足を緩ゆるめなかった。

　畳にぺたりと座った塔子は、板の間に立つ明槻を見あげて言った。

「東宮様って、ヤマトタケル命ノミコトでもオオクニヌシ神ノカミでもなく、実はタヂカラオ神ノカミだったんですね」

　好事な喩えにはもう慣れたのか、明槻は訳の分からぬ顔をしたが、それ以上なにか問うこともなく、自分も畳に腰を下ろした。有名どころのヤマトタケルとオオクニヌシは知っているだろうから、おそらくタヂカラオに反応できなかったのだろう。

　二帖の畳の上には茵と脇きよう息そく。北側には屛びよう風ぶ。壁際には二に階かい厨ず子しに衣い架か等、室しつ礼らいは一般的なものである。畳の脇には大おお殿との油あぶらに火が灯ともされ、反対側には火ひ桶おけが置かれ、おとしの上で赤々と火が燃えている。

　衣架には、冬の直のう衣しがかかっていた。小こ葵あおい紋もんを織おり出した白の衣、裏は藍あいと紅くれないで交こう染せんした二ふた藍あいである。

（ああ、明日の行事用か………）

　衣い冠かん、束そく帯たいほどではなくとも、せめてこれくらいはあらたまった装よそおいが必要だろう。

　そういえば今朝の速はや玉たまでの行事も、略りやく礼れい装そうの冠かんむり直衣のうし姿だった。

　明槻は畳の上で片かた膝ひざを立て、反対側の足は床に投げ出して座っていた。塔子は自分の前にある茵を手でそっと押しやったが、明槻はちらりと一瞥しただけで、それを塔子のほうに押し返した。

　一枚しかない茵を真ん中に置いたまま、二人は廂との間に下がった御簾に目をむけていた。ようするに、目をあわせることができないのだ。

　気まずい空気の中、とうとう明槻が口を開いた。

「猶母様の言うことなんて、気にしなくて大丈夫ですから」

　とっさになにを指しているのか分からなかった。縋子の過激発言や問題発言など、いちいちあげつらねていったらきりがない。だがすぐに直近の赤面ものの発言を思い出し、納得する。

「そ、そうですよね。仮に夫婦だとしても、毎晩なんて絶対無理ですよね」

「………」

　自分の発言のとんちきぶりに気がつかないまま、塔子は乾いた笑いを漏もらす。

　明槻はなんとも微び妙みような面持ちで塔子を見るが、どうやら彼女がその意味に気づいていないと認にん識しきしたらしく、聞こえよがしの大きなため息を漏らした。

「そうですね。複数の妻を持つ男が一人にだけ入れあげることは、他の妻に対して不ふ誠せい実じつでしょうね」

「普通に最低ですね。だったら最初から妻にするなと言いたいです」

　遠えん慮りよなく言い放った塔子に、明槻は苦笑を漏らす。

「ですが男のほうだって、好き嫌いだけで結婚できるわけじゃありませんからね」

　言われてみればもっともな言い分に、塔子は目から鱗うろこが落ちたような気持ちになった。

（そうよね。考えてみれば東宮様や主上おかみって〝妻つま問どひい〟なんてしないものね）

　彼等には来る者を拒こばむ権利は多少あっても、基本的に自分から行く権利はないのだ。

　なにしろ選んだ相手がまともに政局に影響するから、好きという気持ちだけでは動けない。

「東宮様がおっしゃると、説得力がありますね」

　ついしみじみとした口調になると、明槻はちょっと嫌いやな顔をした。

　法ほう皇おうが邸に白しら拍びよう子しを呼びよせていることを考えれば、上じよう皇こうにでもなればずいぶんと自由は利きくのだろう。しかし若いときは恋愛の自由は無きにも等しい。だからこそ今きん上じよう・宣せん陽よう帝ていは、明槻の亡き母でもある榠めい子こ内ない親しん王のうにあれほど執しゆう着ちやくしたのかもしれない。

　結果としてその恋心が、現在の明槻の複雑な立場を作りあげてしまった。

　恋というものは、実にいろいろなものを含んでいる。単純に好きという気持ちだけでむきあえるのなら、ずいぶんと気楽に突き進めるだろうに。

　十分すぎるほど心を痛めている主上を責せめるつもりなど塔子にはないが、結局身分を考えず単純に好きという気持ちに従したがってしまった結果が、いまの明槻の立場を作りあげた。

　塔子とて、人のことは言えない。

　明槻が本当に左さ衛え門もんの少しよう尉じようであったのなら、彼に対する想いをここまで複雑にこじらせてはいなかっただろう。少なくとも相手の気持ちを知る前から、未来に生まれる子供のことを思って躊ちゆう躇ちよしたりはしなかったはずだ。

　そこまで考えて、塔子はおもむろに明槻を見た。

　彼は膝の上に顎あごを乗せ、なにか思うような表情を浮かべている。大殿油の炎が、端整な面おも差ざしに柔らかい陰いん影えいを刻みつけていた。

「烏からすの件は、叔お父じ君ぎみから聞きました」

　ぽつりと明槻は言った。不ふ穏おんな現実に引き戻され、塔子はぎくりとする。

「すみません、いろいろと面めん倒どうなんですよ。私の周りは」

「別に、あれが必ず東宮様達への嫌がらせと決まったわけでは………」

「だけど別当に対する警けい告こくなら、この邸に嫌がらせをするなんておかしいでしょう。気軽に行き来できる距離だというのならともかく………それとも叔父君は、なにかご自身に心当たりがあるようにおっしゃっていましたか？」

　答えに窮きゆうする塔子に、明槻は微び苦く笑しようを浮かべる。諦てい観かんなのか覚悟を決めているのか、いかんとも判別しにくい表情だった。

　あらためて塔子は考える。

　出生の問題は、明槻が物心つくころにはすでに彼について回っていたのだろう。あまりにも長いこと面倒な状況に置かれつづけたことが、よくも悪くも明槻の人間性に影響を及ぼしている。

　それは、けして折れない強い心と───なにも望まない諦観の心。

「いえ………」

　塔子は一度口をつぐみ、ほんのしばらく間を置く。

　だがすぐに、意を決して呼びかけた。

「話を戻していいですか？」

　明槻は意味の分からぬ顔をしたが、かまわず塔子は問うた。

「ではあなたは、本当にお妃きさきに迎えたいと思う方はいらっしゃらないのですか？」

　明槻は顎から手を離し、ゆっくりと顔をこちらにむけた。

　塔子を見つめる彼の切れ長の瞳ひとみは、これ以上ないほどに大きく見開かれている。

　ひどい衝しよう撃げきを受けた人がとっさにはなにも言えなくなるように、うっすらと開いた唇くちびるはなにも言葉を発せない。

　自分が口にした言葉が、あまりにも無む神しん経けいかもしれないという不安はあった。

　本当に妃に迎えたいと思う女性───それが自分だと思うほど自うぬ惚ぼれてはいない。

　だがそうでも思わなければ、法皇や縋子の意向を無視してまで、明槻が塔子に帰き郷きようを許可する理由が分からないのだ。

　そもそも東宮の地位にありながら、いつまでも妃を迎えないということなど許されるはずもない。以前は自分が熊野に帰りたいという希望ばかりが頭にあって気がつかなかったが、明槻がもっと自分本位でものを考える人間であれば、塔子を妃にすることは体てい裁さいを整えるというだけでも十分な意味があるはずなのに、頑かたくなにしようとしない。

「もし、私の思いこみなら、はっきり言ってもらってかまいません」

　そう前置きをしてから、塔子はついに核かく心しんに切りこんだ。

「あなたは私を自分のしがらみに巻きこみたくなくて、熊野に帰るように言ったのではないのですか？」

　その問いに、明槻はうっすらと開いていた唇をきゅっと嚙みしめた。

　なにかを堪こらえるような悔くやしげな表情に、塔子は高いところから飛び降りるようなつもりでさらに問いかける。

「私の勘かん違ちがいですか？」

　その瞬間だった。視界がとっさに暗くなり、ぐいっと抱きよせられた。

　脇息ががたりと音をたてて、畳の下に転がり落ちる。

　明槻の長い腕が塔子の華きや奢しやな身体をからめとる。柔らかい衣と湯上がりの清せい潔けつな匂いが、塔子の顔や肩を包つつんだ。

「いいえ」

　その言葉だけが強い口調で言われた。

　だが、それきりだった。だから塔子は、明槻が〝勘違い〟という自分の疑問を肯こう定ていしたのか否定したのかが分からずにいた。

　押しつけられた胸から、規則的に刻む明槻の鼓こ動どうが頭に響く。

　彼の体温を肌で感じているうちに、自分の身体が自分のものではなくなっていく気がした。現実とは異なる場所に身を置いているような、そんな不思議な感覚だった。

　無言で抱きあうだけの時間が流れ、やがて明槻の腕の力が緩ゆるんだ。

　明槻は肘ひじを伸ばして、塔子の身体を軽く押すようにして離した。そして顔をのぞきこむようにして視線をあわせる。

「あなたの言うとおりです」

　打って変わって、静かな声音になっていた。

「私はあなたを守ることはできる。ですが、こ熊こ野に居るより幸せにできるとは言えない」

　塔子は息を吞のんだ。

　その言葉はとつぜん降ってきた大きな雹ひようのように、塔子の胸を貫きぽっかりと大きな穴を空あけたのだ。

　埋うめようのない空くう虚きよなせつなさに塔子はしばしぼう然とする。

　明槻の言うとおりだった。

　この人を好きなのだと、もはや塔子は自覚していた。

　だけどそれだけで他のすべてを捨てられるほど、愚おろかにも潔いさぎよくもなれない。

　こうして戻ってみて、やはり故郷は心地よいと思った。

　気の置けない人々はもちろんだが、温暖な空気、深い森に果てない山脈。霧きりけぶる川がそそぎこむ黒くろ潮しおの海。目に映る景色のなにもかもが、塔子の心を安心させてくれる。

　幸せにできるとは言えない───だからその言葉に衝撃は受けても、ちがうとは言えなかった。熊野川沿いに登ってくる途中、何度も自分に言い聞かせていた。熊野に戻ってきたほうがいいに決まっている。きっと心安らかに過ごせるはずだと。

　仮に東宮妃になったところでなにが待っている？　たとえ宮中の複雑な人間関係には耐たえられても、産まれてくる子供に禍わざわいが降りかかることは耐えられない。

　なによりこの人は明槻ではあっても、暁ではないのだ。

　そこまで分かっているのに───。

（どうして私は、この人の視線から目をそらすことができないのだろう？）

　塔子は無言で、自分を見つめる明槻を見つめ返す。意志の強さを感じさせる黒い瞳は、美しいけれどすべてを跳はね返してしまう硬かたい宝ほう珠じゆのようだ。

　その瞳にせつな、柔らかいとも気弱とも取れる光が浮かぶ。

　目を見張る塔子の前で、明槻は小さく息をついた。

「あなたは私を心配していると言ってくれた。そして私になにかあったら、どうしたらいいのかと叫んだ」

　暗あん唱しようするように告げられた言葉に、塔子は見開いていた目を一度瞬かせた。

　興奮と動どう揺ようで口走った言葉だったが、こうしてあらためて聞かされるとなかなか大だい胆たんなことを言ったものだ。

　だがそれは間違いなく、あのときの塔子の本音だった。気恥ずかしさはもちろんあるが、もはや否定するつもりはなかった。

「ええ、言いました」

「あのとき私は、ひょっとしてあなたを自分の妃きさきにしてもよいのかと考えました」

「………私を妃にしたいと、思っていたのですか？」

「出会った最初の日の夜。あのときからずっと思っていました」

　塔子の問いに、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく明槻は答えた。

「あのときから、ずっとあなたのことが好きでした」

　疑いようもない恋の告白を、塔子はひどく緊張した思いで受け止めた。

　葉は月づきに出会ってから、ずっとそう思っていたのだという。

　ならばどうして抱ほう擁ようを解といて、こんなふうに距離を取って話をするのか。

　明槻の態度が不可解だから、言葉を単純に受け止めることができない。

　追つい及きゆうともすがるともつかぬ塔子の眼まな差ざしに、明槻は痛みを堪こらえるような表か情おをする。

「ですが先ほどここに戻ってくるとき、叔父君に言われました」

「………叔父様？」

「都でのあなたが、こ熊こ野と同じように笑うことができていなければ、約束どおり一年後にあなたを熊野に帰してください───」

　驚きのあまり塔子はしばしぼう然とする。

　貴哉の言葉が、塔子の懸け念ねんをあまりにも正確に突いていたからだ。なにかを訴うつたえたわけでも現場を見たわけでもないのに、なぜそこまで分かるのだろう。

　そんなふうに思ういっぽうで、貴哉であればとうぜんだと納得もしていた。

　港で子供のように抱きついたとき、なにかあったことに聡さとい彼は気づいたはずだ。

　それから会話を重ねているうちに、貴哉はおおかたのことを推すい察さつしていたのかもしれない。今回の件でいろいろと愚ぐ痴ちを言ったり、具体的な相談をした覚えはないが、貴哉は昔から人の心の機き微びにとても敏びん感かんだった。

「叔父様が、そんなことを？」

　心ならずも口くち許もとがほころんでいたことに、塔子は自分でも分からずにいた。

　明槻は微び苦く笑しようを浮かべてうなずいた。

　彼の反応に、塔子はたちまち重苦しい気持ちになる。守ることはできても、幸せにできる自信はないというあの言葉───あれは貴哉のその発言を受けてのものだったのか？

「許してやってください」

「？」

「猶は母は様と祖そ父ふ様があなたを入じゆ内だいさせようと躍やつ起きになっているのは、皇こう家けの問題だけではなく、実は私個人のことを慮おもんぱかってくれている部分もあるのですよ」

　ひょいと肩をすくめ、しかたがないというように明槻は言った。

　それはつまり、明槻が塔子を妃にしたいと望んでいたことを彼等が知っているということなのだろうか？

　もちろん政治的条件、血ち筋すじ、年ねん齢れい等を考えて、塔子が最適だったというのがいちばんの理由だろうが、そう考えれば最初からやたら好意的だった二人の態度に納得がいく。

「二人とも少しやりすぎなところはありますが、私のことを考えてくれているのは間違いありませんし、それは私も承知しています」

　そこで明槻は小さく笑った。

　苦笑とも自じ嘲ちようとも取れる微び笑しように胸が詰まる。

　痛ましげな顔をする塔子から、一度視線をそらして明槻は言った。

「ですが私は、自分と似たような苦労をあなたとわが子にはさせたくないんです」
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　おとしの中の炭がちりちりと音をたてて、やがて白い灰になってぽろりともげた。

　大おお殿との油あぶらに灯ともされた明かりが、立て膝ひざした片足を胸に抱かかえこんだ明あか槻つきの影を几き帳ちように大きく映し出していた。

　最後に塔とう子こがなんと言って出て行ったのか、ほとんど覚えていない。

　なにしろ自分が告つげた言葉に対して塔子があまりにも悲しそうな表か情おをしたので、顔を見ないようにするだけでせいいっぱいだったからだ。そうしないと彼女を抱きしめ、自分の傍そばに居てほしいと告げてしまいそうだった。

「妃きさきにしてもよいのかと考えました、か」

　自分が塔子に告げた言葉を、まるで他人が言った言葉のようにつぶやく。

　どうして、あんなことを言ってしまったのだろう？

　塔子を熊くま野のに帰してやらなくてはいけない。その義ぎ務む感かんは、出会ったときからずっと持っていた。理由はいろいろあるが、一番は塔子に恋い慕したう相手がいるからだった。

　港で彼女が貴たか哉なりに抱きついた姿を見て、そのことを痛つう感かんした。

　そう思いこんでいたから、湯とう治じ場ばでの彼女の発言には驚いた。湯あみ中にとつぜん飛びこんでくるという、とんでもない行為も吹っ飛ぶほどに。

　───あなたになにかあったら、私はどうしたらいいのよ！

　あの言葉はちょっとした衝しよう撃げきだった。塔子の心の中で、よもや自分がそれほど大きな位置を占しめているとは思いもよらぬことだった。だからもしかしたら、この娘を妃に迎えてもよいのだろうか？　一瞬そんなふうに考えてしまったのだ。

　まったく馬ば鹿かなことを。おおかた湯あたりして逆の上ぼせあがっていたのだろうと、いまなら冷静に思うこともできる。

　塔子の気持ちがどうであれ、自分の周りの面めん倒どうな状況はなにひとつ変わっていない。

　現実を突きつけたのが、湯治場での貴哉の言葉だった。

　塔子のとんでもない闖ちん入にゆうと発言で、湯からあがっても明槻はしばらくぐったりして谷からあがることができずにいた。そんな明槻を小こ姓しようと一緒に介かい抱ほうしたうえで、貴哉は塔子の非ひ礼れいを謝しや罪ざいした。

『様子を見てくると言って飛び出したときに、まさかとは思ったのですが、ここまで大だい胆たんなことをするとは………』

　さすがに面食らってはいたようだが、どうにも笑いを堪こらえきれていなかった。

　不ふ機き嫌げんな顔をする明槻に、貴哉は気を取り直すようにひとつ咳せき払ばらいをした。

『すみません。あの娘こも、よほど心配していたのだと思います』

　その口調がなんとなく挑ちよう発はつ的てきに聞こえたのは、自分の気のせいだったのか。

　明槻は気分が回かい復ふくするのを待ってから、賊ぞくの件を貴哉に尋ねた。話のつながり上、訊かないわけにはいかなかった。なにしろ塔子が、あれほど大おお仰ぎように騒ぎまくったのだから。

　烏からすの件についてきちんと説明を受けた明槻は、思わず舌した打うちをしたい気持ちになった。

　海かい賊ぞくと烏、二つの件がつながっているかどうかは分からないが、結局自分が関わっていることに変わりはなさそうだ。

　忌いま々いましげな顔をする明槻に、貴哉は不意打ちのように告げたのだ。

『都での塔子が、こ熊こ野と同じように笑うことができていなければ、一年後、約束どおりあの娘を熊野に戻してください』

　嫌だということはできなかった。しかし、分かったと言うこともできなかった。

　対して貴哉が答えを追及することはなかった。

　言げん質ちを取ることではなく、自分の願いを告げることだけが目的であったようだ。

　思い出して明槻は、眉み間けんに皺しわをよせる。

「誰か」

　声をあげると、御み簾すのむこうで女によう官かんが返事をした。塔子が帰ってから、彼女はふたたび廂ひさしの間で控ひかえていたのだ。

「宮ぐう司じ殿どのに来ていただくよう、伝えてまいれ」

　いくぶん腹立たしげな口調になったことは否いなめなかったし、官かん人じんでもない人間をこんな夜よ更ふけに呼び出すことは一方的かもしれない。

　しかし理り屈くつでは分かっていても、なにか言わないかぎり収まりそうもなかった。

（かえって、嫌いや気けがさすかもしれないがな）

　女官の衣きぬ擦ずれの音が遠ざかっていくのを聞きながら、自じ嘲ちよう気ぎ味みに明槻は思った。

　実際いま、少しそんな気持ちになっている。だが呼び出しを撤てつ回かいする気にはならなかった。

　さほど待たないうちに妻戸が音をたてて開き、ふたたび衣擦れの音が聞こえた。

　御簾むこうの廂に、女官に導かれて貴哉が姿を見せた。彼からすれば対たいの屋やとはいえ自分の邸やしきなのに、人に案内されるというのは不思議な感覚だろう。それ以前にこんな時間に呼び出されて、なにごとかと思っているだろうが。

　明槻が冷えることを理由に母おも屋やに入るように言うと、貴哉は御簾を持ちあげるようにして姿を見せた。鳥とりノの子こ色いろの狩かり衣ぎぬをきちんと着ているところから、どうやら起きてはいたようだ。

「こんな時間にすまない」

「いいえ。なにかご要望がございましたら、いつでも遠えん慮りよなくお申しつけください」

　そう言って貴哉は立ったまま、火桶を見おろした。

「炭が無くなりそうですね。持ってくるように伝えましょう」

　指し摘てきされおとしをのぞいてみると、白い灰になった炭が転がっており、火か勢せいはかなり弱くなっている。貴哉は御簾のむこうに控える女官に、邸の者にその旨むねを伝えてくれるように頼んだ。そのうえで彼は火鉢の前で膝をつき、火ひ箸ばしを使って炭をかきまぜた。

「風か邪ぜを召めしますよ」

「大丈夫だ。湯あたりするくらい浸つかったから」

「湯冷め、という言葉があるでしょう」

　なかば自じ棄きのように言う明槻に、貴哉は苦笑交まじりに返した。火箸で転がされた炭が、おとしの中で赤みを取り戻す。

「それでご用件は？」

　火箸を動かしながら貴哉が訊いた。先を越されたような気持ちになり、明槻は顔をしかめた。夜更けに呼び出しておいて、いつまでも用件を切り出さない自分のほうに非があることは分かっているので、どう考えても筋すじ違ちがいなのだが。

「女によ王おうには、きちんと伝えたから」

　歯切れの悪い物言いに、貴哉は火箸を動かす手を止めて顔をあげた。驚いたことに、意味の分からぬ表情をしている。さすがにむっとして、明槻は口調を強くした。

「熊野に帰すようにと、言ったであろう」

「………ああ、あれですか」

　他人の言動のような反応に、もうぜんと腹立たしくなった。

　───あんな、人の横よこ面つらを張るようなことを言っておいて。

　塔子の気持ちがいくらかでも自分にむいていたことを知って驚いたが、その瞬間はさすがに嬉うれしいと思った。そんな身しん体たい的にも精神的にも逆上せていたところに、冷や水をかけたのが貴哉のあの一言だ。

　だが、おかげで頭が冷えた。

　塔子を妃にしてしまえば、彼女は必ず政治的混乱に巻きこまれる。

　自分の場合、産まれ持った宿しゆく命めいのようなものだから諦あきらめもつくが、塔子はそうではない。ひたすら宮きゆう中ちゆうの都合で、望まぬままに振り回されているだけだ。そのうえ自分のしがらみにまで巻きこむことはしたくない。

　実は入じゆ内だいの話が出た当初は、このように考えたことはなかった。

　亡くなった高たか槻つき親しん王のうの姫を東とう宮ぐう妃ひにと打だ診しんされたときは、藤とう家けの血を引かぬ女王であればむしろ望ましいというくらいの気持ちでいた。

　だが彼女に出会い、そして惹ひかれるようになってから、巻きこみたくないという思いが強くなった。たとえ塔子の気持ちがどこにあろうと、自分を囲む環境の複雑さは変わらない。

　しかし塔子を入内させないとなれば、近きん々きんに大だい納な言ごんの娘の入内を了りよう承しようするしかなさそうだった。祖父法ほう皇おうの思おも惑わくに反するし、それを引き延のばすために帝に即そく位いすることを了りよう承しようした縋すが子こは、きっと烈れつ火かのごとく怒るだろう。

　縋子の鬼おにの形ぎよう相そうを想像して少し憂ゆう鬱うつになったが、そこはひとまず考えないことにした。それにそうなれば大納言も、熊野での領地問題にかんして譲じよう歩ほするだろう。

　もろもろ先のことを考えながら、貴哉に覚えた怒りをなんとか静める。

「心配しなくても、約束は守る」

　それは明槻にとって、自みずからに引いん導どうを渡すような思いで言った言葉だった。

　約束を守るということ、すなわち塔子を熊野に戻すと、よりにもよってこの青年に宣言したのだから。

　しかし貴哉は、まだ釈しやく然ぜんとしない顔をしている。

　怒りを通り越して、明槻は拍ひよう子し抜ぬけしたような気持ちになった。性格上、喜き色しよく満まん面めんになるような人物ではないと思っていたが、せめて安あん堵どした様子くらいは見せると思っていたのだが。

「東とう宮ぐう様がそうおっしゃったとき、塔子はなんと言っていましたか？」

「叔お父じ様がそんなことを、と言って喜んでいたが………」

　わざわざ告げたい言葉ではなかったが、噓うそをつくのは嫌だったからしかたがない。

　貴哉はやはり納得がいかないようで、火箸を持ったままじっと思案している。

　やがて彼はおもむろに尋ねた。

「あの娘は、都では笑っていませんか？」

　しごく単純な問いに、明槻はとっさに反応することができなかった。

　そんなことはない。よく笑い、よく怒り、よくしゃべる。あんな感情が豊かな姫を、明槻はこれまで見たことがなかった。彼女の笑顔に何度癒いやされ、救われたことか。

　そうだ。塔子はいつも明るかった。小さな身体にはち切れんばかりの元気をみなぎらせて、よく笑顔を見せてくれた。───明槻が東宮だと知るまでは。

　だが東宮だと知ってからは、言こと葉ば遣づかいに気を遣つかい、話題に気を遣い、それだけで消しよう耗もうしきっているのが歴れき然ぜんとしていた。

（結局、私のせいではないか）

　正体を明かしたことで、彼女から屈くつ託たくのない笑顔を奪うばってしまった。

　そもそも事の発ほつ端たんは、自分が正体を隠して彼女の前に出たからであって、順序立てて考えていくと、つくづく自分の心無い行こう為いに嫌いや気けがさす。

「宮中でも彼女は笑っている。しかし、ここのように生き生きとはしていない」

「あれでもずいぶん淑しとやかになりましたけどね。昔はもっと活かつ発ぱつでしたから」

　明槻は目を半はん眼がんにして貴哉を見た。なんだか信じられない言葉を聞いた気がする。

「そう、なのか？」

「───大人になっただけだと思います」

　静かに貴哉は言った。

「熊野の田舎いなかで、家族や友人に囲まれて誰にも裏切られずに暮らしてきた娘が、実の父親に利用され、あげくその非ひ業ごうの最さい期ごを突きつけられた。同時に異い母ぼ姉しの苦悩とそれゆえに生じた残ざん酷こくな行為を知ったのです。単純に目に見えるものだけではない、他のものを見ることができるようになってとうぜんでしょう」

　貴哉の言葉は、明槻にとってやけに説得力のあるものだった。

　物心ついたときから宮中での複雑な人間関係にもまれてきた。だから少年のころは、世の中の人間は敵か味方の二種類しかいないと思っていた。

　二は十た歳ちを越したいまでも基本的にそれは変わらないが、敵にも事情や心があることはずいぶん昔から分かるようになっていた。個々の複雑な事情、心の機き微びが分かってくると、人はもう無む邪じや気きには戻れない。

　しかしそれは成人であれば、とうぜん知らなくてはならないことだ。知らないでいたのなら、自分はさぞ無邪気で残酷な人間になっていただろう。

「では、そなたの目には、女王は以前と変わらずに見えるのか？」

「少なくとも〝都にいたせいで歪ゆがんでしまった〟とは思いません」

「………」

「ですが、今後そのような気配が塔子に生じるようであれば、必ずここに戻してくださいというつもりで、あのようにお願いしたのです」

　釘を刺すように言われて、明槻は表情を厳しくする。

　確かに内だい裏りに入ってから四カ月経つとはいえ、主人たる自分が吉よし野ので静せい養ようという形を取っていたこともあり、名ばかりの尚侍ないしのかみである塔子は宮中の人間関係にもさほどもまれることはなかった。それゆえに彼女は〝変わらない〟でいられたのかもしれない。

　しかしこれからは、そうもいかないだろう。

　ろくな後ろ盾もなく、奇き矯きようなふるまいで有名な怨おん霊りようの娘など、東宮が気に入るはずもない。そんなふうに塔子の存在を軽く見ていた公く卿ぎよう達にも、豊明節会とよあかりのせちえの騒そう動どうで、二人がある程度親しい仲であることは知れ渡ってしまった。彼女を遠巻きにしていた後こう宮きゆうの女性達の目も、これからはずっと厳しくなるだろう。

（なんとかしなくては───）

　そこでふと明槻は思いついた。

　年明けに即そく位いが決まっている縋子は、年末に内裏に住居を移すことになっている。女じよ帝ていの即位により、後宮の女人達は一気に激げき減げんする。

（そうだ、猶は母は様の尚侍ないしのかみにしてもらったら………）

　見ているかぎり塔子は、百ひやく戦せん錬れん磨まの縋子の女官達とは親しくやっていた。

　自分の周りの問題が解決するわけではないが、少なくとも縋子の側におけば、東宮御ご所しよである昭しよう陽よう舎しやにいるよりは安心できるのではないだろうか。

（そうだ、そのほうがいい）

　偶然の思いつきだったが、塔子を守る道が見えてきたことで少し前向きになれた。

「宮司殿」

「はい？」

「私は、女によ王おうの笑顔を見るのが好きなんだ」

　脈みやく絡らくのない少々気恥ずかしい明槻の言葉にも、貴哉の反応はなかった。本心では多少引いていたのかもしれないが、少なくともそれを顔に出すようなことはしなかった。

「笑顔だけでない。怒った顔もふてくされた顔も、見ていて気持ちが楽しくなる。ああ、袴はかまをからめて簀すの子こを走り抜けたり、階きざはしがすぐそこにあるのに高こう欄らんから飛び降りるようなところも見ていて本当に楽しい。たまに寿じゆ命みようが縮むかと思うが」

「───すみません、躾しつけが悪くて」

　嫌みを言ったつもりではなかったのだが、ひどく恐きよう縮しゆくしたように貴哉は言った。長年一緒に暮らしてきた身内としては、そんな気持ちにもなるだろう。しかし客観的に聞けば明槻の妙な趣味が浮うき彫ぼりになっただけである。

「だから〝歪んでしまった〟ということになどならないよう、私はなにがあっても彼女を守る」

「………」

　やはり貴哉はなんの変化も見せなかった。しかし明槻の目には、火箸を握る指にわずかに力がこもっているようにも映った。男性にしては………というより、女性でも羨うらやむような形のよい美しい手を貴哉はしていた。

「炭がなかなか来ませんね」

　やけに現実的な言葉に、明槻は物思いから立ち返る。

　貴哉はすました表情で腰を浮かせた。

「様子を見てまいります。他になにかご用はございませんか？」

　どうやら、婉えん曲きよくな退出願いのようだ。炭は下男あたりが持ってくるだろう。

　こんな時間に気まぐれのように呼びよせ、主しゆ旨しの分からぬことをぐだぐだと繰り返したのだから、さぞ身勝手な東宮だと思われているだろう。明槻にも申し訳ないことをしたという自覚はあったので、その評価は甘かん受じゆするしかなかったのだが───。

「用はない。だが、最後にひとつ訊きたい」

　なかば立ちあがりかけていた貴哉は、片膝を立てた姿勢のまま動きを止める。

「はい？」

「覚えているか？　私は二カ月前、そなたに言った。女によ王おうには一年内裏に留とどまってもらわなくてはならない、と」

　疫えき病びようの蔓まん延えんで怨霊騒動に揺れる都の不安を抑えるため、塔子には一年間都に留まってもらわなくてはならないと、あのとき明槻は目の前の青年に告げたのだ。

　貴哉はほとんど間を置かずにうなずいた。

「もちろん、覚えています」

「しかしそなたは先ほど、女王がここと同じように笑っていなければ、と言ったな」

　言われたときは、痛い部分を突かれすぎて気づかなかった。

　しかしその言い方では、万が一にでも塔子が宮きゆう廷てい生活を楽しめるようになれば、帰さなくてもよいということになる。

　だとしたら、貴哉の真意が分からない。

　二カ月前に京の通りで話したとき、彼ははっきりと塔子のことを〝大切な存在〟だと言い切った。そして彼女の帰りを、いつまでも待つとも言った。

　しかし貴哉が塔子を帰してほしいと望んでいるのなら、先ほどの明槻の問いにあのように正直に答える必要はないのだ。熊野にいたときはもっと明るかった、あるいは目に見えて元気がなくなった。そんなふうに言われたのなら、明槻は塔子を熊野に帰すとしか言えなかったのに───。

「一年後、いや、もうそれほどの日数はないな。もし、女王がそなたの懸け念ねんするような状況になっていなければ、熊野に帰さずともよいのか？」

　貴哉はそっと眉をよせ、その涼すずしげな面おも差ざしにかすかな不ふ快かいの念を表した。

　それは鈍どん感かんな人間であれば気づかないほど些さ細さいな変化であったが、明槻ははじめて見る貴哉のそんな表情に敏びん感かんに反応した。
















「二カ月前、ご自身で仰おおせになられたことが本心であるのなら、このまま塔子を熊野に留め置いたほうが賢けん明めいではありませんか？」

「………」

「この時じ季きは一年を通してもっとも災さい害がいが少ない時期です。咳しわ逆ぶき疫やみの流りゆう行こうもいまのところは見られていないようですし、いまであれば塔子が都から居なくなったところで、怨霊騒動が再さい燃ねんすることもないでしょう。しかし年が明けて暖かくなれば、日照り、長なが雨あめ、洪こう水ずい、疫えき病びようと災害が起きる確率は格かく段だんに増えていきます。もちろんそんなことが起こらなければそれが一番ですが、万が一そのような状況になったとき、約束の期日がきたといって彼女を熊野に戻すことができますか？」

　言葉を途と切ぎれさせることなく、理り論ろ整せい然ぜんと貴哉は言った。まるでこれまでずっと考えていたことを述のべるように───。

　明槻は息を吞んだ。

　抑えこんでいたものを吐はき出すといった感じにならなかったのは、ひとえに貴哉の性格的なものだろう。普通の男だったら激げつ昂こうしていたかもしれない。それほど自分は彼に対して不誠実な真ま似ねをしたのだと痛つう感かんした。

　ほとんど無感覚のまま告げた一年という期日に、実は明めい確かくな理由などなかった。

　後づけで考えれば、亡くなった父親と異母姉の喪も明あけぐらいの意味はあるかもしれないが、それくらい曖あい昧まいなものだった。

　確かに二カ月前のあの時点では、塔子を熊野に帰すことは無理だった。

　だが貴哉の言うとおり、いまは世せ情じようも落ち着いている。新しい帝みかどが立つ年明けなど、塔子を帰す絶ぜつ好こうの時じ宜ぎではないか。

　それなのに縋子の即位が決まってからも、自分は塔子に〝一年〟という期間を言いつづけて彼女を拘こう束そくしている。

　東宮という立場と権けん勢せいを使って───できるだけ長く、塔子に傍に居てほしかったからだ。

　大たい義ぎ名めい分ぶんに隠れて自覚のなかった、心の深しん淵えんにあった本音を引きずり出されて明槻はぼう然とする。

　都で一年と告げたとき、そんな自分の隠れた本心に貴哉はとっくに気づいていたのだ。

　ものも言えないでいる明槻に、貴哉は腰を下ろして深々と頭を下げた。

「非礼を申しました。お許しください」

　明槻ははっとわれに返り、緩ゆるやかに首を横に振った。

「いや、そなたの言うことはもっともだ」

　そこで明槻の言葉は途と切ぎれた。それでも熊野に残すという言葉が言えない。まだ一年という言葉にすがりついている。あんなことを言って塔子を傷つけておきながら、彼女に対する未み練れんを断ち切れないでいるなんて自分勝手が過ぎる。

（最低だ、私は）

　明槻は強い自己嫌悪を覚えた。

　こんなふうにしてずっと振り回すぐらいなら、いっそ腹をくくってしまえ。

　そんなふうに自分に言い聞かせていると、ふいに貴哉が口を開いた。

「では、私はこれで───」

　落ち着いてはいたが、どこか強こわ張ばった声音に明槻は物思いから立ち返る。

　さすがに気まずいのか、目をそらしたまま貴哉は立ちあがった。

　なんと言ってよいのか分からず、明槻は無言でうなずいただけだった。申し訳ないという気持ちはもちろんあったが、さりとて謝罪を口にするのもちがう気がする。

　音もたてずに歩いていた貴哉だったが、御簾の前でふと立ち止まった。

「先ほどのご質問ですが、そういえばまだ答えておりませんでした」

　明槻は目を瞬かせる。

　確かに〝熊野に帰さなくてもよいのか〟という問いに、貴哉は答えていない。

　貴哉は御簾にそっと手を触れ、背をむけたまま告げた。

「一年経ってどこにいたいのか、それは塔子が選ぶことです」
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　翌朝、一行は大斎原おおゆのはらの大たい社しやにむかった。

　神域である境けい内だいに入るために音おと無なし川がわを徒か歩ちで渡り水みず垢ご離りとみなすのだが、公式な参さん拝ぱいではないことに加え、師走しわすという季節も考こう慮りよして馬と舟を使うことにした。

　三つの川に囲まれた中なか洲すには、鬱うつ蒼そうとした木々が巨大な鳥とり居いと十二ある社やしろを囲むようにして茂しげっている。

　中門をくぐり抜けると、白はく砂さを敷きつめた庭の先に檜ひわ皮だ葺ぶきの巨大な社が見えた。

『神とは仏ほとけが姿を変えて世に現れたものである』とする本ほん地じ垂すい迹じやく説せつにより、主しゆ神しんスサノオ命ノミコトを祀まつる本ほん殿でんは阿あ弥み陀だ如によ来らいを祀るものとされている。

　明あか槻つきと縋すが子この名で、それぞれの社殿に幣へい帛はくが納おさめられた。

　明槻は昨夜衣い架かにかかっていた冬の冠かんむり直のう衣し姿。縋子は春を先取りした紅べに花ばな染ぞめの濃のう淡たんを襲かさねた紅こう梅ばいの匂におい（一から五の衣きぬまで、徐じよ々じよに濃こくしてゆく配色）の五いつつ衣ぎぬに、葡ぶ萄どう染ぞめに紅梅の文もん様ようを織り出した小こ袿うちぎ姿で、共に略りやく礼れい装そうである。ちなみに塔とう子こも含めた他の女によう官かん達は切きり袴ばかまを穿はき、壺つぼ装しよう束ぞくに赤い掛かけ帯おびを着けている。

　奉ほう納のうを終えたあとは、二年前の法ほう皇おうの参さん拝ぱいの例にならえば大がかりな経きよう供く養よう（写しや経きようを仏ぶつ前ぜんに供そなえて行う法ほう会え）が行われるところである。しかし今回は縋子のとつぜんの発案により大急ぎで出しゆつ立たつしてきたので、写経など持参しておらず供養も行いようがない。そもそも参さん詣けい前の精しよう進じんすらしていないのだから、間違いなく物もの見み遊ゆ山さんだ。それゆえの略礼装でもあるのだろうが。

　神社で僧そう侶りよによる法会が行われ、納のう経きよう等をすることは、神しん仏ぶつ習しゆう合ごうが進んだ現在ではしごくあたりまえのことだ。ただし伊い勢せ神じん宮ぐうだけは一切の仏事を行っておらず、それどころか僧そう形ぎようの者は参拝すら制せい限げんしている。

「御ご坊ぼう様、怒っていらっしゃらなかった？」

　最後の社しや殿でんで奉ほう幣へいをすませて庭に戻るさい、塔子は貴たか哉なりにそっとささやいた。神じん宮ぐう寺じの住じゆう職しよくは昔からの顔かお馴な染じみだ。

　神事用の白の浄じよう衣えを着た貴哉は、同様に声をひそめる。

　彼は幣帛のさいに祝詞のりとをあげ、神事を行った。

「いや。お気の毒な話だけど、先日ぎっくり腰を起こされて、御お堂どうを這はって動いているような状態なのでほっとされているよ」

「それは確かにほっとしているでしょうね」

「腰が痛い人に長時間の儀式なんて、拷ごう問もんに近いからね」

「じゃあ、あとでお見舞いに行ってみるわ」

「ああ、きっとお喜びになるよ」

「東とう宮ぐう様にとっても、写経なんて拷問に近いだろうから、おたがいに幸いだったのかもしれないわ」

　貴哉は意味の分からぬ表か情おをしたが、塔子は素知らぬ態度で足を進めてゆく。きっと貴哉は、明槻の類を見ないほどに汚い手しゆ蹟せきなど想像もつかないだろう。

（そりゃ、そうよ。あんな手蹟の人間なんて、そういるはずないもの）

　能のう筆ひつ家かで通っている貴哉が見たら、さぞ愕がく然ぜんとするにちがいない。腹立ちまぎれに心の中で嘲ちよう笑しようしてみるが、すっとするどころか妙みようなことが心配になった。

　即そく位いをしたら公こう文ぶん書しよ等、文書を書く機会が増えるだろうに、そうなったらどうするつもりだろう。思えば二年前の法皇に付き従したがっての参詣のときは、いったいどうしていたのだろう？　写経は法皇だけが納め、明槻は持ってこなかったのだろうか。

（って、私がそんなことを心配してどうするのよ！）

　あわてて塔子は自分を戒いましめる。いまさら彼のことをあれこれ考えてどうするのだ。しかも考えていることといったら、本人が聞いたら気を悪くすることはほぼ間違いない〝余計なお世話〟ばかりである。

（馬ば鹿かじゃないの、私）

　ひとしきり自分を罵ば倒とうすると、嫌いやでも昨夜の出来事がよみがえる。

（まさか暁あかつきが私のことを、妃きさきにしたいと思っていたなんて）

　自分の気持ちを自覚してすぐに、相手の気持ちを知った。

　両想いであることが分かったのに、それ以上どうにもならないところが〝恋がいろいろなものを含んでいる〟所以ゆえんなのだろう。

　───自分と同じ思いを、あなたとわが子にさせたくない。

　おたがいに似たことを心配していたわけだが、明槻の場合は身をもって体験してきただけにより切実なのだと思う。塔子とて一時の感情だけに囚とらわれて、あとのことを顧かえりみないほど愚おろかではない。恋はともかく、結婚は自分一人の問題ではない。

（ままならないなあ………）

　自然と深いため息が漏もれる。

　横を歩いていた貴哉が意味深な目をむけるが、塔子は気づかなかった。

　もやもや考えているうちに、すぐ庭に出た。白はく砂さが広がる庭には、三さん方ぼうに筵むしろを敷しいて席を設もうけている。残った一方が舞まいや相す撲もう等を奉納するための場所である。

　舞台の真正面。もっとも見やすい位置に、軟ぜ障じようを張った一角が設けてあった。

　中央に、明槻と縋子のための胡あ坐ぐらが二つ備えられており、周りには側そつ近きんのための円わろう座だが用意してある。

　それ以外の場所は地元の見物客のための席だ。門の外では粥かゆや汁しる物もの、酒などが大鍋でふるまわれ、料理や芸能目当ての地元の民たみが押しかけている。

「すごい人数が集まったものね」

　庭の一角に立ち、ため息交じりに塔子は言った。

「だけど前の法皇様の御ご幸こうのときは、もっとすごかったよ。あのときは都から公く卿ぎよう方もおいでだったから、例の受ず領りようも顔を見せて、先の別べつ当とうと受領とのもてなし合戦になって、大たい祭さい並なみの騒ぎになっていたからね」

　苦笑交じりに貴哉は言ったが、それはさぞかし派は手でな光景だっただろう。

　顧みて今回受領が顔を見せないというのは、いくら摂せつ関かん家けの家けい司しだからといってあからさますぎる。一連の事件の黒くろ幕まくが大だい納な言ごんや受領だと決まったわけではないが、これではどうあっても疑いの目をむけてしまう。

　民の席取りが落ち着いたのを見計らって、貴哉は宮きゆう中ちゆうから来た官かん吏りに合図をする。

　やがて武ぶ官かんと女官が列をなして現れ、神じ人にん（神社に隷れい属ぞくして雑ざつ役えきなどを行った下級神しん職しよくや寄より人うど）達によって担かつがれた輿こしに乗った縋子と、徒歩の明槻が姿を見せた。

　人々はいっせいに歓かん声せいをあげる。

「斎さい院いんの宮みや様だよ」

「次の天てん子し様は、女おな子ごじゃそうな」

「なんでじゃ？　あんな立りつ派ぱな東宮様がおいでになるのに」

　まあ、普通に考えればあたりまえの疑問だろう。

（それはね、いろいろ事情があるのよ）

　縋子即位の発はつ案あん者しやである塔子は、内心で舌したを出しながら彼等らの言葉を聞いた。

　軟障の中で輿が慎しん重ちように下ろされる。明槻は縋子が下りるまで輿の側で待ち、彼女が胡坐に座ってから自分も腰を下ろした。周りの官吏達もそれぞれに円座に腰を下ろす。

　本来ならば塔子もあの中に居なくてはいけないのだろうが、なかなか動くことができずにいた。

　先日の縋子のけん制を思い出せば、早いところ戻ったほうが無ぶ難なんだろうに。

　あの中に戻りたくないという思いは、自然と都に帰りたくないという思いにつながる。

　軟障のむこうに明槻の姿を見て、塔子はさらに憂ゆう鬱うつな気持ちになった。あんなやり取りをしたあとで、同じ殿でん舎しやで暮らすなんて気まずすぎる。

　そういえば二カ月前に熊くま野のから都に戻るときは、そんなことはかけらも思わなかった。

　なにしろ呪じゆ詛そ事件の真しん相そうを解とくのに必死だったし、貴哉が一緒に来てくれたことも大きかっただろう。

　だがあのときはすでに、以前ほど都が嫌いやだとは思わなくなっていた。

　それは自覚がないだけで、ほのかに想う人がいたからだったのだ。

（私、あのころから、もう暁のことが好きになっていたんだ）

　なんだかいまさら感が強すぎて、自分に呆あきれてしまう。かといってもっと早く気がついたところで、二人が問題にしていることを考えれば結果は同じだったのだろうが。

「なにかあったの？」

　がっくりとうなだれていると、いいかげん不ふ審しんに思ったらしく貴哉が尋ねた。

　塔子が顔をあげたとき、管かん弦げんの音楽とともに里さと神楽かぐらの舞まい手て達が姿を見せた。一通りの指示は出し終えて、貴哉もようやく一息つけたらしい。

「うん、ちょっと………」

　塔子は言葉を濁にごした。貴哉が明槻に告げたという言葉がよみがえる。

　───ここと同じように笑うことができていなければ。

　一年後、いやそれどころかいまでさえ、塔子は自分がどんな表か情おをしているのか分からなかった。

　貴哉の眼めには、果たしていまの自分はどんなふうに映っているのだろう？

　笑っているのか、憔しよう悴すいしているのか？

　熊野に戻りたいと思っているのか、それとも───。

　塔子は草ぞう履りを履はいた右足を前に出し、くりくりと砂じや利りをかき回した。

「実は、都に帰るのが嫌になったのよ」

　うなだれたまま告げた言葉に、貴哉はなにも言わなかった。

　それはそうだろう、こんなことを言われても貴哉にはどうしようもない。なにしろ塔子は、朝ちよう廷ていの命めいで一年間は宮中に留とどまらなくてはならないのだから。

　かき回した砂利を急いでならすと、塔子はぱっと顔をあげた。

「ごめんなさい、いきなり馬鹿なことを言っちゃって。一年我が慢まんするって言ったのに」

「そう思っているのなら、東宮様にお伝えしてみるといい」

「!?」

　予想外の言葉に塔子は耳を疑う。塔子が都に滞たい在ざいしなくてはならなくなった理由も、それが朝廷の命令であることも貴哉は知っている。そのうえでなぜいまのような発言をするのだろう？　およそ彼らしからぬ、短たん慮りよな言葉である。

　神楽の音楽がはじまり、滑なめらかな笛ふえの音ねが流れだす。

「無理よ。だって怨おん霊りよう………」

「ただし、本当に塔子がそう思っているのならね」

　かぶせるように告げられた真理ことばに塔子は目を瞬しばたたかせる。そんな反応に、貴哉は微び苦く笑しようを浮かべて返した。

　ぽかんとしたまま見つめているうちに、じわじわと胸がしめつけられてくる。

　言葉にできない本心を見み透すかされた気がした。

　ちりーん、と高らかな音が響く。舞手が手にしていた神楽鈴を鳴らしたのだ。

　それが合図であったかのように、笛や太たい鼓こ、笏しやく拍びよう子しの音が急に速いものになった。あわせて舞手の動きが、息もつかせぬほど激しくなる。

　次第に塔子は息苦しさを覚えてきた。神楽がまるで自分の鼓こ動どうと共きよう鳴めいしているかのようだ。あるいは拍子にあおられ、自分の気持ちが高まっているのか───。

「なんで………」

　声をかすれさせながら塔子は訊いた。

「そうなんじゃないかって、二カ月前にここに来たときに思ったから」

　子供をなだめるように言いながら、貴哉の表情は少し寂さびしげだった。

　塔子ははっとする。そういえば貴哉は、あのときすでに明槻の正体を知っていたのだ。

（じゃあ………）

　貴哉は塔子が明槻に惹ひかれているということに、当の本人である塔子よりも先に気づいていたというのか。そして彼の正体を知ったとき、塔子が入じゆ内だいの問題をどう受け止めるのかずっと気にしてくれていたのだろうか？

　そんなことが………信じがたい思いで塔子は尋ねた。

「どうして、分かるの？」

「分かるよ、塔子のことならね」

「………」

「本当に、熊野に残りたいの？」

　塔子は答えることができなかった。

　ちがう。都でも熊野でもなく、暁の傍に居たいと思っているだけだ。

　だけど居てもどうにもならないなら、一緒に居るのは辛つらいことだ。なにしろ明槻は、一年後には熊野へ帰るよう塔子に言ったのだから。

　暁の存在がなければ、他のすべては熊野がいい。だがその暁とだって、一緒に居ても苦しいだけならなにを迷うことがあるのか。

（それなのに───）

　塔子は唇くちびるをぎゅっと嚙かみ、視線を足あし許もとにむける。

「分からないの、自分がどちらを選べばいいのか」

　希望を持つ勇気がいるのか、希望を捨てる勇気がいるのか、自分でも分からない。

　分かるよ、塔子のことならね───優しく告げられた言葉に胸が熱くなる。

「叔お父じ様、私………」

　塔子は唇を震ふるわせ、すがるような気持ちで貴哉を見あげた。

　そのときすっと貴哉の人差し指が下りてきて、うっすらと開きかけた塔子の唇をそっと押さえた。
















　男性にしてはいくぶんほっそりとした指は、しなやかでとても長い。

　塔子は両目をよせるようにして貴哉の指を見つめ、そして視線をあげた。

　貴哉は首をゆっくりと横に振った。

「駄だ目めだよ、自分で決めなくては」

　穏おだやかだが貴哉の声には、断だん固ことした意志があった。

「塔子にとってなにが我が慢まんできないことなのか、そのためになにが我慢できるのか、逃げないで考えて。そんなことを人に決めさせてはいけない」

「………」

「自分のことだから───逃げないで考えれば、いつか必ず分かるから」

　しっかりと諭さとすような物言いが、乾いた砂に水が染みるときのように心に広がった。

　駄目だよ、と言われたときは正直どきりとした。だが次の言葉で、貴哉の意図が明めい確かくに伝わった。

　自分のことなのだから、真しん摯しにむきあえば必ず答えが出せるはずだ。

　乾いた草木に注がれた水のように、貴哉の言葉が塔子の心に力を与えた。

「分かったわ」

　目の輝きを取り戻した塔子を見て、貴哉は表情をほころばせた。

　彼は上半身を倒し、塔子の瞳ひとみをのぞきこむようにして言う。

「大丈夫だよ。なにかあったら、いつだって帰ってきていいから」

　そう語ったときの貴哉は、いつもの静せい謐ひつな微笑を浮かべていた。

　しかしそれだけではなかった。彼はその面おもてに、あきらかな安堵を浮かべていた。塔子が覇は気きを取り戻したことに、貴哉は心の底から安心していたのだ。

　そのことが塔子の胸をじんわりと温かくする。

「ありがとう、叔父様」

　塔子が告げたとき、舞手がだんっと音をたてて足を踏み鳴らした。同時に笏拍子と太鼓が鳴り、舞手は敵を威い嚇かくする力強い姿勢でその神楽を終えた。
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　二つ目の演目である大和やまと舞まいが披ひ露ろうされている中、塔とう子こは貴たか哉なりと離れて縋すが子この様子を見に行った。いくら縋子が細かいことを気にしない性た質ちでも、尚侍ないしのかみの立場として御用聞きくらいしておかないとまずいだろう。

　それに酒しゆ豪ごうの縋子の飲み方も気になる。師走しわすの寒かん気きの中ではきっと酒も進むだろう。

　物馴れた女によう官かん達が周りを囲んではいるが、彼女達は縋子と一緒に酔よっぱらいになってしまうことが概おおむねにしてあるので油ゆ断だんできない。

（まあ、だからお気に入りの人達なのかもしれないけど………）

　とはいえ縋子の側そばに行くとなると、必然横にいる明あか槻つきと顔をあわせることになるので気まずい思いは否いなめない。

　軟ぜ障じようの端から様子をうかがうと、縋子は隣りん席せきの明槻になにやら話しかけている。対して明槻はあまり気乗りしない面おも持もちであいづちを打っていた。いつもの光景ではあるが、縋子の顔色や声こわ音ねからして、ひどく酔っぱらってはいないようだ。

（よかった、大丈夫そう）

　豊明節会とよあかりのせちえのときの酔っぱらいぶりを思い出して、塔子は胸を撫なでおろした。もっとも今回は横に明槻がいるから、あんなひどい暴れ方（？）はしないだろうが。

（うん、多分）

　気をもみつつ、ふと塔子は思いつく。

（でもよく考えたら、私って東とう宮ぐう付きの尚侍よね）

　いまさらだが、宮きゆう中ちゆうでの塔子は女官としての働きはほとんどしていない。

　しかもこれまでは東宮不在だったから自分の局つぼねに籠こもっていられたが、帰き京きようして内裏だいりに戻ったら、いままでみたいに吞のん気きに古こ事じ記きの写しなどしていていいものだろうか？

　実際この旅たび路じの間も、明槻の身の回りの世話は彼付きの他の女官達がしている。

　女によ王おうにて未来の東宮妃ひという塔子の身分を考えれば、他の女官達のように細々した仕事をさせるわけにもいかないので、彼女達も塔子は縋子の話し相手として同行したぐらいに認にん識しきしているようなのだが。

（これから、内だい裏りでどうしよう？）

　想像したら急に憂ゆう鬱うつになってきた。

　とりあえずこの舞が終わったら、縋子に御用伺うかがいだけはしよう。

　そんなことを考えながら軟障の前でたたずんでいると、いつしか四人の舞手による大和舞が終わりを告げる。

「斎さい院いん………」

「おお、塔子。戻ってきたか。遠えん慮りよすることはない、近ちこうよれ」

　塔子が呼びかけるより先に、縋子が大きな声をあげた。胡坐あぐらから立ちあがらんばかりにして、ぶんぶんっと手を振っている。あたりまえだが目立つことこのうえない。当の本人がまったくといってよいほど人の目を気にしていないのは、いつものことだ。それとも舞が終わってから声をあげたのは、舞手への気き遣づかいだったのだろうか？

（うわっ、斎院宮さいいんのみや様。やっぱり酔ってる？）

　隣となりで明槻がなにやらたしなめているが、縋子がおとなしくなる気配はない。

　これはとりあえず行かないと収まらないだろう。隣に明槻が居ることを考えると少々気詰まりだが、むこうだって気詰まりなのは一緒だ。

　草ぞう履りを脱いで筵むしろにあがり、足早に縋子のもとに近づく。誰かが用意してくれた円わろう座だに膝ひざをつくと、胡坐に座った縋子は身体からだを傾かたむけるようにして顔をよせてくる。

「はじめて見る舞なので、なんという演えん目もくなのか東宮に訊いたのじゃが、知らぬと申しおるでのう。そなたに訊こうと思うたのじゃ」

「そんな、楽がく所しよの役人でもあるまいし分かるわけがないでしょう」

　もっともな反論を明槻は試みたが、縋子はまだ不満そうだ。

「しかしそなたは、舞と奏そう楽がくにかんしてはたいそう達たつ者しやではないか。確かに和歌と手しゆ蹟せきは残念無念、特に手蹟はひどい───」

「実際に鳴らしたり踊ったりするのと、舞ぶ楽がくの知識は別物ですよ!!」

「というよりも、いまの二つはこの地方に伝わるものなので、宮きゆう中ちゆうの楽書には載っていないと思います」

　なかなか二人が言いあらそうのをやめないので、ひとまず塔子が仲ちゆう裁さいに入る。

　縋子と明槻は、ふいをつかれたように目を見あわせあった。考えてみれば地元の自分が側に居て、いろいろと解説に当たるべきだったのかもしれない。

「すみません。ご説明もせずに、長いこと席を外はずしまして」

　ぺこりと頭を下げる塔子に、縋子は彼女にしては珍しく神しん妙みような顔をする。

　え？　と思っていると、奇き妙みような間のあとおもむろに縋子は言った。

「塔子、頭を下げる相手がちがうであろう。そなたは妾わらわではなく東宮付きの尚侍ぞ」

　ああ、ついに言われてしまった！　まさにそんな気持ちで、塔子は身をすくめる。

　ちらりと明槻を見るが、こちらも気まずげな顔をしている。

　しかし黙っているところを見ると、縋子と一緒になって非ひ難なんするつもりはなさそうだ。まあそんな不満があるのなら、そもそも伊い勢せに着く前に言っているだろう。それぐらい塔子は、徹てつ底ていして明槻と顔をあわせることを避さけていた。そして明槻のほうも塔子を避けていたから、不自然なこの状況をどちらも指し摘てきすることができなかったのだ。

　だが貴哉に言われたことを思い出せば、いつまでも避けているわけにもいかない。

　ここで縋子から東宮付きの尚侍という立場を諭さとされたことは、今後のことを考えればよかったのかもしれない。

「失礼します」

　縋子に一礼してから立ちあがると、塔子は二人の背後をぐるりと回って明槻の横に座った。驚いた顔をする明槻に、塔子は深々と頭を下げる。

「礼を欠かくふるまいをいたしまして、まことに申し訳ございません」

「いえ、その………」

　躊躇ためらいがちに返事をする明槻の横で、縋子が執とり成なすように言う。

「まあ、どのみち年が明けたら、妾の尚侍にあげてもらうつもりだが」

「え？」

　短く声をあげたあと、塔子は驚きのまま縋子と明槻の顔を交互に見比べる。

　目があってから、明槻はこくりとうなずいた。

「御ご即そく位いなされれば、猶は母は様はお住まいを東ひがし三さん条じよう院いんから内だい裏りに移されることになります。そのさいあなたには、帝みかどの尚侍としてあがっていただこうと思っております」

「………」

　平へい然ぜんと告げられた言葉の衝しよう撃げきに声が出せなくなる。

　それはつまり、東宮御ご所しよから追い出すということなのか？　一年は内裏に伺し候こうしなければならないから、せめて自分からは遠ざけようという意図なのか？

　ぼう然とする塔子をどう思ったのか、なだめるように縋子が言う。

「そなたの身の振り方を勝手に決めたようですまぬが、そのほうが塔子のためにはよかろうと東宮が申したのでな」

　曖あい昧まいにうなずきはしたが、塔子には明槻の意図が分からなかった。

　塔子のためにそのほうがよいとは、どういうことなのか？　自分の厄やつ介かい事ごとに巻きこまないようにするため、縋子の側に置いたほうがよいということなのだろうか？

「意味が分かるか？」

　反応が予想以上だったのか、不安げに縋子が言う。

「そなたが妾の女官達とはうまくやっておるようなのでな、それで妾もそのほうがよかろうと思うて了解したのじゃ。それだけのことじゃ」

「い、いえっ！」

　あわてて塔子は、ぶんっと首を横に振った。

「大丈夫です。帝の尚侍となると、しきたりや作さ法ほうが難しいのかなあと思って、ちょっと心配になっただけです。分かりました。これからよろしくお願いします」

　不安や疑問を無理やり振りはらい、力ずくで笑顔を見せる。

　とりあえず縋子は安心したようだが、明槻はまだ釈しやく然ぜんとしない表情をしている。

　───妾もそのほうがよかろうと思うて、了解したのじゃ。

　塔子の入内を望んでいる縋子は、本気でそのように思っているのだろう。

　だが明槻の本音を知っている塔子は、彼の言い分を鵜う吞のみにすることができなかった。

　ならば明槻に直接問えばいいのに、衝撃に次ついで襲おそってきた失しつ望ぼうがあまりにも大きすぎて思考がうまく働かない。

　───そこまで、私のことを遠ざけたいの？

　そんな卑ひ屈くつなことまで考えてしまう。

　たとえその本音が自分の禍わざわいに巻きこみたくないというところにあっても、慰なぐさめにも励はげましにもならない。むしろ明槻の頑かたくなな意志を痛つう感かんさせられ、心が折れそうになる。

　自分の気持ちを確認することは時間をかければできるだろうが、他人の心を変えることなんてできない。そもそもこの状況で自分の気持ちを見つめて、一年後明槻の傍に居たいという答えが出てしまったりしたら最悪ではないか。

　貴哉と話したことでやっと前向きになれたのに、あっという間に不安がぶり返す。

（落ち着いて、落ち着いて………）

　言い聞かせながら、塔子は庭に目をむける。

　二つ目の演目が終わったばかりの舞台には、まだ次の演者達は姿を見せない。無人の舞台をいいことに、人々のざわつきがとりわけ大きくなっている。

　ようやく回かい廊ろうから、日ひ陰かげの蔓かずらを垂たらした釵さい子しをつけた四人の女童めのわらわが現れた。

　年のころは全員十歳前後。左手には榊さかきに木ゆ綿うをつけた大おお幣ぬさ、右手には神楽鈴を持つ。揃いの、薄うす紅こう梅ばい色いろが珍しい千ち早はや、下には若わか苗なえ色いろの表うわ衣ぎをのぞかせて紅べに袴ばかまを穿はく。

「ほう、可か愛わいいらしいものじゃ」

　目を細める縋子に、塔子はこくりとうなずく。

「巫み女こ舞まいです。氏うじ子この娘さん達の中から選ぶのですが、この土地の女の子の憧あこがれで、みな舞姫になりたがります」

「そうであろうな。そなたも舞ったことがあるのか？」

「私は宮ぐう司じの孫まごなので、氏子の娘さんに譲らなきゃ駄だ目めだって言われて───」

　ごにょごにょと言いかけたとき、舞の音楽がはじまったので塔子は口をつぐんだ。

　白粉おしろいと紅べにで化け粧しようをした少女達がいっせいに舞いはじめる。

　子供のころに憧れた舞を懐なつかしい思いで眺ながめながら、胸に一いち抹まつの切なさがこみあげる。

　宮司の孫であることを理由に、塔子はこの舞を舞うことをついに許されなかった。

　そのうえ舞姫に選ばれた少女達は、祭りが近くなると毎晩のように塔子の家で練習をしていた。しかも当日は家か人じんが総そう出でで禊みそぎや着付けの世話までしていたから、あのときは悲しくて悔くやしくてしょうがなかった。孫娘にはめっぽう甘い祖そ父ふだったが、宮司として氏子達に対する尊そん重ちようの姿勢だけは譲らなかった。

　さすがにこの年になればそれはしかたのないことだと分かるが、なんとなく苦い思い出であることは否いなめない。

　舞の拍ひよう子しを取るように、神楽鈴が高らかに鳴り響く。選ばれた少女達は、どの子も本当に誇ほこらしげだ。

（私も舞いたかったなあ………）

　ぼんやりと考えているうちに、ふいに眦まなじりから涙が流れ落ちた。

　あまりにもとつぜんだったので、最初は目にゴミでも入ったのかと思った。それくらい悲しいとか辛いとかの感情の自覚がなかった。

（え、な、なんで!?）

　混乱しつつもあわてて目じりをぬぐう。しかし涙はぽろぽろぽろぽろと、まるで穴の開いた椀わんのように流れてくる。懐ふところを探って手しゆ巾きんを捜さがすが、動どう揺ようのあまりどこに入れていたのか分からない。そもそも持ってきたのかどうかも記き憶おくがあやふやだ。

　そうこうしているうちにしゃんしゃんと鳴りつづけていた鈴の音が、次第に小さくなっていく。いつしか舞が終わり、音楽が鳴りやむのと同時に手首を取られ、えっ？　と思ったときには立ちあがらされていた。

　手を引いたのは明槻だった。

　目を円まるくする塔子を怖い顔で見つめ「こちらに」とだけ言って、問答無用で歩きだす。一応縋子にはなにか断りを入れたようだったが、塔子はそれどころではない。円座に座っていた女官や官吏があわてて道を開ける。

「あ、あの………」

　どうしたのかと問いかけて、塔子はぎくりとした。

（そ、そういえば私、泣いていたんだ！）

　子供みたいに泣く顔をさらしていたなんて───恥ずかしいのと悔しいのとが入り交じって、どうしてよいのか分からなくなる。

　隣にいた明槻が真っ先に気づいて、ひとまず人ひと目めにつかないところに連れていこうとしているのだろうか？　とりあえずいまできることは赤くなった目を見られないように顔を伏せることだけだ。

　軟障の端まで来ると、筵の外で控えていた従じゆう者しやが明槻のものと思われる沓くつを置いた。

「すみません。斎さい王おう尚侍のお履はき物ものがどれだか分からず、いま捜しておりますゆえ、もう少しお待ちください」

　確かに軟障の中には複数の女官が座っている。その中から、あんなどこにでもあるような草履の持ち主を探り当てるのは容よう易いではないだろう。

「では、見つけたら持ってまいれ」

　従者に言いつけると、明槻は塔子をまた横抱きにした。

（え、ええ～～[image: ]）
















　昨夜につづき二度目だが、今回はいくらなんでも場所がまずいだろう。

　あんのじょう、軟障の外で物見をしていた民までもがいっせいにどよめく。

　だというのに明槻はなにも気にしていないふうで、中門にむかって庭を突きすすんでいく。せめて回廊を通ってくれれば、もう少し目立たなくてすむかもしれないのに。

「ごらんよ。東宮様が姫君をどこかにお連れになるよ」

「まあ、なんて凜り々りしい殿との方がただろうね。さすが東宮様だ」

「抱かれている姫様も、本当に可愛らしいこと」

「てか、あれ塔子ちゃんじゃない！」

「あ～～本当だ！　先代さんのお孫さんの」

　なんとなく聞き覚えのある声がいくつか交じっている。

「小さいころに青あお大だい将しようを放り投げて、いじめっ子を追いはらった塔子ちゃん？」

「そうじゃ。木登りが得意で、うちの爺じいさんに代わってよく柿の実をもいでくれた、あの塔子ちゃんじゃ。わしら年寄り夫婦なので、あのときはほんまに助かったわ」

　故こ郷きようで容よう赦しやなく暴ばく露ろされる過去の悪あく行ぎよう（？）に、塔子は明槻の腕から飛び降りて足た袋び裸足はだしで逃走したい気分になった。

（やめて～～、故郷でこんな恥ずかしい真ま似ね！）

　明槻は『旅の恥はかき捨て』くらいの気持ちなのかもしれないが、塔子のほうは知った顔が何人かいるだけに、宮中の三倍は恥ずかしい。視線に耐たえきれず、両手で顔を覆おおってしまう。全身から火が噴ふき出そうだ。涙は完全に引っこんだが、別の理由で泣きたくなった。

「ねえ、宮司様。あの姫様は塔子ちゃんですよね」

　聞き覚えあるような声より、宮司様という呼こ称しように敏びん感かんに反応した。言うまでもなく貴哉のことである。塔子は顔を覆っていた手を離し、声のしたほうに目をむける。すると中門近くの回廊の手前に、旧きゆう知ちの氏子総そう代だいの奥方と貴哉が立っていた。

（叔お父じ様、助けて！　この人、どうにかしてっ！）

　口をぱくぱくさせて心の中で救きゆう援えんを求めるが、もちろん届いているはずがない。

　貴哉はしばしあ然としていたが、すぐに気を取り直して歩みよってきた。

「怪け我がでもしたのですか？」

「ち、ちがうのよ。草履が見つからないの！」

　貴哉は明槻に訊きいたのだが、塔子はむきになってまくしたてる。

　だとしても見つかるのを素直に待っていればいいだけの話で、他人に抱かかえてもらうなんてあきらかにおかしい。貴哉が言うように、怪我か気分でも悪くならないかぎり。

　あんのじょう貴哉はあからさまに不審な顔をした。対して明槻は悪びれたふうもなく告つげる。

「女によ王おうに話がある。すぐに戻るから、行事のほうはそちらで調整してくれ」

　奉納行事とは名めい目もく上じようは神に納める神事だが、今回の場合、都からやってきた二人の貴き人じんへのもてなしである。そこで明槻が席を外してしまうことは、主しゆ催さい者しやや演者に対して礼れい儀ぎを欠く。かといって他にも大おお勢ぜいの見物客が来ているから、席を外している間なにもしないというのも場が持たないので、そのあたりの判断を依い頼らいしたわけである。

「………承しよう知ちしました」

　諦あきらめたように貴哉が答えた。間違いなくいろいろ言いたいことはあったはずだが、なんといっても東宮様のすることなので、ひとまず引き下がるよりなかったのだろう。

　貴哉はしばし思案するような表情を浮かべたあと、思いきったように言った。

「あの、お気をつけて」

　その言葉に明槻が訝いぶかしげに眉まゆをよせてうなずいたとき、草履を抱えた従者がむこうから走りよってきた。

　よかった、やっと下りられる。そう、安あん堵どしたのもつかの間。

「それを持ってついてまいれ」

　明槻は塔子を下ろすことはせず、ふたたび歩きだしたのだ。

（ち、ちょっと、下ろしてくれないの！）

　信じがたい思いでいるうちに、中門を抜けてしまう。その先の石段を下りると、鬱うつ蒼そうと茂る木立が広がり、ちらほらと枝えだ社やしろ（摂せつ社しやや末まつ社しやのこと）が見え隠れしている。

　右手に折れる参道を無視して、明槻は正面の木立にむかって進んでいった。後ろから草履を持った従者がついてきている。

　木立に入って少し進むと、ちょうど腰かけるのに手ごろな石があった。

　そこに来て明槻は、ようやく塔子を石の上に下ろしたのだった。

　意外と大きな石で、ぶらりと足を下ろしても地面につかない。おかげで足を汚さずにすんだが、まさかこの石の存在を知っていたわけではないだろう。もし御ご神しん体たいだったら全力で拒きよ否ひするところだが、残念（？）ながらただの石である。

「履物を」

　従者にむかって明槻が言ったとき、塔子は下ろしていた足をさっと胸に抱えこんだ。

「じ、自分で履きますから、そこに置いて！」

　石の上で団だん子ごのように身体からだを丸め、塔子は金かな切きり声をあげた。

　仮に従者が履かせようとしたところで、そこまで叫さけぶこともなかったのだろうが、なんだかもういろいろと限げん界かいに達していた。

　あ然とした従者は、おそるおそる草履を足許に置く。彼はどうしようかという表情をしていたが、明槻の目配せで逃げるように立ち去っていった。

　いくぶん落ち着きを取り戻した塔子は、そろそろと足を伸ばして草履を履いた。

　八やつ当あたりで罪つみもない従者をおびえさせたことに心が痛む。いっぽうで一いち因いんを作っておきながら、平へい然ぜんと見おろす明槻が腹立たしくて、ふてくされたまま言った。

「さすが東宮様、タヂカラオ神ノカミの生まれ変わりかと思いました」

「あとで思い出しましたが、天あまの岩いわ戸とですね」

「私もあとで思いましたが、あのときもいまも、唐から衣ぎぬ裳もを着ておけばよろしゅうございました」

　むっとしてやり返すと、悪びれたふうもなく明槻は答えた。

「大丈夫ですよ、あなたみたいに華きや奢しやな人であれば───」

「一度も着たことがないくせに、なにを言っているんですか！」

　ついに塔子は声を上げた。石の上からひょいと飛び降りると、腰に手をあてて仁に王おう立だちをする。ぐいっと顔をあげると、嚙かみつくようにして叫んだ。

「小こ袖そでから数えると唐衣まで十枚もあるのよ！　そこに裳もを着けるんだから、着て歩くだけでも天の岩戸を動かすくらいの気き概がいはいるんだからね！　本当になんでこんな手のかかる衣い装しようを考えたのか、理解に苦しむわよ。そりゃ、きれいだとは思うけど」

　興奮と腹立ちで、東宮に対する敬うやまいや慎つつしみなど完全に吹っ飛んでいた。そのことに気づいてはっと口許を押さえたが、いまさらもうどうしようもないという思いが塔子を開き直らせてしまった。

　肩を落として大きく息を吐くと、なかば自じ棄きのように勢いきおいをつけて頭を下げる。

「でも、ありがとうございました。おかげさまで泣なきっ面つらを、みなに見られなくてすみました。別の方向で恥はじをかいた気はしますけど、もう大丈夫ですから帰ります！」

　言いたいことだけ言ってしまうと、塔子は明槻の脇を通り抜けようとした。しかし二歩も進まないうちに素早く手首をつかまれてしまう。

「待ってください、話があると言ったでしょう」

「叔父様に言っていたのでしょう。私は知りません！」

　癇かん癪しやくじみた声を塔子はあげた。揚あげ足あし取りでしかないことは分かっているが、どうしても素直に言うことを聞く気になれなかった。

　猛もう烈れつに腹が立っていたし、それ以上に悲しかった。腹立ちから手を振りほどこうとしたが、力の差は歴れき然ぜんとしていて、明槻は塔子が少し暴れたくらいでは身み動じろぎもしない。

　いつだってそうだ。この人が相手だと、私はなにもかもままならない。自分の思うとおりになることなんて、なにひとつないのだ。

「なんでも自分一人で決めないで！」

　ついに我が慢まんができなくなり、塔子は叫んだ。

　ひるんだ明槻は指の力を緩める。塔子は素早く手を振りはらった。

「どうしてそんなふうに、私の気持ちを無視してなんでも思いこんじゃうの？　私によかれとか悪かれとか、本当にそう思っているのなら私に訊いて！　どこに居なきゃとか、どうしなければならないとか、それは確かにあなたが決めることかもしれないけれど、私がどこに居たいかとか、私がどうしたいのかは全部私が決めることよ。それだけはたとえ東宮様だろうが、いいえっ！　たとえ天てん子し様でも命令はできないんだから！」

　思いの丈たけを文字どおりぶちまけると、塔子は肩で息をした。

　見ると明槻は振りはらわれた手を滞たい空くうさせたまま、ぼう然と塔子を見つめている。

　そんな明槻を、塔子は挑いどむようににらみつけた。

　言いたいことは、ほとんど言えたはずだ。にもかかわらず、なにか伝えきれてないものがあるような気がするのはなぜなのか？

　答えは簡単だ。塔子は自分の言いたいことを訴うつたえたかったわけではなく、明槻に自分の本当の気持ちを分かってほしかっただけなのだ。自分が本当はどこに居たいのか、どうしたいのか、それを明槻に分かってほしかった。

　なんたる皮ひ肉にく。先ほどまで曖あい昧まいで迷ってばかりいたのに、思いの丈をぶちまけることで本音が明めい確かくになってしまった。




　───私は、この人と一緒に居たい。




　いろいろな障しよう害がいはあるし、自分一人だけの問題ではないことも分かっている。

　それでも我慢できることと、できないことを考えた結果、やはりこの人の傍そばに居たいと明確に思ったのだ。

　でも、それはこの人が許してくれたらの話だ。

「───あなたの言うとおりです」

　しばしの沈黙のあと、明槻は言った。

「すみません。あなたが泣いていたから、もしかして私のせいなのかと思ったのです」

　あまりにも痛いところを突かれて、塔子はぐっと言葉を詰まらせる。

　いっそのこと〝そうだ〟と断だん言げんしてやりたかったが、それはそれで癪しやくに障さわる。

　かといって〝泣いていない〟と虚きよ勢せいを張るのは、あの状況ではあまりにも見苦しい。そもそも先ほど自分で泣きっ面と認めてしまったばかりだ。

　否定も肯こう定ていもできず、ぷいっとそっぽをむいて塔子は言った。

「泣かせるような、ひどいことを言った覚えがあるんですか？」

「心無いことを言った覚えはあります」

　そこで明槻は一度息をついた。

「昨夜のことです。あれからいろいろ考えることがあって、今晩あらためて話そうと思っていました」

　塔子はそっぽをむけていた顔を、元に戻した。

　泣いたり、怒ったり、塔子がいろいろと不安定だった理由を、明槻は自分が原因だと悟さとっているようだった。

「考えること？」

「私は長い間、なにかずっと思い違いをしていたような気がします」

「………」

「あと七カ月、私にあなたの時間をください」

　塔子は眉まゆをよせた。年月のちがいはあるが、ぱっと聞いただけでは、一年居てもらわなくてはならないという、これまでの主しゆ張ちようとなんら変わりがなかったからだ。

　不審の眼まな差ざしをむける塔子に、明槻はゆっくりと首を横に振った。

「目に見えるもの、見えないもの、人から訊く話、訊きたい話。そのうえで自分で考えたこと、そのすべてをあなたが自分で判断して、それでもあなたが良いと思ったら」

　そこで明槻は、一度言葉を切った。

　硬い宝ほう珠じゆのようだと思った瞳ひとみが、惑うことなく塔子を見つめる。




「───来年の文ふみ月つき、お父上の喪もが明けたら私の妃きさきになってください」




　耳を疑う。明槻の真意は、まるで塔子の心を鏡に映したかのようなものだった。

　そんな、話がうまくいきすぎている。ままならないはずの〝恋〟に、そんな都合のよいことが起きてもよいのだろうか？

　信じがたい思いで、塔子は声を震わせた。

「それで、いいのですか？」

　明槻は深くうなずいた。

「あなたの気持ちより、自分の気持ちを見つめた結果です」

　聞いただけでは利り己こ的てきにも取られかねないものなのに、その言葉に塔子はとても安心することができた。

　けして折れない強い心と、なにも望まない諦てい観かんの心。

　これまで塔子は、その二つが明槻の行動を支配していると思っていた。

　だがいまの発言は、明槻が自分の望みに従って素直に行動することができたという証しよう明めいではないか。

　こみあげる喜びを抑おさえることができず、塔子は満面の笑みを浮かべてうなずいた。

「分かりました。東宮様の仰おおせの───」

「あの、それをやめてくれませんか」

　遠慮がちに明槻が言った。意味が分からず塔子はきょとんとする。

「そのかしこまった言葉遣いです。以前にもお願いしたでしょう。あなたには名前で呼んでほしいと………私は朗ほがらかで、物もの怖おじしないあなたが好きなのですから」

「───!!」

　率直な懇こん願がんに塔子は顔を赤くした。確かにそんなふうに頼まれた。

　あのときは明槻がかなり落ちこんでいたので、そこまで気が回らなかったが、冷静に考えてみればかなり恥ずかしい頼みである。ついでに言うのなら、いまの頼みや告白もけっこうすごい。

「そ、そんな、東宮様を呼び捨てになんて」

　しどろもどろになる塔子に、明槻はしばし首を傾げた。

　確かにたがいに立場があるから、人前ではけじめがつかなくなる。

「では二人きりのときは、いいでしょう」

「ふ、二人きりって………」

　塔子は口をぱくぱくさせる。

　一武官を名乗って忍しのびこんできたときならともかく、東宮という身分があきらかになったいま、以前のように二人きりになることなどそうあるはずがない。

（ないはず………）

　それともこの人は、いまでもあのときのように忍しのびこんでくるつもりなのだろうか？

　まさかの思いで見つめると、明槻は悪戯いたずらめいた表情で言った。

「あなたは昔から朗らかで物怖じしない人だったのですね。私も柿の木に登ったあなたはぜひ見てみたかったですね。青大将を投げつけることだけは、ちょっと堪かん忍にんしてほしいものですが」

「そ、それはあいつが私の友達をいじめたからよ！　だけど腹が立つことに、昨日計かず乃のから聞いたら、その二人夫婦になっていたのよ」

　真っ赤になって訴えた塔子の言葉遣いは、またもやぞんざいなものに逆戻りしていた。

　気がついてさっと口許を押さえたが、明槻はなんとも小こ気き味みよさそうな笑顔で、にやにやと塔子を見おろしている。なんとなく面白くなくて塔子は頰ほおを膨ふくらませたが、顔が緩みそうになるのを抑えることができない。

「行きましょう」

　明槻が差し出した手を、塔子は迷いなく取った。

　二人が手を取りあって木立の中を戻ってくると、やがて見えてきた中門につづく石段を一人の青年が駆け下りてきていることに気がついた。

「直なお霧ぎり!?」

　驚きの声をあげる明槻の横で、塔子は目を凝こらした。

　なぜ範のり康やすの家で待っているはずの直霧がここまで来ているのだろう？

　しかし明槻の呼びかけに反応して走りよってきた人物は、間違いなく直霧だった。

　照れくささから塔子がぱっと手を離すと、明槻はちょっと残念そうな表か情おをした。

　その反応に、こんなに分かりやすい人だったのかと塔子は驚く。

　二人の前まで来ると直霧は、いつもは鉄てつ面めん皮ぴの顔にあきらかな安堵の色をにじませた。

「よかった。変な話を聞いたものですから、今朝急いできたんですよ」

「ごめんなさい！　で、でも、わざとじゃないの。見てないから安心して！」

　てっきり湯とう治じ場ばのことだと思いこんだ塔子は、懸けん命めいに弁べん明めいを試みる。

　訳の分からない顔をする直霧に、見かねた明槻が塔子の袖そでを引いてたしなめる。

「ちがいますよ、女によ王おう。烏からすのことだと思います」

「仰せのとおりですが、他にもなにかあったんですか？」

　不審な顔をする直霧に、塔子は墓ぼ穴けつを掘ったことを自覚する。

　普通に考えて九く里りも離れたところに居る人間に、あんなことをわざわざ伝えに行くはずがない。しかも明日には下山することになっているのに。

「いや、それは全然！　たいしたことじゃないから」

　居たたまれない顔をする塔子を見かねてか、明槻は話を元に戻した。

「わざわざ、お前のところに連絡が行ったのか？」

「はい。女王の叔父君がけさ別べつ当とう邸に使いをよこしてくれました。それで二人で───」

　直霧が言い終らないうち、中門から今度は貴哉と範康が並んで出てきた。二人と言ったが、どうやら範康と一緒に戻って来たらしい。

「え、そんな大おお事ごとになっているの？」

　乳ち兄弟きようだいの直霧はともかく別当である範康が直接足を運ぶなど、よほど不安要素があったのだろうか？　直霧だって他に数名の武官がついているというのに、今日の夕方には戻ることになっている主人の様子をわざわざ見に来るなど相当のことだ。

　戸と惑まどう塔子を一いち瞥べつして、明槻は直霧に尋ねた。

「私が検けん地ちをすると言ったことを、別当は誰かに口こう外がいしたのか？」

「していないから、気になってここまでやってきたんです」

　明槻は表情を険しくする。彼の反応に塔子も緊きん張ちようした。

　検地が理由でないのだとしたら、烏を置いた者と、熊野入りをした日の海かい賊ぞくは同どう一いつ犯はんである可か能のう性せいが高くなる。

　敵が単独らしいことは安心材料だが、今度は妨ぼう害がい行為の理由が分からなくなった。

　口許に手をあて、明槻はしばし沈ちん思しする。少しして彼は直霧に目配せをし、直霧も深くうなずいた。

「女王、叔父君達と一緒に戻っていてくれますか？」

「え？　あ、は、はい」

　塔子がうなずくと、二人は中門ではなく参道のほうへと進んでいった。

　明槻はすれ違いざま貴哉になにか言ったようだったが、塔子までは届かなかった。

「───東宮様、なんの話だった？」

　入れ違うように塔子の側に来た貴哉が尋ねた。不安げに明槻達を見送っていた塔子は、はっとして顔をむける。見れば貴哉が気遣うような面持ちで塔子を見おろしていた。最初の神楽かぐらのときのやり取りを思いだせば、それは心配もするだろう。

「うん───」

「やれやれ、面倒なことになりそうだな」

　塔子が答える前に、範康がうんざりした声をあげた。

　塔子と貴哉は目を見あわせあう。

「やっぱり受ず領りようの手の者なの？　それとも誰か別の人が？」

　塔子の問いに、貴哉は気難しい表情で答える。

「受領が関わっていることは間違いないと思うけど、そうなると烏の説明がつかなくなる。東宮様の検地が伝わっているのなら、あるいはとも思ったけれど、どうもそうではなさそうだからね」

「そもそも熊野の人間なら、神しん鳥ちようの烏を射いて、畏おそれ多くも神しん域いきに放りこむなんて真ま似ねはしねえよ。酔っぱらって相手を殴なぐり殺しちまうほうがまだ現実味がある」

　あんがい常じよう識しき的てきなことを範康はぼやいたが、そこですかさず塔子と貴哉は反はん論ろんする。

「でも範康さん。昔、神み輿こしに矢を射かけ、仏像の指をへし折ったりしなかった？」

「そうだったね。そもそも烏が放りこまれたのは、神域じゃなくて我が家だよ。神域っていうのは鳥とり居いより先のことで、もちろん山そのものが神域ではあるけど───」

「あ～～!!　小うるさいことを言いやがるな。叔父と姪めいが揃そろって!!」

　身内で息のあったところを見せる二人に、範康は癇癪めいた声をあげた。

　確かに範康が言うとあまりにも説得力がないが、彼の言うことには一いち理りあった。

　熊野の人間にとってこの行為は、やるほうにも相当の度ど胸きようが必要とされる強きよう烈れつな嫌がらせだ。そして都から派は遣けんされた受領は、もともと熊野の人間ではない。

　ヤマアラシのような頭をがりがりとかきむしると、範康は舌したを鳴らした。

「しかたがねえ。ちょっと探りを入れてみるわ」

　気乗りしないふうに言うと、範康は中門にむかってずんずんと進んでいく。

　しばしぽかんとしていた塔子だったが、やがてため息交じりにつぶやいた。

「範康さん、けっこう真面目に別当をやっているんだ」

　隣に居た貴哉がぷっと噴き出し、先を進んでいた範康がくるっと振り返った。

「塔子、なんか言った───」

　木立の枝を震わせるような声は、途中で打ち消された。

「危ねえ！　二人とも伏せろ」

　顔を引きつらせて、範康は叫んだ。

「え？」

　とっさに反応ができずにいる塔子の背中を、貴哉が飛びかかるようにして押し倒した。

　柔らかい土の上とはいえ、躊ちゆう躇ちよなく押し倒された塔子は痛みに顔を歪ゆがめる。

　気がつくと貴哉の身体が半分乗りかかった状態になっていた。

「な、なに？」

　土から顎あごを離して顔をあげると、むこうから範康が青ざめた顔で走ってくる。

「貴哉っ、大丈夫か！」

　え？　と思ったとき、低いうめき声が聞こえた。

　ぎくりとして塔子は、貴哉の身体の下から抜け出して起きあがる。

　次の瞬間、目を疑うたがった。貴哉は先ほどの自分と同じように、その場でうつ伏せに倒れている。

　やがて彼が着ていた白い浄じよう衣えの背は、みるみるうちに赤く染まっていった。
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　春はる霞がすみの空の下、はらはらと雪のような花びらが散っていた。

　弥生やよい～春しゆん分ぶん・雷かみなり乃の声こえを発す～ころ。

　壺つぼ庭にわに植えられた桜は満開だった。そういえば昨日見た紫し宸しん殿でんの桜も白い花をつけ、橘たちばなの常盤ときわの緑と対照的な光景を見せていた。

　もともとあそこに植えられていたのは梅の木だったのだが、枯かれてしまったのを機に時の仁にん明みよう天てん皇のうが桜を植えさせたのだという。唐とう趣しゆ味みの影響でもっぱら梅ばかりだった賞しよう玩がんの対象が桜に変わっていった背景には、仮か名な文も字じや和歌の発達により次第に国こく粋すい的てきなものに注目が集まるようになったことがあるといわれている。しかしその桜も天てん徳とく四年の火災で焼しよう失しつし、いまある桜は吉よし野のの山から運んできたものだということだった。

　透すき渡わた殿どのに立った明あか槻つきは、そんなことを思い出し桜を眺めていた。

「明槻様」

　聞き慣れた声に、物思いを破られる。

　振り返ると、むこうの簀すの子こから直なお霧ぎりがやってきていた。

「ああ、直霧か。なんだ？」

「なんだじゃありません、もう巳みの刻こくですよ」

「うん」

　だからなんだと言いかけて、乳ち兄弟きようだいの怒りに満ちた表か情おにはっとする。

「そうです。今日は上じよう巳しの祓はらえです」

　宮きゆう中ちゆう行事を当日まで忘れていた東とう宮ぐう様に、直霧はけっこう腹立たしげに言った。

　弥生の上巳の日、京の各所では上巳祓が執とり行われる。

　自分の罪つみ穢けがれや禍わざわいを人ひと形がたに移して水に流すもので、その紀き源げんは古代中国における、流水に臨のぞんで自身の穢れや禍を流す禊みそぎ祓ばらいにあるといわれている。そのあとには、曲きよく水すいの宴うたげと呼ばれる遊ゆう宴えんの場が設もうけられる。

　京の人達は鴨かも川がわに、あるいは貴族達は私し邸ていで。そしてこの内だい裏りでは、清せい涼りよう殿でんの東庭で行われるのだった。

　東宮の身分にありながら、そんな行事を忘れるのもたいがいなものだと自分でも呆あきれた。

　明槻は高こう欄らんにもたれ、はらはらと散りゆく山桜を名残なごり惜おしげに見あげた。

「せっかく、いい具合に満開なのに」

　未み練れんがましく愚ぐ痴ちをこぼしていると、容よう赦しやなく直霧が言った。

「和歌詠よみがあるからでしょう」

「………心配するな。私は参加しないぞ」

　きっぱりと明槻は断言した。もちろん祓いや宴うたげを欠席するという意味ではない。

　曲水の宴とは、庭園の小川の曲がり角ごとに参加者が座り、上流から流れてくる杯さかずきが自分の前を過すぎないうちに詩歌を作り、杯を取りあげて酒を飲む遊びである。ようは参会者に選ばれなければ、自分の席に座っていればいいだけの話なのだ。

　だから気乗りしない理由は、別に和歌のせいではない。

「それが賢けん明めいだと思いますし、選出者も明槻様を選ぶなんて、そこまで空気を読まない真ま似ねはなさらないでしょう」

「………」

　さりげに暴ぼう言げんを吐はく乳兄弟に閉へい口こうしつつも、明槻は簀すの子こに回って階きざはしから庭に下りた。曲がりくねった内裏を進むのはけっこう面倒くさい。いずれにしろ庭に下りなければならないのだから、ここから突っ切ったほうが早いと判断したのだ。

　あとから直霧もつづく。ちなみに七しち位いの彼は清涼殿の南廂ひさしにはあがれないので、どのみちどこかで下りることになる。

　庭一面に敷しきつめた白はく砂さが、踏みしめるたびにしゃりと音をたてる。砂に足を取られたわけでもないのに、次第に足取りは重いものになってゆく。いくら座っているだけでよいとしても、宮中行事は明槻にとってあまり参加したいものではなかった。

「この間、花の宴があったばかりなのになあ………」

「宮中というところは、月に三回は儀式をやっているではありませんか」

　言げん外がいに馬ば鹿か馬ば鹿かしいと言わんばかりの直霧に、明槻は苦く笑しようした。

「まあ、それはそれで全部意味があるんだよ」

　合理的で現実主義の武ぶ家けの人間からすれば、そう見えるのだろう。

　確かに無駄な部分もあるとは思うが、祭さい祀しを司つかさどることは、大おお王きみと呼ばれていた時代からの主上おかみの重要な役割なのだ。

（いっそそちらだけに専念できれば、いろいろと煩わずらわしいことに思い悩まされなくともすむだろうに）

　特に今きん上じようには祭祀だけに専念させてさしあげたほうが、彼の心身のためにはよいのではと思う。近年いっそう顕けん在ざい化かしてきた皇こう家けと摂せつ関かん家けの政せい権けん争あらそいに、繊せん細さいな帝みかどはすっかり神しん経けいをすり減らしている。

（お気の毒だとは思うが………）

　父親を素直に労いたわわれない葛かつ藤とうを持てあまし、明槻は憂ゆう鬱うつになる。

　そのとき、白砂の上にすっと影が下りた。

（？）

　顔をあげた明槻を、高欄越しに一人の公く卿ぎようが見下ろしていた。

　いや、厳密にいえば、彼は公卿とは言い切れなかった。

「左さ大だい臣じん殿どの………」

　簀子に立っていたのは主上おかみの異い母ぼ弟ていで、明槻の叔お父じにあたる高たか槻つき親しん王のうである。

　彼は皇こう族ぞくからおよそ三百年ぶりに輩はい出しゆつされた左大臣だった。そういう意味で公卿と言いきれなかったのだ。

「これは東宮、上段から失礼いたします」

　言葉ほど恐きよう縮しゆくもしていないように、不ふ遜そんな態度で高槻親王は言った。

　活かつ力りよくに満ちた縦じゆう横おうに大きな瞳ひとみは、彼を年齢よりずいぶんと若々しく見せていた。

　隙すきのない美男子というには若じやつ干かんの瑕か疵しはあったが、それでも十分人ひと目めを惹ひく華やかな顔立ちだったし、なにより彼が一度話しだすとその見事な弁べん舌ぜつと眼がん力りきで万ばん人にんの注目を集めずにはおかなかった。

　端たん整せいだが生気のない人形のような主上とは正反対の印象だ。

「先日の花の宴でご披ひ露ろういただいた〝青せい海がい波は〟は実にお見事でございました。いや、あのときは日ごろ取りすましている女によう官かん達が、天から降りてきた舞まい人にんのようだと黄色い声をあげて大変でした。あの日の東宮様の優ゆう雅がなお姿は、居合わせた者達の記き憶おくに鮮あざやかに刻まれたことでしょう」

　あながち世せ辞じともいえぬ口調で高槻親王は語るが、その言い方は刺とげ々とげしかった。

「そのようなことは」

　用心深く構かまえつつ、明槻は適当にあいづちを打ってかわす。

　そもそもあれも好きで引き受けたわけではない。いつものとおり縋すが子こが、ほぼ強制的に決めてしまったのだ。

「見る者を惹きつけずにおかない華はなやかさや美しさは、きっと御お母はは君ぎみ譲りでしょうな」

「………」

「いずれまた、ご披露いただきたいものです」

「機会がありましたら、ぜひ」

　そつのないやり取りをかわしながらも、たがいの目は笑っていなかった。

　そうきたか───父親似と言われるより穏おん便びんな言葉だが、母親も明槻にとってけして屈くつ託たくのない相手ではなかった。

「それでは、また清涼殿で」

　簀子を渡っていく高槻親王の後ろ姿を眺めながら、明槻は小さく息をついた。

「あの人とは、うまくやらなきゃいけないんだけどな………」

　摂関家の力を抑えるためには、身内である自分達が対立しあってはいけない。聡そう明めいなあの叔父であれば、そんなことくらい分かっているだろう。

　しかし彼には、娘が今上との間に儲もうけた五ごの宮みやの存在がある。高槻親王からすれば是ぜが非ひでも五の宮を次の帝にして、外がい祖そ父ふとして宮中の権けん勢せいを一気に掌しよう握あくしたいところなのだろう。その点から現東宮である明槻は、まさしく目の上のたんこぶ的存在なのだ。あるいは春の宴で目立ったことが、高槻親王の癇かんに障さわったのかもしれない。

　このあと春の庭で交わされる皮ひ肉にくとけん制の応おう酬しゆうを考え、どっと明槻は憂鬱になる。

　いっそ仮病でも使おうかと思ったが、祈き禱とう師しでも呼ばれたらかえって面倒だ。もちろん子供でもあるまいし、行きたくないなどと駄だ々だをこねるわけにもいかない。

（しかたがない）

　ひとしきり現実逃とう避ひをしたあと、腹をくくって歩きだす。

　どう感じているのか黙って付き従したがう直霧に、世間話のように明槻は切り出した。

「紫宸殿の桜は吉野から運んできたものだと、お前知っていたか？」

「そうなんですか。吉野などと言われても、私は〝壬じん申しんの乱らん〟ぐらいしか思い浮かびませんが」

「………高槻の叔父上と〝うまく〟と話したあとで、なぜその喩たとえを持ってくる」

　憮ぶ然ぜんとして明槻は言った。

　古代日本最大の戦いくさといわれる『壬申の乱』は、天てん武む天皇と大おお友ともの皇おう子じ（天てん智ち天皇皇おう子じ）との間に起きた叔父・甥おい間での戦である。

　他た意いがあったのかどうかは微び妙みようだが、直霧はひょうひょうとしたままだ。

　そんな乳兄弟の真意を測はかりかね、ため息交じりに明槻は言った。

「まあ、父親似と言わないだけ、まだ気を遣ったのかもな」

　その言葉に直霧は主しゆ君くんを一いち瞥べつし、どうということもないように返す。

「あたりまえです。誰がどう見ても宮様は母親似ですよ。そんなくだらないことを訳わけ知しり顔がおでなにをおっしゃっているのですかね、左大臣様は。あんがい、頭悪いんじゃないですか」

「………」

　いまを時めく左大臣様、しかも今上の弟宮を相手に、なんと不ふ遜そん極まりない。

　というか日ごろは冗じよう談だんも言わないこの乳兄弟は、毒どくを吐くときだけはあきらかに雄ゆう弁べんになっている。そしてその毒吐きがたいてい自分がらみだと思うと、明槻はちょっと申し訳ない気持ちになるのだ。

　ともかく直霧が不ふ敬けいを問われないうちに、自分がしっかりしなければ。

　そんなことを考えていたときだ。

「おお、東宮。そなたまだこんなところにおったのか」

　頭上からふたたび声がした。こちらは姿など見ずとも、すぐに察さつしがつく。

「猶は母は様」

　簀子の上に立っていたのは縋子だった。

　白の唐から衣ぎぬに紫むらさきの匂においの五いつつ衣ぎぬ、裾すそや袖そで口ぐちから紅くれないの単ひとえをのぞかせた豪ごう奢しやな装よそおいで、大おお勢ぜいの女によう官かんを従えた姿は神じん功ぐう皇こう后ごう（仲ちゆう哀あい天皇后きさき・夫の死後、身み重おもの身で軍ぐん勢ぜいを率いて熊くま襲そ征せい伐ばつ並びに新しら羅ぎ遠えん征せいを成功させた女じよ傑けつ）ばりの貫かん録ろくである。

　しかし見慣れたはずの光景が、よく見なくてもいつもとちょっとだけちがっていた。

「なんですか、それは？」

　眉み間けんに皺しわを刻きざんで、明槻は訊いた。

　縋子お気に入りの女官三人が、大きな琴ことの前中後をそれぞれに抱かかえていたのだ。

「見て分からぬか、倭やまと琴ごとじゃ」

「いいえ、見れば分かります」

　男性の身の丈よりも長いものだから、そんなふうにしなければ持ち運べないものではあるが、なぜ雑ぞう色しきにさせないのか？　そもそもなぜそんなものを持ち運んでいるのか甚はなはだ疑問である。

「曲水の宴でそなたに奏かなでさせようと思うて、持ってこさせたのじゃ」

「………」

　頼まれた記き憶おくはもちろんないが、そんなことはこの猶ゆう母ぼの通常仕様である。

　同じ調子で花宴のときも舞を強きよう要ようされた。

「楽しみですわ、東宮様の琴を聴けるなんて何年ぶりでしょう」

「ご幼少のみぎりには、よくお聴かせいただきましたが」

「そうそう。ご自分のお身体の何倍もあるような琴を一生懸けん命めいに奏でておられる姿は、本当にお可か愛わいらしくて」

　そんな昔まで記憶をさかのぼらせなくとも、つい最近も演奏した気はするのだが。

　それにしても彼女達は、高位女官である自分達がこんなものを持っていることに、なんの違和感も持っていないようだ。縋子が賀か茂もの斎さい院いんとして立ったときから仕つかえている者達だからけっこうな年齢のはずなのだが、まるで若い娘のようなはしゃぎっぷりである。まあ、いつものことではあるのだが。

「では東庭で待っておるぞ。いくら和歌が嫌いだからといって逃げるでないぞ」

　とうぜん顔で命令する縋子に、女官達がぞろぞろと付き従う。

　豪華な唐衣裳を着た女人達が、三人で和わ琴ごんを抱えて簀子を行く姿はなんとも面めん妖ような光景だった。

「………なにか、物ものの怪けにでも遭そう遇ぐうしたような気分だな」

　思いっきり疲れた口調で明槻は言った。

　さすがに少しばかり同情めいた眼まな差ざしをむけた直霧が、なだめるように告げた。

「明槻様の存在感に加え、法ほう皇おう様やご自身がついているということを人々に誇こ示じしたいのではありませんか？　斎さい院いんの宮みや様は」

「知っているよ」

　即答に直霧は不意を突かれた表情をする。

　ひょいと肩をすくめ、明槻は笑う。

「心配するな。そんなこと、もうずっと前から知っているから」

　直霧は主君の眼をじっと見つめ、淡々と告げた。

「そうだろうと思っておりました」

　そうだ。誰が自分を思ってくれているのか、誰が自分のために懸命でいてくれるのか、そんなことぐらい知っている。

　だから自分を否定しないし、けして逃げない。

　少年のときの誓ちかいをあらためて思いだすと、降りしきる花びらの下、明槻は東庭に向かうべく足をむけた。





終
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　こんにちは、小お田だ菜なつ摘みです。

　なりゆき斎さい王おうの三巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　読了された方の中にはお気づきの方もいらっしゃるかもしれませんが、今回の話を書くにあたって既き刊かんと若じやつ干かん記き載さいが変わっている部分がございます。行ぎよう幸こう→御ご幸こう。天てん皇のう→法ほう皇おう等をこちらの巻では訂正させていただいております。混乱なさった方々、まことに申しわけございません。




　今回は舞台が熊くま野の。ということで、おそらくヒーローよりも支し持じ率りつが高い（苦笑）貴たか哉なり叔お父じ様再登場です。実は二巻を書き終えたあと、お友達作家さんと話す機会がございまして、次巻には叔父様が出ないということを伝えたところ「一巻で叔父様が知りあいの博はか士せに会いに行くというエピソードは、都に留とどまる伏ふく線せんじゃなかったんですか？」と言われました。そういえば書いていましたね、そんなこと（汗）。

　ちなみに作家仲間さんの間では叔父様人気ですが、担当様と某ぼうイラストレーターさんは明あか槻つき派だそうです。二巻で一気に同情票が集まったという感が、なきにしもあらずですが。




　今回、話を書くにあたってけっこう苦労したのが、神しん仏ぶつ習しゆう合ごうの世界観です。

　特に熊野は神仏習合が顕けん著ちよな地だったので、資料とにらめっこして想像をふくらませておりました。冒頭の宗しゆう務む職しよくの方々の集合場面は、構成上の問題もありますが、なにより私が「こういう世界」だということを納得する意味もありました。

　作中でもありますが、神社に納のう経きようとか現代人の感覚（一個人が信しん仰こうに関係なく寺社、教会に行くというのは現代でも珍しくありませんが）ではどうにもぴんっと来なくて、イメージをつかむのに難なん儀ぎしました。小田の実家が神社なので、よけいそんなことを感じるのかもしれません。

　ちなみに神しん道とうと仏ぶつ教きようはけっこう対照的な部分も多くて、ひとつ例をあげれば殺せつ生しように対しても、仏教には肉食をのぞいた精しよう進じん料理というものがございますが、神道は祭さい事じのさいに鯛たいをお供そなえしたりします。この鯛は神しん職しよくさんに引き取られる（？）ことが多くて、祭りの時季や地じ鎮ちん祭さいがあった日の我が家の夕食は、いつも鯛のお刺さし身みでした。




　ここで謝辞を。

　イラストの凪なぎかすみさん。あいもかわらず目がくらむような美び麗れいな挿さし絵えをありがとうございます。前回は高こう齢れい者しやばかり。今回はむさくるしい男。せっかく凪さんに描いていただいているのに、なんでこんなキャラばっかり出しているか自分でも分かりません。

　担当様、お言葉のすべてが癒いやしです。明槻を称した「ロールキャベツ男子」という言葉の意味がとっさに分からなくてすみません。ネットで検けん索さくして「おお、確かに」と納得致しました。

　校正様、デザイナー様、いつもありがとうございます。

　そしてなにより、この本をお求めくださった皆様。本当にありがとうございます。

　またお会いできますように。





小田菜摘
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所在地がそれぞれ別々の友人達の間で、熊野ツアーに行こうという話になりました。

先導役として調べてみたら、新大阪から新宮までほぼ四時間。名古屋から新宮まで三時間半以上もかかりました。～広大慈悲の道なれば、紀路も伊勢路も遠からず（梁塵秘抄）。

新大阪に朝九時につけない人はおいてゆくよ、という時間厳守か、現地集合、現地解散の鬼ツアーしかなさそうです。










イラスト

凪かすみ

Kasumi Nagi




今回の舞台である熊野、以前から行きたいと思いつつ時間と体力のなさに実現できずにいたりします。

今こそ訪ねどきな気がするので近いうちにぜひ行きたい……！












なりゆき斎さい王おうの入じゆ内だい




～この恋こい路じ、乱みだれがはしき～








著者／小お田だ菜な摘つみ

イラスト／凪なぎかすみ





ビーズログ文庫





2014年12月15日　発行





ver.003





©2014 Natsumi ODA





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『なりゆき斎王の入内～この恋路、乱れがはしき～』

2014年12月26日発行　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only















item/image/p000-00-5-1.jpg
“\ SR DRET,
EBEEEIRETCOS

HEDFADRE, KIS

kG AG

FBIRD 5. B O Ko

r7

| 1 mremaocoras)l
- HZDNo /
o= T

i

#
B,

| mropc L
B0 RkE Sl ||/

(?)
“REMFEORIR,

R HOV L,
ZYPET

B IR 1

AN ERERS ||






item/image/p000-00-59-1.jpg





item/image/p000-00-11-1.jpg





item/image/p000-00-36-1.jpg





item/image/p000-00-57-1.jpg
Ly /i;;
( \J






item/image/p000-00-34-1.jpg





item/image/p000-00-32-1.jpg
CETTRG «vEcw

e

- £

a0





item/image/p000-00-53-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-74-1.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p000-00-27-1.jpg





item/image/p000-00-44-1.jpg





item/image/p000-00-69-1.jpg





item/image/gaiji-excl3.png





item/image/p000-00-6-1.jpg





item/image/p000-00-18-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg
W g





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		カムヤマトイワレヒコは──



		序章



		第一章　紫青の海路



		第二章　珠と梛の里



		第三章　死と生の森



		第四章　烏の鳴く宮



		小編　春の決意



		後書き



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-14-1.jpg





item/image/p000-00-52-1.jpg





item/image/p000-00-75-1.jpg





item/image/p000-00-79-1.jpg





item/image/p000-00-90-1.jpg





item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-64-1.jpg





item/image/p000-00-41-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg
e

g

o0





item/image/p000-00-50-1.jpg
1 e RV g






item/image/p000-00-85-1.jpg





